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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　それは、十二月だというのに季節外れなほど暖かい日のことだった。

　その厄やつ介かいな仕事は、頼たのんでもいないのに向こうから勝かつ手てにやってきやがったのだ。




　　十二月十七日午前九時五分　山やま鹿しか法ほう律りつ事じ務む所しよ




「ふわぁあ……」

　その日、俺おれは朝からデスクでぼけーっとだらけきっていた。

　もしこの場にどこぞのアカ派は中学生がいれば、「だらけてんのはいつものことじゃん」とでも要いらぬツッコミをいれてきそうだが、幸いなことに今事務所にいるのは俺だけだった。遠えん慮りよなくぼけーっとすることができる。

　普ふ段だんならば英えい気きと精せい気きと覇は気き、ついでに鋭えい気きと血けつ気きに満ち溢あふれている俺がこうなってしまったのには、無む理りからぬ事じ情じようがある。

　俺はつい昨日きのう、車で何時間もかかるような遠い地で、かれこれ一週間近くにも亘わたった裁さい判ばんを勝利に導みちびいたばかりなのだ。その疲つかれはまだまだ癒いえておらず、休きゆう養ようを必要としていた。

　今思い返しても、まったくあの裁判はひどかった。気持ちよく勝利を得ることができたのはいいのだが、とにかく肉体的にはもちろん、精せい神しん的てきに堪こたえる裁判だった。

　まあそんな立りつ派ぱな建たて前まえもあって、俺は当とう分ぶん仕事などせず、ダラダラと過すごすつもりだった。今月はもう充じゆう分ぶん仕事をしたのだから、年内はもう仕事するのはやめとくかという考えさえ浮うかんでくる。それにそろそろクリスマスなのだ、たとえ計画倒だおれになるとしても──自分で言ってて哀かなしくなるが──雪ゆき奈なとのデートコースでも立りつ案あんしてた方がよっぽど建けん設せつ的てきだろう。

　などと考えているそのときであった。

　古ぼけたドアがキイキイと悲ひ鳴めいをあげ、訪ほう問もん者しやの到とう着ちやくを告げた。

　誰だれが来たのかは容よう易いに想そう像ぞうがつく。普通の来らい客きやくならノックもせずに入ってくることはないし、影かげ野のや皐さ月つきはこんなに朝が早くない。

　予想通り、入ってきたのは雪奈だった。

「おはようございます善ぜん行こうさん」

「ああ、おはよう」

　俺は昨日まで遠地で裁判をやっていたため、雪奈とは会えなかった。今日が数日振ぶりの再会ということもあって、なんとも新しん鮮せんだ。

「それにしても、今日は随ずい分ぶん早いな」

「学校の方も一いち段だん落らくしましたから。これからしばらくはこのぐらいの時間にきますね」

「別にもっと他ほかのことをしてていいんだぜ。掃そう除じなんて毎日する必要ないし、飯めしだってその辺に食いに行きゃいいんだからな」

　本ほん音ねはもちろん、毎日というか朝から晩ばんまでというか、もういっそここで寝ね起おきして欲ほしいぐらいなのだが、そこはそれ俺は紳しん士しを自じ認にんしているので気き遣づかうつもりで一いち応おうそんなことをいってみる。

「いえ、いいんです。私、この事務所にいるのが好きなんですよ」

　嬉うれしいことをいってくれる。それはもちろん俺がいるからだろう？　ぐらいのことは言ってみたかったりするのだが、万が一冗じよう談だんでも否ひ定ていされたりすると非ひ常じように強きよう烈れつな精神的ダメージを負おうことになるのでやめておくことにする。

　……なんか最近やたらと臆おく病びようになってるような気がするのはなぜだろう。その程てい度どのセリフ、以前の俺なら簡かん単たんに口に出せたのに。

「そういえば、ニュース見ました？」と、雪奈がコートを掛かけながらいった。「善行さんが帰ってくる前に、この辺で殺人事件があったんですよ。昨さく晩ばん犯人が逮たい捕ほされたとかで」

「へえ」

　殺人事件。もし今俺が気力体力共に充じゆう実じつしていて、それでいてあくびが出るほど暇ひまだったとしたら、それなりに興きよう味みを抱いだいたことだろう。

　だが今の俺は気力体力共に減げん衰すい気ぎ味みであり、当分は仕事をしようなどとはまったく考えていなかった。

　一いち応おう雪奈が言い出した話であるため、素そっ気けない態たい度どを取るつもりはないが、たとえその殺人事件がどれだけ俺好みであろうと、わりとどうでもいい気分だった。

「えーと、ちょっと待ってくださいね、確か今朝けさの朝刊に……」

　どうやらずいぶんと雪奈の興味を惹ひく事件だったらしい。雪奈は俺のデスクに置いてあった朝刊を手に取り、

「ええと、この辺に……あ、ほら、ありました。これです」

　一面を指し示して俺に見せようとする。必ひつ然ぜん的てきに二人の距きよ離りは縮ちぢまり、俺の鼻び孔こうに甘あまい香かおりが飛び込んでくる。

　……なんか表現が微び妙みように陳ちん腐ぷなのはまだ疲れが取れてないからに違ちがいない。

「ふーん、どれどれ」

　天あま木ぎ誠せい一いち（二十歳）という男が、叔父であり保ほ護ご者しやだった鬼おに山やま和かず俊とし（四十五歳）を散さん弾だん銃じゆうで殺さつ害がい。動どう機きは両親を殺され、その遺い産さんを横おう領りようされたためと自じ供きよう。しかし警けい察さつは、鬼山和俊が天木誠一の両親を殺したという確かく実じつな証しよう拠こは何一つ見つかっていないとしている。以下うんぬん。

「なんだかこの動機が気になるんですよね……。本当に両親が殺されて、遺産まで横領されてたんだとしたら……その、確かに人を殺しちゃうのは行き過ぎだと思うんですけど──」

「なるほどな、確たしかに少し気になるな」

　両親を殺され遺産まで横領され──そんな立場になれば、誰だって間違いなく殺意ぐらい抱いだくだろう。実じつ行こうするかどうかは別として。

「とはいえ思い込みだけで人を殺すなんてことはよくあるし、この記事を読んだだけじゃなんともいえんなあ。それに、どっちにしろこれは俺の専せん門もん外がいだぜ雪奈。すでに逮捕された挙あげ句く、犯はん行こうを自供までしてるとなれば俺の出る幕まくはない」

「でも以前、犯行を自供してる人を弁べん護ごして無む罪ざいを勝ち取ったことがあったじゃないですか」

「あれは状じよう況きようが状況だったし、結けつ果か的てきに無罪になったってだけだからなあ。いつもいつも都つ合ごうよくいくとも限らんし。

　まあ今月はもう充分仕事もしたし、しばらくは事件から離はなれてダラダラしたって構かまわんさ。それよりも雪奈、俺としてはこっちの記事の方が気になるんだが──」

　と、俺はクリスマスにライトアップされるという、格かつ好こうのデートスポットになること間違いなしの大通りの紹しよう介かい記事を指差そうとした。今は近いうちに馬に蹴けられて死ぬであろうお邪じや魔ま虫コンビ──ヘボ探たん偵ていもアカ派中学生もいないのだ。雪奈との距離を縮める絶ぜつ好こうのチャンスである。

　しかし──そのとき。

　ルルルルル、と受じゆ話わ器きが鳴った。電話ではない。誰かがこのビルの入り口までやってきて、インターフォンで呼び出しやがった証しよう拠こである。

　そして、この事務所の応おう対たい係がかりでもある雪奈は、当然のごとく受話器に出るために俺から離はなれていく……。

「はい、山鹿法律事務所ですが」

　……最近、俺は何か呪のろいでもかけられているのではないかと本気で思うようになってきた。それも、意い中ちゆうの女に迫せまろうとすると、必ず横よこ槍やりが入ってくるという極きわめて悪あく質しつな呪いだ。ここ最近、雪奈とちょいと込み入った会話をしようとする度たび、必ずといっていいほど絶ぜつ対たいになんらかの横槍が入ってくる。もう呪いとしか思えないほどに。

　残ざん念ねんながら、俺に呪いをかけそうな輩やからはたくさんいるのだ。俺は品ひん行こう方ほう正せいな正せい義ぎの弁護士として、誰にも後ろ指を差されないような堂どう々どうとした弁護士人生を過ごしてきた。しかし、正義の味方の有ゆう名めい税ぜいとでもいうべきか、悪人から恨うらみを買ってしまうことばかりはどうしようもない。この俺に呪いなんざ通つう用ようするわけがないだろうが、それが十人、二十人分と積つみ重なったとしたら──さすがに少し背せ筋すじが寒くなってくる。

　そして、この呪いにはもう一つ効こう能のうがあるらしいことを、俺は経けい験けんから知っていた。

　こういうクソ悪いタイミングで入ってくる横槍というのは、まず間違いなく俺をロクな目に遭あわせないのである。
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「……え？　はい、あの、ちょっとお待ちください」

　雪奈はやけにおどおどとした様よう子すで俺に向き直った。その様子からしても、俺にとって歓かん迎げいできない客が来たことは明めい白はくだった。

「誰だ？」

「竹たけ田ださんです」

「うげっ」

　竹田博ひろ人と。俺が所しよ属ぞくする弁護士会の副会長だ。俺は弁護士という自由業の身なのだから、本来なら上じよう司しなどという存在はもっとも縁えん遠どおいはずなのだ。しかし、これも日本社会のしがらみというべきか、どうしても頭が上がらない人物がわずかばかりいる。その数少ない例外の一人が竹田博人という男なのだ。

「……雪奈、よく聞いてくれ。俺は留る守すだ。仕事疲れで風邪かぜを引いて家で寝ね込こんでる。そう言って追い返せ」

「それが……善行さんがここに寝ね泊とまりしてることは分かってるから、とにかくすぐに入れろとおっしゃってますけど。それから、平日の営業日に客を追い返すような弁護士に資し格かくは必要ない、とも……」

　こうして居い留る守すという手しゆ段だんはあっさり封ふうじられたのであった。

「仕し方かたがない、入れてやってくれ」

「はい、分かりました」

　こんな朝っぱらからあのクソ憎にくたらしい面つらを見なきゃならんのか。

　俺は神社にお祓はらいにでも行くべきかと、わりと本気で考えた。




　　　　◆




　目の前のソファに、顔を合わすだけで吐はき気を催もよおしてくるクソ野や郎ろうが座すわった。

　年ねん齢れいは四十歳さい前後だが、およそ中年という言葉に不ふ釣つり合あいな、スラリとした長身の持ち主。ノリの効きいたスーツ、きっちりと固められた五分分けの髪かみ、鈍にぶく光る銀フレームのメガネ、そして弁護士にあるまじき悪人のように鋭するどい目つき。すべてのパーツが、〝この男は悪わる巧だくみに長たけた弁護士ですよ〟と語っている。まさに俺のような正義の弁護士とは水と油、同じ部屋の空気を吸すうだけでもよくない病気に感かん染せんしそうな気さえしてくる。

　特にこいつは、俺が刑けい事じ裁判を一つばかり終わらせると、必ずといっていいほど、俺が法ほう廷ていで使った戦せん術じゆつについてさんざん小こ言ごとを言ってくるのだ。どうやら俺が手段を選ばずに被ひ告こく人にんの権けん利りを守ろうとすることが気に食わないらしい。まさに超ちよう保ほ守しゆ派は、メガネをかけた動く唐とう変へん木ぼく、キング・オブ・クソ野郎の称しよう号ごうにふさわしい。

「雪奈、すまないがしばらく隣となりに行っててくれないか」

「はい、分かりました」

　雪奈は素す直なおに従したがってくれた。これからこの場で交かわすことになるであろう低てい次じ元げんな会話を、雪奈にだけは聞かせたくない。

　そして雪奈が出て行くと、その男はついに口を開いた。

「やあおはよう、山鹿くん」

　そのセリフを耳にした瞬しゆん間かん──悪お寒かんが走った。

　こいつが俺のことを〝くん〟付けで呼びやがった。しかも丁てい寧ねいな口く調ちようで。これはもう嫌いやな予感程てい度どではすまない。五分後に皐月が巨きよ大だい化かして地球が滅めつ亡ぼうしてもおかしくない。

「さて。君と会うのは久しぶりだが元気にしてたかね？」

「あんたが来るまではな」

　意味のない社交上の挨あい拶さつに、即そく座ざにそう答えた。

　竹田は苦く笑しようしながら肩かたをすくめ、

「ああ、それは奇き遇ぐうだな。実をいうと私も君の顔を見た瞬間に、なんというかな、こう胸と胃いの辺りがムカムカしてきてね、吐き気を催してくるんだよ。しかし、この小こ汚ぎたない事務所をこれ以上汚よごすのも忍しのびない。だから山鹿くん、もしよければ君の顔を手ぬぐいか何かで隠かくしておいてくれると助かるんだが」

「それなら、俺のよりあんたの顔を包つつんだ方がいいだろうな。あんたはこの後、公こう道どうを歩いて帰るんだろう？　一いつ般ぱん人じんにまであんたの顔を見せて不ふ快かいにさせるのは忍びないとは思わないか？」

「ふむ、相あい変かわらず元気そうでなによりだ」

　……いっそこの場でこいつをくびり殺して正せい当とう防ぼう衛えいを主しゆ張ちようするというのはどうだろうか。〝仕し方かたなかったんです刑事さん。あのまま同じ部屋で同じ空気を吸すっていたら、間ま違ちがいなく俺は腐くさって死んでいました〟と。ダメか。

「ところで山鹿くん。君の事務所では客にお茶の一つも出さないのかね？」

「あいにくと金を一いつ銭せんも落とさん訪ほう問もん者しやを客とは見なさないことにしてるんでね」

「それは君の定てい義ぎであって、社会一般的に見れば私は客としての扱あつかいを受けるのが当然だとは思わないかね？　しかるに、君はお茶すら出さない。これは君が社会倫りん理りというものを解かいさない弁護士であるといういい証拠になると思わないかね？　ああ、ちなみに私はコーヒー派はだからな」

　……お茶を出す出さないぐらいのことで社会倫理なんてものを持ち出されてはたまらない。

　反はん論ろんの余よ地ちはいくらでもあったが、ここで水みず掛かけ論ろんをすればそれだけ不ふ愉ゆ快かいな空気を長く吸い続けるハメになるだけの話だ。俺は黙だまって立ち上がり、雪奈がいる隣りん室しつのドアを開いた。

「雪奈。お客様はコーヒーをご所しよ望もうだそうだ。悪いけどインスタントでいいから持ってきてくれないか。砂さ糖とうと牛乳、それに塩もな」

「は、はい」

　俺がソファに戻もどると、竹田は再び口を開いた。

「奇き妙みようなことを言うな、君は。まさかコーヒーに塩を入れろとでも言うつもりかね？」

「そんなことはしねーよ。あんたが帰ったらまこうと思っただけさ」

「君の事務所ではお客が帰った後で塩をまくのが通つう常じようの業ぎよう務むと化しているのかね？」

「いけ好かない客が去った後で塩をまくのは社会通つう念ねん上の常じよう識しきだろうが」

「少なくとも、一般的にそれは失礼な行こう為いだと認にん識しきされていると思うが」

「ああそうかい、じゃあこう言おう。塩をまくなんて言ったのはウソだ。そんなことはこれっぽっちも考えちゃいない、塩はただ用意させただけさ。それなら失礼でもなんでもないだろう？　ついでに言えば、あんたが帰った後で俺が何しようと勝手だよな？」

「減へらず口が健けん在ざいのようで何よりだ。君からそれがなくなってしまっては何も残らんからね、いや安心したよ」

　ぜってー塩をまいてやろうと、心に誓ちかう。

「……いい加か減げん、用件に入っていただけませんかね」

「ふむ、君にしては珍めずらしく建けん設せつ的てきな提てい案あんだな。確かに、私はこんなところで無む駄だな時間を過ごしていられるほど暇ひまではないのだ、君と違ってね」

「その無駄な話を始めたのはあんただろうが」

「ふむ、そういえばそうだったな。すまなかった、謹つつしんで謝しや罪ざいしよう。どうも君のその面を見てると、黙っていられなくてね」

「…………」

　俺がこの世で会話したくない人種が二つある。舌に油を塗った検けん察さつ官かんと、舌が二枚ある弁護士だ。

「さて……では用件に入ろうか。君は天木誠一という男を知っているかね？」

　天木誠一？　はて、どっかで聞いた名だ。そうだ、さっき新聞で見たばかりじゃないか。

「散さん弾だん銃じゆうで人を撃うち殺したという殺人犯のことか」

「ほう。君みたいな人間が知っていたとは意外だな。君はもっと閉へい鎖さ的てきな人間だと思っていたが」

「あんたがどんな偏見を抱いてようが知ったこっちゃないがな、あいにくと新聞ぐらいは読んでいる」

「ほう。スポーツ欄らんと番組表だけではないのかね？」

「残念だったな、ののちゃんも読んでるさ」

「ほほう、君はアサーヒ新聞の愛読者だったのか。いやなるほど、ぴったりと言えばぴったりだ」

　竹田は薄うす気き味み悪く笑った。なんとなく見透かされたようでシャクに触る。

「言っとくが、俺は別に資し本ほん主しゆ義ぎに不満はないし、日本の外交方針にも興味はないぞ」

「確かに、君が共産主義の信しん奉ぽう者しやには見えないな。君がアサーヒ新聞なのは、単たんに性格的に合っているからだろう」

「ふん。どうせあんたが読んでるのはヨミウーリかサンケーイだろ」

「ほう、よく分かったな。確かにヨミウーリだよ」

「やっぱりな。まさにあんたの性格にはピッタリだな」

「なるほど、君と相あい容いれない理由の一つはこんなところにもあったわけだ。初めて知ったよ」

　今回ばかりはこいつの話に同意する。

「で、そろそろ話の続きを伺うかがいたいんですがね」

「おっと、これは失礼。なぜだろうな、いい加か減げん君の面を見てるのにも我が慢まんの限げん界かいが近づいてきているのだが、それと同時にどうしても余よ計けいな一言を加えずにはいられなくなるのだよ」

「今のも余計な一言だな」

「おお、その通りだな。よかろう、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言おう。国こく選せん弁護人として天木誠一の弁護をしろ」

「やなこった」

「なら、弁護士に課かせられた義ぎ務むを果たさなかったという理由で弁護士バッジ剝はく奪だつだ」

「やります」

「ふむ、珍しく素す直なおな返事じゃないか」

「……この唐とう変へん木ぼくめ」

「何か言ったかね？　トーヘンボク？」

「大変ボクにとっては素す晴ばらしい仕事だと思います」

「そうだろうとも。そんなに喜んでくれるとは光栄だ。私もわざわざ君にこの仕事をもってきたかいがあったというものだ」

「はっはっは、本当にすいませんね、いつもいつも仕事を押おし付けていただいて。竹田先せん輩ぱいには申もうし訳わけない気持ちで一いつ杯ぱいですよ」

「ふっふっふ、同じ業ぎよう界かいで食う仲ではないか、何も遠えん慮りよする必要などないよ」

「はっはっはっはっは」

「ふっふっふっふっふ」

　と、そのとき。

　コーヒーと緑茶を載のせたお盆ぼんを持った雪奈が入ってきた。

　そして──顔をひきつらせて後ずさった。

　どうやら不ぶ気き味みな笑い方をしている竹田の狂きよう乱らんぶりに怯おびえているらしい。おのれ竹田め、俺の雪奈をこうも怯えさせるとは許し難がたい。

「ど、どうぞ」

　雪奈が恐おそる恐るお茶を置き、そしてこの悪夢のような部屋から出て行くのを見み計はからってから、

「……で、冗じよう談だんはこれぐらいにしてだ」

　俺はとっとと話を進めることにした。

「なんだって？　君がいつ冗談を言ったのかね？」

「ふざけるな、そんな仕事なんざ受けられるか。あんただって知ってるだろう。俺は無罪を主しゆ張ちようしてる依い頼らい人にんの弁護が専門だぞ、なんで犯行を自白している人間の弁護なんざせにゃならんのだ」

　竹田は大げさに肩をすくめた。

「おかしなことを聞くな君は。誰であれ、裁判の被ひ告こくとなる人間にはその権利を守るべく弁護士を付ける。本人が罪つみを認みとめているかどうかなど関係ない。そして君は弁護士なのだ、被告が誰であれ弁護することには何の問題もなかろう？」

「だからといって弁護士の得とく意い不得意を無む視しするのは、被告人にとっていいことだとは思えんがな。同じ事を二度言わせるな、俺は無罪を主張している被告の弁護が専門なんだ。罪を認めてる被告人の弁護なんざ、他の弁護士にやらせてくれ」

「おや、これは君のことを買いかぶりすぎていたかな。国選弁護人とはどのような制せい度どのことなのかぐらいはご存ぞん知じだと思ったのだがね」

「……くそっ、ああそうかい」

　国選弁護人。経済的な理由などで弁護士を雇やとうことができない被告人に、国が弁護士を付けてやる制度のことだ。弁護士には、ときどき回ってくるこの大して金にもならん仕事をやらなければならない義務があるらしいのだ。あんまり詳くわしくは知らんのだが。

　つまりこの竹田メガネザルは、国選弁護という建たて前まえで、この仕事をムリヤリ俺にやらせようとしているわけである。

「さて、理り解かいしてくれたところで、少しマジメな話をしようか」

　と、竹田の口調が急に改あらためられた。

「……なんの話だ？」

「君の素す晴ばらしい戦せん績せきについてだよ。一ひと度たび刑けい事じ裁判に出れば負け知らず、全戦全勝の腐ふ敗はいの弁護士。それが君だ。まさしく前ぜん代だい未み聞もんの弁護士だな」

「……今、不ふ敗はいって単語のアクセントが微び妙みようにおかしくなかったか？」

「気のせいだ。続けよう。さて、君が請うけ負おった依頼人は必ず無罪になるというこの戦績だが、これは弁護士としてはいささか危き険けん過ぎるのだよ。

　私の言っている意味が分かるかね？　このままいけば、君が弁護人になったというだけで、君の依頼人は無罪であるという風ふう潮ちようが広がることになるだろう。それはいささか公こう平へい性せいに欠かけているといわざるを得ない」

「ふん、何を言い出すかと思ったらそんなことかよ。

　いいか、刑事裁判における被告の有ゆう罪ざい率りつは九九％を超こえてることぐらいあんたも知ってるだろう。つまり、ほとんどの検けん察さつ官かんは全戦全勝、俺と同じように無む敗はいの戦績を誇ほこってるってわけだ。なら逆ぎやくに全戦全勝の弁護士だって一人ぐらいいた方がいいだろ」

「弁護士と検察官では立場が違う。それに君の場合、たとえ依頼人が罪を認めていたとしても無罪にしてしまうだろうが」

「それが真実だったからだ。俺だって本当に罪を犯している人間を無罪にしてやるほどお人ひと好よしじゃあない」

「つまり、そのときは自じ首しゆを促うながすなり情じよう状じよう酌しやく量りようを訴うつたえるなり、弁護士として社会に恥はじない行動を取れると誓ちかえるわけだな？」

「当たり前だ」

　竹田は急に表情を緩ゆるめた。

「そうか、それを聞いて安心したよ。差し当たって、君が犯行を自じ白はくしている天木誠一の弁護を引き受けることには何の支し障しようもないというわけだな」

「……この野や郎ろう」

　くそ、やってくれる。いくらまだ疲つかれが残っているからといって、こんなヤツに一枚取られるとは。これだから俺以外の弁護士とかいう人種は嫌きらいなのだ。

「ああくそ、分かったよ、やればいいんだろう。それにあんたのことだ、どうせこれは決けつ定てい事じ項こうなんだろ？」

「いやいや、とんでもない。どうしても何か都合が悪いのなら仕方ない、そのときは他の弁護士に頼たのもうと思っているがね」

「なら是ぜ非ひそうしてもらいたいね。あんたも知ってるだろう、俺はつい昨日まで別の裁判をやっててヘトヘトなんだ」

「ほう、そうなのか。それは気付かなかったな、すまなかった。

　ところで、少し話を変えよう。なぜ私が電話で済まさず、わざわざこんな事務所まで足を運んだのだと思うかね？　国選弁護すらロクに引き受けようとしない奉ほう仕し精神ゼロの弁護士から、すぐさま弁護士バッジをもらって帰れるようにするためだよ」

「やらせていただきます」

「そうか、それはよかった。せいぜい頑がん張ばるがいい」

　いつか殺す。いつもいつも免めん許きよ剝奪をちらつかせてロクでもない仕事を押し付けやがって。こんなのは脅きよう迫はくもいいところだ、こいつこそ倫理感という概がい念ねんが欠けているに違いない。ああ、世の中はなんと理り不ふ尽じんにできていることか。




　　十二月十七日午前十一時　留りゆう置ち場じよう




　俺は〝不敗の弁護士〟という称しよう号ごうがそれなりに気に入っている。そりゃあ刑事裁判なんてものを専門にやってる以上、いつかは一敗地にまみれることもあるだろう。事じ実じつ、これまでにも何度か〝不敗〟という称号を諦あきらめかけたこともあった。

　だが俺はそんな危き機き的てきな局きよく面めんを幾いく度ども乗り越こえ、この称号を守ってきた。今いま更さら諦める気には到とう底ていなれない。たとえ今回、天木誠一という犯行を自白した殺人犯の弁護をすることになったとしてもだ。とにもかくにも、俺が弁護をする以上は、天木誠一には無罪になってもらわなければならない。いや、無罪でなければならないのだ！

　……などという偏へん執しつ的てきな考え方になってしまうから、竹田のクソ野郎はわざわざ俺に有罪間ま違ちがいなしの今回の仕事を押し付けたのかもしれない。だがあいにくと俺は人の期き待たいを裏うら切ぎることに快かい感かんを覚える性格なのだ。

　確たしかに天木誠一は殺人犯なのかもしれない。自供もしてるし、散弾銃なんてものをぶっ放ぱなして殺したとあっては多た分ぶん間違いないだろう。

　だが、そうであったとしても、無罪にする手しゆ段だんなんていくらでもあるのだ。一番メジャーなところで正せい当とう防ぼう衛えいを主しゆ張ちようするというのもあるし、警察の捜そう査さの違い法ほう性せいを指し摘てきする、もしくは犯行当時、被告人は正常な精神状じよう態たいになかったと主張するとか。

　まあ本当に人を殺してるのなら無罪は難むずかしいだろうが、せめて執しつ行こう猶ゆう予よが付くとか、客きやつ観かん的てきに見て弁護側勝利と判はん断だんできるぐらいの判はん決けつが得られればいいのだ。

　そんな決心を抱きつつ、俺は雪奈と一いつ緒しよに、ガラスの向こうに天木誠一がやって来るのを待っていた。その俺の依頼人となる男が、見るからに頭のネジが二、三本取れていて、色々とイっちゃってるような風ふう貌ぼうであることを期待しながら。もしそうだったら、精神異常者の犯行と主張しやすくなる。もっとも、後あと味あじは悪い裁判になるだろうが。

　しかし、警官に伴ともなわれて入ってきたその男を見た瞬しゆん間かん、俺の最初の望のぞみは絶たたれたことが分かった。

　第だい一いち印いん象しようは「二十歳はたちには見えない」といったところだろうか。年ねん齢れいに不ふ相そう応おうな苦労を積つんだ人間特とく有ゆうの落ち着いた感がある。ぶっちゃけふけてるということだが。身長はやや高め、体格は──まあ平へい均きん以上だろう。少なくともガリ勉タイプにはほど遠い。

　その男はしっかりと椅い子すに腰こしを据すえると、わずかに戸と惑まどう様子を見せつつも、静かに俺が話を切り出すのを待った。

「天木誠一だな？」

「ええ、そうですが」

「結けつ構こう。あんたの弁護を担たん当とうすることになった国選弁護人の山鹿善行だ。まあ悪いようにはしないから、よろしくやってくれ」

　天木は驚おどろいたように目を見開いた。

「ひょっとして、あなたがあの山鹿弁護士ですか？」

「あの山鹿というのがどの山鹿なのかは知らんが、まあその山鹿だろう」

「山鹿弁護士のお名前はニュースとかでよく耳にしてますよ。相そう当とう有名な弁護士だって聞いてましたが……なんで俺なんかの弁護を？　それに、あなたは無罪を主張する人しか弁護しないと聞いたような覚えがあるんですが」

「さっきも言っただろ、国選弁護人だって。あんたも逮たい捕ほされたとき、国選弁護の制度の話ぐらいは聞かされただろ？」

「ええ、一応は」

「つまりはそういうことだ、たまたま俺に番が回ってきたに過ぎないってわけだな。まあとにかく、お前が気にするようなことは何もない。金を払はらう必要はないし、だからと言って手を抜ぬいたりするようなこともできんからな」

「はあ……。分かりました。とにかく、よろしくお願いします」

　頭を下げる。あまり丁てい寧ねいな頭の下げ方ではなかったが、まあ二十歳の男に礼れい儀ぎを期待するのも酷こくだろう。

「さて。じゃあ本題に入るとしよう。まず聞きたいんだが、お前、本当に人を殺したのか？」

「……はい、そうです。俺が殺しました」と、天木は力強く頷うなずいた。

「間違いないのか？」

「絶ぜつ対たいです。俺は間違いなく叔父おじに散さん弾だん銃じゆうを撃うち込みました。撃った後は俺の手で死んでるのを確かく認にんしましたし」

　ダメじゃん。

「そのとき、お前はどんな様よう子すだった？　酒を飲んでいたとか、精神が錯さく乱らんしてたとかはないのか？」

「いいえ、それもありません。すいません山鹿さん、多た分ぶん俺を無罪にしてくれようとしてるんだと思うんですが、俺は間違いなく正常な状態で、叔父を殺したんです。それに、あんなことをしておいて、今更罪を軽くしようなんて思ってもいないんです」

「まあそういうなよ、その歳で刑けい務む所しよ暮ぐらしなんて大変だぞ」

「お気き遣づかいはありがたいんですが……。でも、俺は冷れい静せいに計画を立てて、冷静に殺したんです。叔父が寝ねているところをね。これじゃ正当防衛だって無む理りだということぐらい、俺にも分かりますよ。

　そもそも、俺は後こう悔かいはしてないんです。あんなヤツは殺されて当然なんです。俺は殺されるべき人間を殺しただけなんです。それに、俺が正常な状態で叔父を殺したということが公おおやけになって初めて、叔父が殺されるだけの罪を犯していたことを世せ間けんに公表することもできるはずですから」

　この頑がん固こ者ものめ。

　被ひ害がい者しやが裏でどれだけひどいことをしていたとか、そんなことはどうでもいいのだ。正当防衛を除のぞく殺人事件の場合、いくら被害者の方に殺されるだけの理由があったとしても、無罪になったりしないのが日本の特とく徴ちようなのだから。いわく、罰ばつを下すのは司し法ほう機き関かんの仕事であって、その代だい行こうをすることは何なん人ぴとにも許されない──。

　ヤバい傾けい向こうである。弁護人は依い頼らい人にんの意い思しを無む視ししてでも、できるかぎり刑が軽くなるように働きかけねばならない。しかし、正当防衛や精神錯乱を主張するとなれば、やはり被告人となるこいつの協力がなければどうしようもない。このままではまず間違いなく懲ちよう役えき刑けいは確かく定てい、そして輝かがやける俺の戦績に泥どろが塗ぬられてしまうこと必ひつ至しである。

「ねえ、天木さん」

　と、突とつ然ぜん口を挟はさんだのは雪奈だった。

「天木さんが罪を受ける気でいることは分かりました。ただ、一つだけ聞かせて欲ほしいことがあるんですけど」

「何ですか？」

「今、付き合ってる人とか、家族とかはいないんですか？」

「……妹がいるだけです」

　俺は雪奈の意い図とに気付いた。

　なるほど、こすい手段を模も索さくするあまり、簡かん単たんに説得できるこの方法を忘れていた。

「不ぶ躾しつけですいませんが、妹さんはおいくつなんですか？」と、雪奈は続けた。

「十三になりますけど」

「そうですか。まだまだ保護者が必要な年齢ですよね。でも、新聞で見たんですが、ご両親はすでにお亡なくなりになられてるんですよね？　他ほかに頼たよれる親しん類るいはいらっしゃるんですか？」

「……何をおっしゃりたいんですか？」

「ごめんなさい、不ふ快かいにさせてしまったのなら謝あやまります。でも、天木さんには早くこんなところから出しゆつ所しよして、妹さんを安心させてあげる義務があるんじゃないかと思ったものですから」

　さすがにこの提てい案あんには意い表ひようを突つかれたのか、天木の顔に初めて戸と惑まどいの色が表れた。

「それは……そうですけど。でも、だからといって無罪になりたいとまでは考えてません」

　この頑固者め。

「いいだろう、お前の意思は分かった。だがな、妹のためにも、別に罪が軽くなる分には問題ないんだろう？」

「そ、それはまあ、そうですけど」

「なら話は早い。俺に弁護士としてその手伝いをさせてくれないか。そういうことなら問題はないだろう」

　これは効こう果かがあるだろう。こう説せつ得とくされれば、もはや拒きよ否ひする理由などどこにもない。

　案あんの定じよう、天木はしばし逡しゆん巡じゆんする素そ振ぶりを見せたが、やがてゆっくりと頭を下げた。

「……よろしくお願いします」

　俺は雪奈と顔を見合わせて頷きあった。

「よし、話はまとまったな。じゃあまずは早さつ速そく作戦会議と行こうか」

「作戦会議……ですか？」

「そう、作戦会議だ。裁判でお前の罪を軽くするためにどう主張すべきかを考えるのさ。まず、どういった動機で、どうやって被害者を殺害して、どういう経けい緯いで逮捕されたのか、その辺を詳くわしく教えてくれないか？」

「なるほど、そういうことですか。とにかく、一からすべてをお話しすればいいんですね？」

「そうだ。どれだけ自分にとって都合の悪いことであろうと、包つつみ隠かくさず話せ。もうお前は罪を認めてるんだから、今更ヘタなウソをつく必要は何もないんだからな」

「はい、分かってます」

　人間というヤツは、たとえ弁護士に話をするときでも、自分にとって都合の悪いことは隠そうとする悪あく癖へきがある。その点、ハナから自分の罪を認めているコイツの場合は割わりと安心して聞くことができるはずだ。

　そして天木誠一は、ゆっくりと語り始めた。

「事ことの発ほつ端たんは……そうですね、三年前に俺の両親が亡くなったときでしょうか」
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　──三年前。

　両親が死んだ。交通事じ故こだった。

　その日のことを語る前に、まず俺おれの家族について話しておくべきだろう。

　俺の家族は、両親と俺、それに七つ下の妹の由ゆ美みの四人家族だった。

　新しん築ちくの庭付き一いつ戸こ建だてに住んでいたのだから、とりあえず経けい済ざい的てきには不自由していなかったと言えるだろう。

　親おや父じは平へい凡ぼんなサラリーマンだった……のだと思う。というのも、毎朝毎朝背せ広びろを着てネクタイをしめて家を出るという光こう景けいは見ていたのだが、ほとんどの子供がそうであるように、具ぐ体たい的てきにどんな仕事をしていたのかを見たことはないからだ。まあとにかく仕事は忙いそがしかったらしく、帰き宅たくするのはいつも二十三時前後だった。実は親父は上じよう場じよう企き業ぎようの部長だかにまで登のぼりつめており、相そう当とうな収しゆう入にゆうを得ていたと俺が知ったのは、親父の死後である。

　親父は、息子むすこの俺が言うのもなんだが無む欲よくな倹けん約やく家かで、趣しゆ味みと言えば囲い碁ごぐらい、まったく浪ろう費ひらしい浪費をしている場面を見たことがなかった。もっとも、ケチというわけではなく、俺や妹が必要としている買い物ならいくらでも気き前まえよく金を出してくれた。特に由美を猫ねこ可愛かわいがりしており、七五三の際さいには何十万もする着物を着せて喜んでいたのを今でも覚えている。ようするに親バカだったのだろう。

　お袋ふくろは──まあ普ふ通つうの主しゆ婦ふというべきだろう。毎日毎日食事の用意をし、掃そう除じをし、洗せん濯たくをし、「肩かたがこったわ」と口くち癖ぐせのように言い、時々は俺に妹の世せ話わを押おし付けて遊びにも行く──。他の母親というものがどんなものかは知らないが、まあ真まっ当とうな母親だったと思う。

　親父もお袋も、いわゆるおしどり夫ふう婦ふだった。俺は夫婦喧げん嘩かというものを見たことがない。いささか下げ世せ話わな話だが、俺が七つのとき、結けつ婚こん生活十五年目で妹の由美が生まれたという点からもそう言えると思う。もっとも、これについても他の夫婦というものがどうなのかは知らないのでなんとも言えないが。

　そんな両親が死んだ。

　三年前のその日のことはよく覚えている。その日は日曜日で、由美の十歳さいの誕たん生じよう日びだった。あいにく両親は用事があって昼は留る守すにしていたのだが、夕方には帰ってこられるということで、夜は家族四人で誕生パーティーをやることになっていた。

　だが日がとっぷりと暮くれても両親が帰ってくることはなく、兄妹二人で不安と空くう腹ふく感かんをなんとか紛まぎらわしていたとき、電話がかかってきたのだ。警けい察さつから。

　交通事故だった。

　午後四時ごろ、山道を走そう行こう中ちゆうに何をどう間ま違ちがったかガードレールに激げき突とつ、そのまま谷底へ転落したらしい。レスキュー隊たいにどうにか救きゆう助じよされたのがその一時間後。そのときすでにお袋は死亡しており、親父は意い識しき不ふ明めいのまま病院に担かつぎ込まれ──そのまま意識が戻もどることなく、俺と由美に看み取とられながらその日の深夜に死んだ。「午前零れい時じ三十七分、お亡くなりになられました」という医者のセリフは、今でも生なま々なましく覚えている。

　当とう時じ、俺は十七歳。妹の由美は十歳だった。

　俺はまだいい。何しろ反はん抗こう期きの真まっ盛さかりだ。もちろん両親の死は悲しかったが、ここで泣くのはみっともないと、無む理りに自分を誤ご魔ま化かして強がることができた。もっとも、両親との思い出は放ほうっておいても脳のう裏りによみがえってきたし、その度たびに何度目め頭がしらが熱くなってきたか知れない。

　だがなによりかわいそうなのが妹の由美だ。

　由美は当時まだ十歳。まだまだ両親には甘あまえたい年とし頃ごろだっただろうし、親父は特に由美を可愛がっていた。そんな両親を、よりにもよって誕生日に失ったとなれば、その悲しみは尋じん常じようなものではなかっただろう。その日は疲つかれて眠ねむってしまうまで、ずっとわんわん泣いていた。

　その翌よく日じつが目が回るほど忙いそがしかったのは、俺にとっては幸いだったかもしれないが、由美にとっては不幸だったというべきかもしれない。

　人が死んだときにやるべきことというのは、本当に多い。葬そう式しきはもちろんだが、死し亡ぼう通つう知ち、死亡届とどけ、火か葬そう・埋まい葬そうの手続き、さらには両親の保ほ険けん金きんの受け取り、遺い産さんの相そう続ぞく、相続税うんぬんかんぬん──。こればっかりは由美にやらせるわけにはいかないし、頼たよれるのは自分だけと、俺は気き合あいを入れて取り組んだ。なにより、やはりこういうときに忙しいと悲しみも紛まぎれるからだ。

　ただその間、由美は半なかばほったらかしだった。両親が死んだ翌日で、しかも由美の肉親はもう俺しかいなかったのだ。今にして思えば、もう少しうまく立ち回って少しでも由美の傍そばにいる時間を増やしてやるべきだったのかもしれない。

　なんの因いん果がか、うちの家系は面めん識しきのある親しん類るいがやたらと少ない。本来なら四人いるはずの祖そ父ふ母ぼも、もう父方の祖そ母ぼ一人しか存ぞん命めいしていなかった。

　その祖母がやってきてくれて、色いろ々いろと手伝ってくれたのはありがたかった。夫にも一人息子にも先さき立だたれ、本当に泣きたいのは祖母の方だっただろうに、ただの一度も弱気になることなく、最後まで色々と手伝ってくれた。だが、それも表面上のことだけだったらしい。人というのは精せい神しん的てきに参まいってしまうと簡かん単たんに生きる気力を失ってしまうものらしく、この祖母も事故の一年後、父の後を追うようにあっさり亡くなっている。人が死ぬということは、本当に大変な影えい響きようを及およぼすと強く実じつ感かんさせられたものだ。

　また、保険金やら遺産やらに関してだけは、俺や祖母もお手上げだったが、親父が勤つとめていた企き業ぎようの顧こ問もん弁べん護ご士しという人がやってきてくれ、すべて適てき切せつに処しよ理りしてくれた。企業というものは働けなくなった労働者に対しては冷たいものだと思っていたが、このときばかりは自分の偏へん見けんを恥はじたものだ。

　一つだけ問題があった。俺たち兄妹は未み成せい年ねんであり、両親が亡くなった今、親しん権けんを引ひき継つぐ保ほ護ご者しやが必要だということだ。

　俺は当とう然ぜん祖母がなってくれるものとばかり思っていた。しかし真っ先に名な乗のりを上げたのは、会ったことさえない親類だった。それこそがお袋の弟で、俺からすると叔父おじにあたる鬼おに山やま和かず俊としという男だったのだ。

　叔父は独どく身しんの投とう資し家かで、とりあえず金持ちとして親類の間では認にん識しきされていたらしい。その叔父が俺たちを育ててくれるのなら、寿じゆ命みようでいつ死ぬかも分からない自分の出る幕まくはない──そういって祖母は辞じ退たいしたのだ。これは完全に余よ談だんだが、思えばこのときから祖母は自分の死を予よ期きしていたのかもしれない。

　鬼山和俊。年ねん齢れいは四十代半ば。金持ちという表現通り、恰かつ幅ぷくのいい──早い話が太り気ぎ味みな体たい格かくの持ち主だった。

　孤こ児じとなった俺たちを進んで引き取ってくれるというのだから、俺の立場からすればむしろ感かん謝しやしなければならないはずだった。しかしこの鬼山という男、どうも顔が悪あく人にん面づらというか、目つきもあまりよくない男で、どうしてもいい印いん象しようを持てなかった。

　けれど、被保護者となるこちらとしては拒きよ否ひする権けん利りもない。そんなわけで、俺たち兄妹は叔父の元へと引き取られることとなった。

　叔父の住居は、家ではなく屋や敷しきとでも呼ぶほうが適てき切せつなのではないかと思うほどに広く、俺たち二人が越こしてきてもなんの問題もなかった。むしろ、独身の一人住まいの叔父が、こんな大きな家に住む意味がどこにあるのだろうと疑ぎ問もんを抱いだくほどだった。それが単なる見み栄えっ張ぱりだったと知るのはもう少し後のことである。

　そして俺たち兄妹は新しい生活を始めることになるのだが──。

　叔父は俺たちを飢うえさせたり、迫はく害がいするようなことは一いつ切さいなかった。真っ当な学校生活を送る上で必要な金についても困ったりしたことはなかった。

　しかし、与あたえられたのはそれだけ──モノだけだった。

　一いつ緒しよに住んでいるにもかかわらず、叔父と食しよく卓たくを囲んだのは、叔父の家へやってきたその日、出で前まえの寿す司しを食べたときしか記き憶おくにない。なぜ俺たちを引き取ったのか分からなくなるほど、叔父は俺たちと接せつ点てんを持とうとしなかった。邪じや険けんに扱あつかわれたと言ってもいい。掃除や洗濯は家か政せい婦ふ任せ、食事はいつも外食、曜日を問わずほとんど家にいないか、いても仕事部屋に閉じこもってるばかりで、同居していながらも他人のようだった。

　まあ俺にしてみれば、むしろそれぐらいの方がありがたかった。今いま更さら叔父を父親代わりにするのは無む理りがあったし、兄妹では一いつ緒しよにいられたので、それほど孤こ独どく感かんというものもなかった。
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　確たしか新生活を始めてから二週間ぐらい経たった頃ころだと思う。

　一本の電話がかかってきた。

『ご両親の事故に関する捜そう査さが一通り終しゆう了りようしましたので、とりあえず概がい略りやくだけでもお伝えしておこうと思いまして。家の人、だれかおられますか？』

　警察からだった。

「今、叔父は留る守すにしてるんですが……。あの、できれば俺に教えていただきたいんですが」

『あなたは？　ひょっとして天あま木ぎ誠せい一いちさんですか？』

「ええ、そうです」

『こう申もうし上げるのもなんですが、あなたにとってはあまり良くない結けつ果かと言えるかもしれないんですが』

「……構かまいません。どんなものであれ、俺は聞かなきゃならないんです」

　警察は渋しぶったが、なにせ俺の両親が死んだ事故だ。最後には教えてくれた。

『分かりました。確かにあなたには聞く権利がありますしね。

　では簡かん単たんにですがご説明します。我われ々われは現げん場ばの道どう路ろに残された痕こん跡せきや、谷底へ転てん落らくした車を徹てつ底てい的てきに調べました。その結果、判はん明めいしたことが一つだけありまして』

「……なんですか？」

『少なくともあなたのご両親の乗った車は、誰だれかに追つい突とつされたりしたわけでもなく、車になにかトラブルがあったわけでもないということです。事故があった現場はカーブの多い山道で、時じ刻こくは午後四時ごろでした。聞いたことがあるかもしれませんが一日車を運転していると、この時じ間かん帯たいに疲れや眠気を催してくることが多いんです』

　警察が何を言わんとしているのか、簡単に予想がついた。

「つ、つまり、事故の原因は……居い眠ねむり運転だってことですか!?」

『ええ、状じよう況きようから判はん断だんする限り、そうとしか考えられません』

　しかし、当時十七歳だった俺には、この結けつ論ろんは到とう底てい受け入れられるものではなかった。

「そ、そんなバカな！　俺は親父の運転する車には小さい頃から乗ってました。少なくとも親父は事故を起こしたことはありませんし、危き険けんな運転をしたって記憶もただの一度もありません！　親父は運転中に眠気を感じると、すぐさま車を止めて休きゆう憩けいするような慎しん重ちような性格なんですよ、そんな親父が居眠り運転なんて考えられませんよ！」

　堪こらえようのない憤いきどおりのためか、それからのことはあまりよく覚えていない。あなたのお気持ちはよく分かります、しかしこれが現実なんですよ、なんてことを言われたような覚えはあるのだが。

　だが、後で冷れい静せいになって顧かえりみると、思い当たるフシはないでもなかった。

　事故の起こった頃、親父は相あい変かわらず連日のように残ざん業ぎようをしていた。事故の前日でさえ、夜遅おそくに帰ってきたのだ。しかも事故のあった日は、由美の誕生日だった。帰き路ろを急いでいたであろうことは容よう易いに考えられる。

　寝ね不ぶ足そく、疲れ、焦あせり。それらの要よう因いんが重なり合った結果、事故に繫つながったのではないかという推すい測そくは、俺自身大いに納なつ得とくできるものだった。

　もちろん、まだ不満な点はあった。そもそも両親がどこへ出かけたのかすら分からず仕じ舞まいだったし、やはりあの安全主しゆ義ぎの親父が事故を起こすとは思えなかった。

　しかしいくら不満があっても、十七歳のガキだった俺に具ぐ体たい的てきな行動は何も起こせなかった。それにヘタに事を荒あら立だてれば、由美に事情を悟られてしまうかもしれない。そうなれば由美のことだ、親父たちの死の責任を背負い込んでしまうに違いない。両親を失ったばかりの由美に、これ以上負ふ担たんをかけることはできない。

　結局俺は警察に教えてもらったことを胸の内に仕舞い込み、何なに事ごともなかったかのように新しい生活を送ることを選んだ。
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　またたく間に三年もの月日が流れた。

　さすがにこの頃になると、悲しみもずいぶんと薄うすれていた。もっとも、それは俺だけの話で、由美についてはこの三年でずいぶん大人しい性格になってしまったような気がする。それでも兄妹で食しよく卓たくにつけば笑え顔がおも見せるし、まあとにかく後は時間が解かい決けつしてくれるだろうと思っていた。

　ただ、一つだけ問題が生しようじていた。

　このころになると、叔父の俺たちへの扱あつかいがずいぶんひどくなっていたのだ。

　相あい変かわらず飢うえたり学がく費ひに困ったりするようなことだけはなかったが、家の中で顔を合わす度たび、露ろ骨こつに邪じや険けんに扱われるようになった。「邪じや魔まだ」と怒ど鳴なられることも日にち常じよう茶さ飯はん事じという有あり様さまだった。

　とはいっても、別に俺にとっては大した問題ではなかった。ようは顔を合わさなきゃいいだけの話だし、運悪く「目め障ざわりだ！」と怒鳴られたところで「はいはいすいませんね」の一言で受け流せばいい。

　しかし、俺ほど処しよ世せい術じゆつ──というか人のあしらい方がうまくない由美にとっては、どう考えてもいい環かん境きようではなかった。ますます内ない向こう的てきになってしまったようにさえ感じられる。

　俺は高校卒業後、さっさと就しゆう職しよくしていた。

　一いち応おう、俺たち兄妹には両親の遺のこしてくれた遺い産さんと保険金がある。例の弁護士に聞いたところでは、億おくすら超こえるという相そう当とうな額がくらしい。とはいえ、それらの遺産は俺たち兄妹が未み成せい年ねんの間は保護者である叔父の管かん理りするところとなり、自由に使うことはできないという。もっとも、俺が二十歳はたちになる十二月十五日まであとほんの数か月。そのときはさっさと妹と共にこの家を出るつもりだった。

　だがその前に、どうしても金を貯めてやりたいことがあった。

　きっかけは大したことじゃない。このころ俺は仕事にも必要ということで携けい帯たいを買っていた。そして高校時代の同どう級きゆう生せいや、会社の同どう僚りようと色々とメールでのやり取りを始めたのだ。

　俺が携帯メールなんてものにハマリ込むとは思ってなかったのだが、やってみると意外なほど便べん利りだった。口では言い辛づらいことも、メールだと簡かん単たんに言えてしまえたりする。すっかりハマってしまった俺は、つい夜遅くまでキーを叩たたいたりもしていた。

　そんなある日、俺はふと両親の死についての疑ぎ問もんを、友人たちにメールしてしまったことがあった。警察は親しん身みになって捜そう査さしてくれたが、あの親父が車で事故を起こすなんて考えられない、両親の死は何か別の原因があるのではないか──と。

　すると、友人の一人がこんなことをいった。

　最近は交通事故の原因を調べる事じ故こ鑑かん定てい人にんや、探たん偵ていなんてものが公おおやけに認にん知ちされるようになってきている。いっそどこかの探偵社に、調ちよう査さを依い頼らいしてみてはどうかと。

　盲もう点てんだった。俺はそんな単たん純じゆんなことにすら気付かなかった。

　警察が再捜査をしてくれる見み込こみはゼロ。となれば、警察以外の調査機き関かんに頼たよるしかない。テレビや本なんかで交通事故鑑定人という存そん在ざいをよく目にするようになったのも確かだし、これを利り用ようしない手はない。

　俺は決けつ断だんした。俺一人の力ではもはやどうしようもないあの事故の調査を、どこかの探偵にでも洗い直してもらおうと。




　　　　◆




　そこからの行動は、自分でも早かったと思う。どこの探偵会社がいいかなんてことはさっぱり分からなかった。が、ネットでどうやら大おお手てらしい探偵会社を見つけ出して電話で予約を入れると、次の土曜日にはその会社を訪おとずれていたのだ。

　しかし──なにしろ俺はそのとき十九だった。当とう座ざの依い頼らい料りようは用意できたが、どう見られても金かね払ばらいのいい客ではなかっただろう。

「初めまして、相あい沢ざわ弘ひろ美みと申します」

　そのためか、俺にあてがわれた探偵は、どうみても探偵としての経けい験けんが少なそうな若い女性だった。ようするに身み分ぶん相そう応おうの探偵というべきか。

　十九の俺にしてみれば若い女性と出会える機き会かいは貴き重ちようといえるかもしれないが、それも時と場合によりけりである。両親の死し因いんの調査という重大な仕事を依頼するのだから、もっと目つきが鋭するどくてパイプでも吹ふかしていそうな、〝いかにも探偵〟っぽい探偵を出して欲ほしいところだった。なにしろ兄妹二人で数か月は暮らしていけるであろう決して安くない金額を払うのである。「調べたけどよく分かりませんでした」などという報ほう告こく書しよを出されたら、間ま違ちがいなくキレるだろう。

　とはいえ、若くて綺き麗れいな大人の女性を前に、「あなたには任まかせたくないんで他の探偵を紹しよう介かいしてもらえますか」などと言えるような度ど胸きようは俺にはなかった。一ひと通とおりお互たがいの自じ己こ紹しよう介かいが済むと、俺はこう切り出した。

「俺の両親が死んだ事故について調べて欲しいんです」

　十代の客にそんな重い内容の依頼をされるとは思ってなかったのか、さすがにその相沢と名乗った探偵の顔にも驚おどろきの色が見て取れた。

「……詳くわしくお聞かせください」

　一いち応おう、その探偵はかなり親身になって俺の話を聞いてくれた。あまりにも熱心に話を聞いてくれるので、それだけで調査の結けつ果かに期待してしまうほどだった。

　すべてを話し終えると、相沢は最後に真しん剣けんな顔で全力を尽つくしますと約束してくれた。
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　だが──警察が調べても何も出てこなかった事件である。一か月後に出てきた報告書は、案あんの定じようというべきか俺の満足のいくものではなかった。

　探偵は交通事故鑑定人を雇やとい、さらに目もく撃げき者しやの情報を集め、あらゆる観かん点てんから事故を見直した結果──やはり警察と同じこの結論に至いたったのだ。すなわち、親おや父じの運転ミスが原げん因いんであると。

「ご依頼された件については、以上が調査結果のすべてです」

　相沢は俺の心情を察さつしてか、重おも々おもしい口調で言った。

「残ざん念ねんですが……というべきなのかもしれませんが、ご両親がお亡なくなりになられたこの事故自体には、怪あやしいところはないと思います」

「……そうですか」

　警察も、大金を払って雇った探偵も、同じ結けつ論ろんを出した。

　ここまでくればもう諦あきらめるしかなかった。親父もお袋ふくろも、誰に殺されたわけでもない。親父には連日の残業の疲つかれが溜たまっていて、由美の誕生日に間に合わせたいがために──なんらかの心の緩ゆるみがあったのだろう、その結果、事故を起こしてしまったのだ。そう納なつ得とくするしかなかった。

　そもそも、すでに事故から三年も経たっているのだ。ここまではっきりと答えを出された今こそ、この事故を完全に忘れ去ってしまういい機会なのではないか。そうとさえ思えた。

　しかし。

「ただ……ですね」

　探偵はなんとも自信のなさそうに言った。

「事故に関する調査結果は申し上げた通りです。ただ、事故以外のことで一つだけ、気になることがあるんですよ。いえ、事故との関かん連れん性せいはまったく分かりませんし、あくまで私個人の意見なんですが」

「……なんですか？」

「ご両親を亡くされてから、天木さんの親しん権けんは、鬼山和俊という人物が引ひき継ついだんですよね？」

「ええ、そうです」

「その鬼山さんなんですけど……。会ってるんですよ」

「……会ってる？」

「ええ。事故があった日に、あなたのご両親と」

　驚いた。

　つまり、こういうことだ。

　事故のあった日、両親はどこへ何のために出かけたのか。探偵はそれを調べた。そして見つけた。両親があの鬼山和俊の別荘に行っていたという目もく撃げき情報を。

「ど、どういうことですか!?　叔父が、あの男が、両親の死に関かかわっているってことですか!?」

「いえ、それについては現げん時じ点てんではまったくなにも申し上げられません。事故の原因は間違いなく不ふ注ちゆう意い運転で、鬼山という人物が関わった証しよう拠こは何一つ見つかってませんから。

　ただ、どうしても気になるんですよ。その鬼山さんは、事故のあった日にあなたのご両親と会っていたことを、あなたに一言も告つげていないんですよね？」

「え、ええ、そうです」

「どう見たってそれは……不自然、ですよね？」

　その通りだった。

　叔父は孤こ児じとなった俺たちを引き取ってくれた。大した義ぎ理りもないのにだ。探偵の調査結果によれば、叔父は生せい前ぜんの両親が最後に会っていた人物ということになる。なのになぜそのことをずっと黙だまっているのだ？

　ひょっとして、叔父は両親の死になんらかの関わりがあり、その罪つみ滅ほろぼしのために俺たちを引き取ったのではないだろうか。そんな考えさえ浮うかんだ。

「これは私のカンみたいなものなのですが、どうみてもこの鬼山氏はクサいんです。

　それで……こんなことを申し上げるのは非ひ常じように申し訳ないんですけど、もしこの鬼山という人物について、ウチに調査を依頼されるのでしたら、個人的にも喜んでお引き受けしたいと思うんですが」

　最初は、騙だまされているのではないかと思った。

　社会経験もロクにない俺をたぶらかし、さらなる調査という名目で金を巻き上げようとしているのではないかと。

　だが、その若い女探偵は、あくまで真しん摯しな態たい度どを崩くずさなかった。それに、俺が金払いのいい人間でないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんのはず。にもかかわらず、こんな提てい案あんをしてくるということは、よほど気になることがあるのではないか。

　結局、俺は賭かけてみることにした。

　これ以上払える金はなかったが、分ぶん割かつ払いということで了りよう承しようしてもらい、調査を続けてもらったのだ。
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　半月が経けい過かした。

　叔父おじという容よう疑ぎ者しやは出てきたものの、最大の問題はそのまま残っている。

　すなわち、両親の死因は居い眠ねむり運転だと断だん定ていされていることだ。誰かに追つい突とつされたわけでもなく、車に細さい工くされた痕こん跡せきもなく、薬やく物ぶつ反はん応のうも出ない。道路に残ったタイヤ痕こんも、単たんなる事故であることを示していた。つまり、叔父が関かん与よしたと思えるような痕跡は微み塵じんもないのだ。

　けれど、探たん偵ていは意外な視し点てんから見つけてきた。叔父の容疑を一いつ層そう増す証拠を。

「私はまず、事故のあった日の前後数日間における鬼山氏の行動を調査したんです。なにしろ三年前のことですから望みは薄うすかったんですが……。一つだけ、クレジットカードの使用履り歴れきを調べた結果、鬼山氏は事故の起こる四日前に、ある薬物を個人輸ゆ入にゆうしていたことが分かったんです。ご存ぞん知じですか、メラトニンって」

「……いいえ。初はつ耳みみです」

「早い話が睡すい眠みん薬やくです。ただし、効こう果かはあまり強くありません。メラトニンというのは本ほん来らい、人間の脳のうが暗くら闇やみを認にん識しきしたときに分ぶん泌ぴつする眠気を誘さそう成せい分ぶんのことで──」

　それから探偵はもう少し色々と成分について説せつ明めいしてくれたのだが、ややこしいのでよく覚えていない。はっきりしているのは、その後の部分だけ。

「──人間の体内で分泌される成分であるため、副ふく作さ用ようはほとんどなく、吸きゆう収しゆうされてしまうのも早いのでよほど大たい量りように摂せつ取しゆしない限り、薬物検けん査さなどで検けん出しゆつされることもないってことです」

「……つまり、親父はそのメラトニンを飲まされてた可か能のう性せいがあるってことですか？」

「ええ、それは充じゆう分ぶんに考えられます。このメラトニンは、日本で市し販はんされてるその辺の睡眠薬ほど強力ではなく、どれほど摂取してもコテっと寝てしまうようなことはないんですが、わずかな摂取でも充分な眠気を誘うぐらいの効果はあるんです。その上、先ほども申し上げたとおり、本来は人間の体内で作られる成分ですから、吸収も早くて警察の検けん死しで見つかる可能性も低いんです。特に、あなたのお父様は事故が起こってから病院に運ばれるまで一時間以上かかってますし」

　ここでもう一つの事じ実じつが思い出される。俺の親父は事故があったころ、連れん日じつのように残業に追われ、せっかくの休日も朝から車を運転していたのだ。もしそんな睡眠不ぶ足そく気ぎ味みの親父がこのメラトニンを服ふく用ようさせられていたとすれば、さぞかし効果的だったのではないだろうか。

　叔父は、事件のあった日に、両親と会う機き会かいがあった。そしてなんの偶ぐう然ぜんか、その数日前にメラトニンという手しゆ段だんを手に入れていた。この材料を目の前に出されれば、誰だって俺と同じ結論に至いたるだろう。すなわち、あの男が、鬼山和俊こそが、両親を死に追いやった真の犯人ではないかと。
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「相沢さん。このことを警察に教えれば、再さい捜そう査さをしてくれるでしょうか？」

　俺の問いかけに、探偵はさも残ざん念ねんそうに首を横に振ふった。

「残念ですが、それは難むずかしいと思います。鬼山氏がメラトニンを入手していたことは確かです。けれど、あなたのお父様にそれを服用させたかどうかを証明する手て立だてがまったくないんです。

　仮に服用させられていたとしても、メラトニンはコテッと意い識しきを失ってしまうほどに強力な睡眠薬ではありません。こう申し上げるのは少し心苦しいのですが……」

「構かまいません。おっしゃってください」

「すいません、では申し上げます。

　仮かりにお父様がメラトニンで眠気を催もよおしていたとしても、車を止めて休きゆう憩けいでもしてれば防ふせげた事故だったのかもしれないんです。そう考えると、この程てい度どの状じよう況きよう証拠で警察を動かすのは……正直、かなり厳きびしいと思います」

　もっともな話だった。

　車を止めて休憩？　あの日が由美の誕生日でさえなければ、親父もそうしていたかもしれないが……。それもまた推すい測そくに過すぎないのだ。

「ただ──」

　と、相沢は続けた。

「確かに、あまりにも分からないことが多すぎます。でも、一つだけ鬼山氏の犯はん罪ざい行こう為いが──いえ、動どう機きが判はん明めいしたんです」

　俺は思わず相沢の顔に見入ってしまった。

　それが気き恥はずかしかったのか、相沢は俺から視し線せんを逸そらして続けた。

「実はあなたのご両親が死亡した三年前、鬼山氏は非ひ常じように経けい済ざい的てきな危き機きに陥おちいっていたことが分かったんです。理由は大したことじゃありません、あのころ全国的に吹ふ雪ぶいていた不ふ景けい気きの嵐あらしに巻き込まれたというだけの話です。

　とにかく重要なことは、あなたのご両親が死亡するちょうどその頃に、鬼山氏が金に困っていたというこの事実です。

　ここからは少し私の推測混まじりの話になるんですが──」

「か、構いません。どんなことでもいいですから、おっしゃってください」

「……あなたのご両親は、かなりの財ざい産さんを遺のこされましたよね？」

「ええ、そうです」

「鬼山氏は、あの事故の直ちよく後ごに孤児となったあなた方の保護者となりました。すると、当然両親の遺産を引ひき継つぐのはあなた方ご兄妹なのですが、あなた方が成人するまでの間、その遺産は保護者である鬼山氏の管かん理り下かに置かれる──という仕し組くみになってることはご存ぞん知じですか？」

「はい。両親の遺産の説明を受けたときに聞きました」

「なら話は早いですね。この管理というのは、もちろん勝かつ手てに使っていいというわけではなく、もし一円でも勝手に使おうものなら、たちまち横おう領りよう罪ざいとなります。けれど実じつ際さいのところ、もし勝手に遺産が使われていたとしても、あなた方にはまったく気付きようがありませんよね？」

　背筋に寒気が走った。

「それはまあ、通帳も叔父が管理してますから……ま、まさか！」

「ええ、恐おそらくご想そう像ぞうの通りだと思います。銀行預金の取引明細を調べたところ、判はん明めいしました。鬼山氏が、その遺産を勝手に使い込んでいたことが」

　俺はいてもたってもいられず、ガタっと立ち上がった。

「このことを警察に訴えてきます。報告書をください」

「待ってください天木さん。今、警察へ駆かけ込んでも、恐らく動いてはくれません」

「なっ！　なぜですか!?」

「確たしかに鬼山氏は横領罪を犯おかしています。ただ、そのやり方が実に巧こう妙みようなんです。彼はその遺産を、いくつかの会社に投とう資ししました。そして──大おお儲もうけしたんです。それまでに損そんをした分を取り戻すことができるほどにです。その結果、今あなたのご両親の遺産は、減へるどころかごくわずかに増えているんですよ」

「そ、それでも横領罪には違ちがいないんじゃないですか？」

「おっしゃるとおりです。鬼山氏が遺産を使うことは許されていません。ですが、遺産の管理をすることは許されています。あなた方のためという名めい目もくであれば、遺産を投資に使うなどして運うん用ようすることができるんです」

　つまりこういうことだ。

　叔父おじが両親の遺産を勝手に使ったことは確かだ。だが結果として遺産は減るどころか増えていた。もしこのことを叔父に詰きつ問もんしても、簡かん単たんに誤ご魔ま化かされるだろう。俺たちのために資し金きんを運用したに過ぎないと。

　しかし、それは単なる結果でしかない。もしあの男が投資に失敗していれば、貴き重ちような両親の遺産は綺き麗れいさっぱりなくなっていた恐れは間違いなくあったのだ──。
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　探たん偵ていの報告は、以上だった。

　これで叔父に俺の両親を殺す動機があったことが判明してしまったわけだ。動機と手段、それに機会までが揃そろってしまったわけである。もはや俺の叔父に対する疑ぎ惑わくは限げん界かいまで膨ふくらんでいた。

　俺が若いせいかもしれないが、遺産についてはそれほど執しゆう着ちやくするつもりはない。今の稼かせぎでも由美一人なら充じゆう分ぶん養やしなえる自信はあったし、もし両親の死が事故死であり、叔父が純じゆん粋すいな善ぜん意いで俺たちを引き取っていたのだとすれば、少なくとも俺の分の遺産ぐらいはくれてやってもよかった。

　しかし、もし叔父が遺産目的のために両親を殺し、由美を孤こ児じにしたというのであれば話は別だ。由美にはもっと裕ゆう福ふくで楽な生活を送る権利がある。そのためにこそ親おや父じやお袋ふくろはあれだけの遺産を残したのだから。

　その貴重な両親の遺産が、あの男の私し利り私し欲よくのために使われていたのだとすれば。さらにその両親の死の原因があの男にあるのだとすれば。到とう底てい許せるものではない。




　いわゆる状況証拠とはいえ、これだけの証拠が揃っているのだ。

　俺は由美が家を留守にしているときを狙ねらって、とうとう叔父を問とい詰つめるという行動に出た。

「あんたが事故のあった日に親父たちと会っていたことは知っている。その数日前にメラトニンを入手していたことも突つき止めた。あの日、あんたは親父にメラトニンを飲ませ、事故を招まねいたんじゃないのか。すべては、俺の両親の遺産を手に入れるために！」

　そう問い詰めた瞬しゆん間かん、俺はやはり叔父が犯人であると確かく信しんを抱いだいた。なぜなら、叔父の顔が一瞬にして青ざめ、硬こう直ちよくしたからだ。

　しかしだ。その後、叔父はすぐに立ち直った。いや、開き直ったと表現すべきかもしれない。

「俺は何もしとらんぞ。確かに事故のあったあの日、お前の両親と会いはした。メラトニンも手に入れた。だがな、メラトニンはあくまで俺の不ふ眠みんのためで、お前の両親に飲ませたことなど一度もないわ。それとも何か、俺が薬を飲ませたという証拠でもあるのか？

　遺産にだって俺は一いつ切さい手を触ふれていないぞ。必要な資産運営はしたが、遺産はまったく減ってもいない。むしろ手数料を払はらってもらいたいぐらいのものだ。なんなら銀行に問い合わせてみればいい」

　完全にしらばっくれたのだ。

　なにしろこちらには状況証拠しかない以上、こうなっては対たい抗こうする術すべはなかった。変化があったのは問い詰めた直後の青ざめた表情だけ。それだけでも俺にとっては叔父の関かん与よがあったと断だん定ていできる充じゆう分ぶんな証拠だが、警察が動いてくれることはないだろう。うまいこと自白でも得られれば、懐ふところに忍しのばせていたボイスレコーダーが効こう果かを発はつ揮きしただろうが、叔父はとうとう一言も両親の死への関与を疑うたがわせるセリフすら口にしなかった。

　それでも、間違いない。この男が、親父にメラトニンを服用させ、事故を誘ゆう発はつさせ、死なせたのだ。すべては遺産を利用するために。

　再びふつふつと怒いかりがこみ上げてきた。

　両親を殺し、妹をあれだけ悲しませ、貴重な遺産を私利私欲のために使い、それでいて罪の意識はまったくない。

　許せない。なんとしても、罪を償つぐなわせなければ俺の気が済すまなかった。

　しかし、もはやそのための手段は見つからなかった。警察を動かすにはもっと決定的な証拠を手に入れなければならない。だが三年前の事件では、もうままならない。

　なぜ叔父は両親を死に追いやっておきながら、堂どう々どうと日々を暮らしていられるのか。分からないでもない、あの男の罪を証明する手立てはもうないのだから。

　それでも、このまま放ほう置ちしてやれるほど俺は寛かん大だいではなく、なんとか叔父を告発できないかと頭を悩なやませていたとき──。

　思い出すだけで胸が悪くなってくる、最低最悪のある出で来き事ごとがあった。
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　きっかけはまったくの偶ぐう然ぜんだった。

　叔父を問い詰めてから一か月ぐらい経たったときだったと思う。

　夜の八時ごろ、俺がトイレへ行こうとしたときだ。

　見てしまったのだ。

　あの男が、脱だつ衣い所じよにいた。

　それ自体は別におかしなことではない。そのとき、由美が入にゆう浴よく中ちゆうでなければ！

　あの男、鬼山和俊というクソ野や郎ろうが、脱衣所で何をしていたか。




　顔を埋うずめていやがったのだ。下着に。




　あれほど滑こつ稽けいな光こう景けいは、生まれてこの方見たことがなかった。中年の大きな男が、小さな布切れに鼻を埋め、陶とう酔すいしたような顔で必死に息を荒あららげていたのだ。

　当然の話だが、このとき家で女物の下着を身に付けるのは、由美しかいない。

　つまり、あの男が、鬼山和俊が鼻を埋めているあの下着は──。

　ふつふつと、猛もう烈れつな怒りが湧わき上がってきた。叔父が両親を殺したのだと確かく信しんを抱いだいたときと同じぐらいの怒りだ。

　ふと思い直してみると、あの男の妹を見る目つきは、視し線せんが妙みように下の方を向いていたりと、確かに不ふ可か思し議ぎなところがあった。

　最悪の想そう像ぞうが頭をよぎった。叔父は妹に手を出そうとしているのではあるまいか。いや、それどころかひょっとするとすでに俺が留守の間に手を出したのではなかろうか。由美がすっかり内ない向こう的てきになってしまったのはそのせいではないのか？

　だがすぐに思い直した。こんな推測をすることすらおぞましいが、下着に手を出している程てい度どなら、まだ直接由美に危害を加えるようなことをしているとは思えない。それにこの三年間、由美とは毎日顔を合わせているが、ある日を境に急に様子がおかしくなったということもなかった。

　しかしだ。今まではともかく、今後はどうなる？　もし今後、あの男が由美を襲おそうようなことがあったら？

　そして俺は知っていた。鬼山和俊という男が、それぐらいのことはしかねない輩やからであることを。

　ここに至って、俺はある決心した。

　ずっと考えていた。どうやればあの男を警察に突つき出し、罪つみを償つぐなわせることができるのかを。しかしその答えはとうとう見つからなかった。

　だが、思い直す。

　とても単たん純じゆんな見落としをしていた。

　ヤツの本ほん性しようを知ったからには、これ以上一秒でも妹の傍そばに置いておくわけにはいかない。おまけにあいつは両親の仇かたきでもある。

　だがその一方で、ヤツを警察に突き出す手段はない。しかしだ。罪を償わせる方法は、何も警察に突き出すことだけではないのだ。

　簡単なことだ。

　俺が、この手で、あの男に、制せい裁さいを、加える。

　そう。俺がヤツを殺せばいいのだ。

　初めてこの解かい決けつ法ほうを見み出いだした時、俺は思わず自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいった。なぜこんなに簡単な方法を、今まで思いつかなかったのかと。

　そう、単純な話だ。今の世の中、殺す方法なんていくらでもある。毒どく殺さつ、刺し殺さつ、撲ぼく殺さつに絞こう殺さつ、薬やく殺さつ。

　ためらいも迷まよいもない。ヤツは死ぬべき人間なのだ。生きていてはいけない人間なのだ。その処しよ刑けいを、俺が執しつ行こうする。

　もしその結果、俺が逮たい捕ほされるようなことがあっても、俺は同じことを主しゆ張ちようするだろう。あの男は死ぬべきだった。ゆえに俺が殺したのだと。

　命は平びよう等どう、人の命を奪うばう権利など誰にもない──世せ間けんの人間はそういうだろう。神に代わって死刑を執行するなど、狂きよう気きの沙さ汰たであると。

　理り解かいして欲ほしいとは思わないし、その必要もない。俺はヤツを殺す。両親の死の責せき任にんを償わせるために。そして妹を守るために。それだけだ。




　翌よく日じつから、俺は時間さえあれば考えた。どのようにして鬼山和俊を殺すかを。

　やはりまず前ぜん提てい条じよう件けんとして、俺が犯人として逮捕されるという殺し方だけは回かい避ひしなければならなかった。殺されて当然の人間を殺した罪で牢ろう獄ごく行きというのは余あまりにもワリに合わないからだ。それに、由美のこともある。殺人犯の妹などという呼び方をされるのは、あまりにも不ふ憫びんだ。

　自分が犯人であると分からない方法で人を殺す──つまり、完全犯罪というわけだ。テレビや本などでよく目にする単たん語ごだが、まさか自分でやることになるとは思わなかった。

　だが、この完全犯罪を実行することの、なんと難むずかしいことか。

　俺はしばらく、由美の身しん辺ぺんを守るという意味合いを含ふくめて、殺さつ害がいのチャンスをうかがうために密ひそかに鬼山の動どう向こうを探さぐった。しかし、結果は芳かんばしくなかった。

　鬼山はすでに働かなくてもいいだけの資し産さんの持ち主であり、定てい期き的てきな行動というものがまったくなかった。今日は朝八時に起きてきたかと思えば次の日は昼過ぎに起きてくる。食事は外食だし、出かけるのはほとんど気分次し第だい。その上目もく的てき地ちがどこであれ、必ず車を使うという有あり様さまだ。

　こんなデタラメな話はない。強ごう盗とうを装よそおって外で殺害するということも考えたが、こんな不ふ規き則そくな行動パターンであっては難しいだろう。

　ただ殺すだけなら実行するのは簡単なのだ。ヤツも毎晩家に帰って寝ねていることは間ま違ちがいないのだから、寝ているところへ侵しん入にゆうしてナイフを一ひと突つき──それで事こと足たりる。あるいは、冷れい蔵ぞう庫こに入っている酒に毒どくを入れたっていい。

　だがそんなことをすれば、真っ先に疑うたがわれるのは同どう居きよしている俺たち兄妹ということになる。どこかでアリバイでも作って殺すということも考えたが、俺だけならともかく、由美にも容よう疑ぎがかからないような自然なアリバイを考え出すことは無む理りだった。かえすがえす、鬼山という存在が憎にくたらしくてしょうがない。

　だが、機会はある日突とつ然ぜんやってきた。




　　　　◆




「おいお前ら、ちょっと集まれ」

　鬼山がぞんざいな態たい度どで俺たち兄妹を呼びつけたのは、十二月──つまり今月の十日、火曜日の夜のことだった。

「今度の土曜日は何人か客が来る。そのまま一ひと晩ばん泊とまっていくことになってるから、お前らは邪じや魔まにならんようさっさと部屋にこもって寝てろ。いいな」

　その話自体は別に珍めずらしいものではなかった。無む駄だに大きいこの家には、客間が五つもあり、鬼山はよく素す性じようの分からん客を呼んでは、深夜まで飲み明かしたりマージャンをしたりしていた。防ぼう音おんがしっかりしているのであまりうるさいということはないが、それでも廊ろう下かに出ればバカ笑いが聞こえてくることもあって、由美なんかはいつも以上におどおどして寝付きにくい様子だったりしたものだ。とりあえず俺たちにとって迷めい惑わくなことは間違いない。

　それにしても、今度の土日か。関係ない話だが、今度の日曜は俺の二十歳はたちの誕生日だ。

「どういう客なんですか」

　まあこんなヤツの知り合いということはロクな連れん中ちゆうじゃないだろうとは思ったが、一応聞いてみる。

「俺が株を持ってる会社の幹かん部ぶ連中だ。クレー射しや撃げき仲間でな、土日と二日がかりで勝負してやるんだ」

　鬼山はどこかうきうきとした様子だった。

　しかし、意外な言葉が出てきた。クレー射撃？　鬼山にそんな趣しゆ味みがあったとは。何年も同じ家に住んでいてまったく気付かなかった。それとも最近始めたのだろうか？　まあとにかく日中はしょっちゅうどこかへ出かけてるヤツだ、何をしていても別におかしくはない。

「そういうわけだ。まあどいつもこいつもチンケな会社の社長連中だから下した手てに出る必要はないが、俺に恥はじをかかせるようなことだけはするんじゃないぞ！」

　叔父は無意味に大きな声で怒ど鳴なり散ちらして由美を怖こわがらせ、俺の殺意を一層強めることになった。




　その後、部屋に戻った俺は、ふと気になってネットでクレー射撃について調べてみることにした。クレー射撃ということは当然銃じゆうを使うわけだ。それをどうにかしてヤツの殺害に利用できる方法はないだろうか？　そんな動機からだった。

　クレー射撃というのは、散さん弾だん銃じゆうを使用して飛んでくる皿みたいなのを撃うち抜ぬく競きよう技ぎのことで、散弾銃とは小さな弾たまが同時にたくさん飛び出す銃──さすがにそれぐらいのことは知っている。だが俺はその散弾銃について調べるうちに、面おも白しろい記き述じゆつを見つけた。

　てっきり俺は、クレー射撃というのはどこか専せん門もんの競技場で、散弾銃を借りてやるものだとばかり思っていた。しかしそれは間違いだった。散弾銃のレンタルなんてやってるところは日本には一つもなく、それどころか銃のレンタル自体、法ほう律りつで許きよ可かされていない。クレー射撃をやろうとするなら、警察に銃の所しよ持じ申しん請せいを出して、いくつもの試し験けんを潜くぐり抜け、まず自分専用の銃を手に入れなければならないらしいのだ。

　これはつまり、叔父がクレー射撃をやってるということは、自分用の散弾銃を持っているということに他ならない。叔父だけではない。今度来るという鬼山の知人連中も同どう様ようだろう。

　この事実を知ったとき、俺の頭の中でなにかこう、パズルが組み合わさっていくような感覚があった。

　夢む中ちゆうになって銃の所持について調べ続けた。

　銃を所持した場合、所持者には厳きびしく銃を管かん理りする義務が与あたえられるという。まあ当然だろう、銃なんてものが簡単に持ち出されるような状じよう態たいにあってはいささか物ぶつ騒そうすぎる。

　自分の銃を他た人にんに持たせることはもちろん、触さわらせることすらも禁きん止しだし、銃を保ほ管かんする場合にも、法律で定められた規き格かくを満たした専せん用ようの保管場所──ガンロッカーに入れるか、あるいは業ぎよう者しやに保管を委い託たくしなければならないのだそうだ。

　ただ、散弾銃の弾についてはもう少し規き制せいが緩ゆるくなっていた。といっても、購こう入にゆうするにも色々と許可が必要だし、保管する場合は銃とは別々の頑がん丈じような場所──たとえば金庫などにしなければならないなどの規き定ていはあったが。

　銃を持ち歩くことにも色々決まりがあった。目的もなく持ち歩いてはダメ、自じ衛えいのために所持することももちろん禁止。というかそもそも、自衛目的では銃の所持許可自体が降りない。

　もっとも、当たり前といえば当たり前だが、銃も弾も、射撃をするために持ち歩くぐらいのことは構かまわないそうだ。また、たとえば猟りようをするためやクレー射撃をするために、銃を持ったままどこかに宿しゆく泊はくしなければならない場合は、他人に銃を持ち歩いてることが分からないようにすれば──ようするに覆おおいでもしていればＯＫらしい。

　ここまで調べたところで、俺は叔父の性格を思い出した。

　クレー射撃をするには自分用の散弾銃を持たなければならない。散弾銃を自宅に保管するならガンロッカーを設せつ置ちする義務があるという。業者に保管を委託する方法もあるらしいが、あの男の性格から考えるとそれはないだろう。大おお方かた部屋に閉じこもって銃を磨みがいて悦えつに入いってるに違いない。つまり──今この家には、銃がある可能性が非ひ常じように高い。

　それだけじゃない。鬼山は土日と連日クレー射撃をやるといっていた。それはつまり、土曜日の晩ばんには自分用の散弾銃を持った連中が何人もこの家に泊まるということだ。

　すべてのパズルが組み合わさった。

　天てん啓けいがひらめくとはこういうことを言うのだと思う。その瞬しゆん間かん、俺の頭の中で、叔父の殺害計画ができあがったのだ。

　今度来る連中のことを、叔父はなんといっていた？　叔父が株かぶを所しよ有ゆうしている会社の幹部たち？　それにあの嘲あざけるような口調。まず間違いないだろう、明日来る客の何人か、あるいは全員は、絶対に叔父のことを快こころよく思ってないだろう。

　確かく実じつ性せいのある話ではないが、そもそも株主と会社なんて、言ってみれば雇やとい主と雇い人のようなものなのだ。揉もめ事ごとの一つや二つ、絶対あるに決まっている。つまり、そういった連中が集まる明日の晩に鬼山が殺されたとすれば、警察は俺たちよりはそいつらを疑うことになるだろう。これほど絶好の機き会かいはあるまい。

　そして肝かん心じんの殺害方法だが──これも散弾銃について調べるうちに、いい方法を見つけた。

　たとえば拳けん銃じゆうには、飛んでいく弾だん丸がんに回転を与えて命めい中ちゆう率りつを高めるため、銃身に溝みぞ──腔線ライフルというらしい──が掘ほられている。拳銃を撃うつと、発はつ射しやされた弾丸にはその溝を通つう過かすることによってできるライフルマーク──旋せん条じよう痕こんというその拳銃固こ有ゆうの痕こん跡せきが残る。その旋条痕を照しよう合ごうすることで、どの拳銃から発射されたかを特定することができるのだ。

　しかしだ。散弾銃なら旋条痕についての心配はいらない。散弾銃というのは小さな弾をばら撒まくものであり、構こう造ぞうからいって弾丸に旋条痕のような痕あとが付くことはない。そもそも銃身に腔線ライフル自じ体たいないのだから。

　つまりだ。明日の夜、この家には何なん挺ちようもの散弾銃が集まることになる。もしそのときに、叔父が散弾銃で殺されたら？　その容疑は明日この家に泊まる散弾銃の所持者たちに向けられることになるだろう。しかも、どの銃から発射されたか特定することができないから、捜そう査さが難なん航こうすることは間違いない。少なくとも、散弾銃に触さわったことすらない俺や由美に容疑がかかる可能性は薄うすまるだろう。

　計画がみるみる出来上がってきた。

　まず、機会をみてこの家にあるはずの散弾銃を探し出す。その銃をいつでも持ち出せるようにしておいて、土曜日の夜を待ち、そして叔父を撃ち殺すのだ。

　アリバイもなにもない単たん純じゆんな計画だ。しかし、状じよう況きようが俺の犯行を覆おおい隠かくしてくれるだろう。

　こうして、叔父がみずから招まねいた出来事から、俺の完全犯罪計画は着ちやく々ちやくと立りつ案あんされることとなった。

　実にいい気分だった。喉のどの辺りにつっかえていた骨ほねが抜け落ちたかのようだった。

　寝る前にいつものようにメールを十通前後やり取りしたが、俺の心情が文面にも表れていたらしく、全員が「何かいいことでもあったのか？」と聞いてくる有様だった。

　ああ、あったとも。説明できないのが残念でならないぐらいだ。




　　　　◆




　翌よく日じつ。仕事を早めに切り上げて帰宅すると、鬼山はどこかに出かけており、由美も部活でまだ帰っていなかった。

　鬼山がこの時間にいないということは、まず間違いなく酒を飲んでくるので帰りは遅くなる。由美が帰ってくるのももう少し先だ。となればやるべきことは一つしかなかった。俺は手て袋ぶくろをして叔父の私室へと忍しのび込んだ。ガンロッカーを探すためだ。

　果たして、それらしきものは簡かん単たんに見つかった。叔父の仕事部屋に、紛まぎれもないロッカーが置かれていたのだ。高さは一メートルと少しぐらいだろうか。想像していたのよりずいぶん小さい。

　元々、この仕事部屋に入ることは禁止されていた。まあ俺もわざわざ入る理由などなかったので、滅めつ多たに出入りすることはなかったが、それでも三年もこの家に住んでいれば部屋の中を目にする機会ぐらいはあった。最後に見たのは二年ぐらい前だったと思うが、そのときはこんなロッカーは置かれていなかったはずだ。つまり、叔父はこの二年でクレー射撃なる趣しゆ味みをもったというわけだ。まあどうでもいい話だが。

　問題は開ける方法だった。当然だがガンロッカーにはカギがかかっている。なんとしても、土曜日の晩までにこのカギを開けられるようにしなければならない。

　試ためしに針はり金がねを曲げて鍵かぎ穴あなに突っ込むようなことをしてみたが、やはりまったく開く様子はなかった。叩たたき壊こわすわけにもいかないし、こうなればやはりカギを探すしかない。

　しかし、カギなんぞどこにあるのだろうか？

　叔父なら一体どこにカギを置くだろうか。俺は叔父になったつもりで考えてみた。

　叔父の性格は、いい加か減げんで面めん倒どうくさがり屋、それでいて自じ己こ中ちゆう心しん的てき。ある意味非常に分かりやすい性格だ。そんな叔父が、自分の趣味の銃を保管しておくためにロッカーにカギをかけたとして、どこにそのカギを置くだろうか？

　普通に考えるならキーホルダーだろう。誰もがそうしているように、キーホルダーとサイフを一緒に持ち歩けば、盗まれる心配はまずない。そうなると厄やつ介かいだが……。

　けれど、あの鬼山が本当にキーホルダーなんかに保管するだろうか？

　仮にキーホルダーにガンロッカーのカギを付け、サイフと一緒に持ち歩いていると仮か定ていしてみよう。

　叔父は家に帰ってくると、まず私し室しつに入る。そこでそのまま寝てしまうか、あるいは部屋着に着き替がえて居い間まなり仕事部屋なりに出てくる。

　ガンロッカーがあるのはこの仕事部屋。銃をいじりたくなったら、ロッカーを開けるために、わざわざキーホルダーを持ち歩かなければならないというわけだ。あの叔父がそんな手て間まのかかる方法を選ぶとは思わない。

　きっとこの部屋に来さえすればいつでもロッカーは開けられるよう、カギはこの部屋に置いておくはずだ。あのものぐさ人間なら間ま違ちがいない。

　そう判はん断だんした俺は、部屋を漁あさり始めた。幸い、部屋には大したものは置かれていない。本ほん棚だなにパソコン、筆ふで立たての置かれた大きなデスクと椅い子す。その他、いくつかの装そう飾しよく品ひん。

　果たして、カギを見つけるのは時間の問題だった。デスクの上の、灰はい皿ざらのような小物入れ──その中に、小こ銭ぜにやらクリップやらに混まじって、小さなカギが無む造ぞう作さに置かれていたのだ。

　ロッカーへそのカギを突っ込んでみる。意外なほどあっさりと開いた。まったくあの男の性格にはこの三年間悩まされ続けたが、今回ばかりはその大おお雑ざつ把ぱさに感謝したい。せいぜい地じ獄ごくで反省してもらうとしよう。

　中には散さん弾だん銃じゆうらしき銃があった。それも、二挺も。

　大きい。というか長い。映画やドラマで見かけるものよりずっと長かった。全長一メートルぐらいはあるだろう。狙撃か何かに使うのではないかと思ってしまうほどに大きい。

　早さつ速そく、その散弾銃を手に取ってみようと屈かがんでみる。だがそのとき。

　何かにがつんと頭をぶつけた。

　日はすでに暮れかかっている上、薄暗い場所にロッカーがあったためか気付かなかったが、ロッカーの上の方に小こ物ものを入れるような棚たながあった。銃を取ろうと屈んだ際に、そこに頭をぶつけたようだった。

　思わずどこか壊してしまったのではないかと慌てたが、幸いその心配はなさそうだった。それよりも驚おどろいたのは、その棚にある箱が置かれていたことだ。

　十二番九号と書かれている。散弾銃の弾たまの入った箱だった。

　俺は思わず吹ふき出しそうになった。叔父のヤツ、銃と弾を同じ場所に保管していたというわけだ。れっきとした法律違反である。しかし、なにしろガンロッカーのカギを無造作に置いていた叔父なのだ。法律の遵じゆん守しゆよりも手間の方を優先したらしい。

　いっそこのことを警察に通つう報ほうしてやろうか。そうすれば銃の所持許可が取り消しになって、あの男に吠ほえ面づらをかかせるぐらいのことはできるかもしれない。

　まあもっとも、俺がなすべきことはそんな小さな復ふく讐しゆうではない。むしろここは、弾を探す手間が省はぶけてよかったと喜ぶべきだろう。

　俺はあらためて二挺の銃を手に取った。

　片方は一見したところ何の変へん哲てつもない、普通の散弾銃のようだった。だがもう片方は、銃身が縦たてに二つ連なっていた。

　ネットで調べたところによると、散弾銃というのは大きく五つの種類が存そん在ざいするらしい。まずは銃身が縦に二つ連なった上下二連れん式しき、それから銃身が縦ではなく横に並んだ水平二連。なんでも日本の法律では、弾だん倉そうに三発以上弾を装そう塡てんできる散弾銃の所持は禁止されており、またクレー射しや撃げきでは二発発射できれば充じゆう分ぶんであるため、こういった二連銃が広く使われているらしい。

　それから、弾を発射したときのガス圧あつを利用して薬やつ莢きようを排はい出しゆつ・次じ弾だんを装塡する自動銃、映画でよくみかける、銃身の下のポンプみたいなのを前後にスライドさせて手動で排莢・装塡するスライドアクション銃。同じく西部劇の映画でよくみかける、レバーを使って排莢・装塡するレバーアクション銃だ。

　この銃身が縦に二つ連なっている方は、間違いなく上下二連銃だろう。クレー射撃ではもっともよく使われてる銃らしい。もう片方、見たところなんの変哲もない方の銃は自動式に違いない。

　まあどっちを使うことになったとしても、使い方はそれほど違わないらしい。弾を込め、安あん全ぜん装そう置ちを外し、あとは引き金を引くだけだ。ようは排莢の仕方に違いがあるだけらしいが、そもそも俺は一発しか撃うたないだろうし。

　これで銃と弾の確かく認にんはできた。俺はロッカーを閉じ、カギを元あった場所に戻もどして叔父の仕事部屋を後にした。

　完かん璧ぺきを期きすため、できれば合カギでも作っておきたいところだったが、俺が合カギを作ったという証しよう拠こが残ってしまう恐おそれを考えると、諦めざるを得なかった。ここは土曜日もこの場所にカギが置かれているよう祈いのるしかないだろう。あの叔父が、急に気まぐれを起こしてカギの置き場所を変えてしまうようなことがあるとは思えない。まず大丈夫なはずだ。




　俺は叔父の部屋を出ると、自室に戻って計画の立案を続行した。

　銃と弾の場所は確認した。使い方も調べた。

　目もつ下かのところ最大の問題は、試ためし撃ちができないということだ。

　どこかの山の中へ銃を持ち出して撃ってみることも考えたが、出かけている間に叔父が帰ってくるかもしれないし、撃ってるところを誰かに目撃されるかもしれない。銃を持ち歩いているところを警官にでも見み咎とがめられるという可能性だってあるのだ。

　リスクが高すぎる。やはりぶっつけ本番で撃つしかない。撃ち方についてはネットで簡単に分かったのだから、それで問題はないはずだ。

　もう一つ分からないのは、弾の威い力りよくだ。散弾銃というぐらいなのだから、弾は飛び散っていくわけだ。果たしてどれぐらいの距きよ離りで撃てば最高の殺さつ傷しよう力りよくを発はつ揮きするのか。

　叔父の金庫に入っていた散弾銃用の弾は、十二番の九号と記されていた。これはクレー射撃の一つであるスキート射撃とかいう競技で頻ひん繁ぱんに使われている弾らしい。十二番というのはようするに弾の口こう径けいを示し、九号というのは散弾の粒つぶの大きさを表しているのだそうだ。

　もう少し具ぐ体たい的てきにいうと、十二番というのは「十二分の一ポンドの重さの鉛えん球きゆう弾だんを発射する内ない径けい」で、九号というのは「散弾粒の直径二ミリ」ということを示してるのだそうだ。まあ国によってこの基き準じゆんも多少違ったりするらしいので俺もちゃんと理解してるわけではないのだが……。

　ええい、こんな数字なんてどうでもいい。とにかく撃てりゃいいんだ。他に使える弾もないんだし、一番肝かん心じんなのはこの弾で人が殺せるかどうかという一点に尽つきるのだ。

　正直なところ、たった二ミリの散弾で人が殺せるのかという点については疑ぎ問もんだったが、調べてみるとそれも心配ないようだ。さすがにイノシシでも狩かるとなればいささか威力不足らしいが、近距離から人間を撃って殺傷したという事件が現実にいくつかあったから問題はないだろう。

　問題は、その近距離というのが具体的にどれぐらいの長さなのかということだ。

　色んな話を総そう合ごうすると、どうやら銃口を突きつけるぐらいの近距離、つまり一メートル以内で撃ったとすれば、人間の体ぐらい文字通り吹ふき飛んでしまうらしい。手や足はもちろん、頭を撃てばスイカに爆ばく薬やくを仕し掛かけたかのごとく粉こな微み塵じんに吹き飛ぶそうだ。

　胴どう体たいを撃てば人間が二つになるという話さえ見かけたが、正直なところ、わずか二ミリの鉛弾にそこまで威力があるとは思えない。それはきっともう少し大きな弾を使ったときのことなのだと思う。

　しかし、いくら証拠が残らない散弾銃とはいえ、あまり叔父に近づいては俺でさえも見落とすような証拠を残してしまうかもしれない。

　一応、たった二ミリの散弾であっても、四十メートルぐらいは真まっ直すぐ飛ぶようにできているらしいので、そんなに接近する必要はないと思う。叔父の寝室は無む駄だに広く、ドアからベッドまでは大体……多く見み積つもって十メートルぐらい。これなら部屋に入らずとも、入り口から撃てるだろう。

　とすると、考えられる方法は──こうだ。

　土曜日の夜。皆みなが寝ね静しずまるのを待つ、まずガンロッカーから銃を取り出し、叔父の寝室へ。部屋のドアを開け、そこから銃口だけを覗のぞかせるような格かつ好こうで、ベッドで寝ている叔父の体を撃つ。恐らくこれが最適だろう。

　発射の反動で狙ねらいがそれたりする可能性も考えたが、調べてみるとさほど問題はなさそうだった。散弾銃も色々と改かい良りようがなされていて、それこそ海外では子供でもクレー射撃ぐらい簡かん単たんにできるという話もあったし、そもそも散弾銃というのは、命めい中ちゆう率りつを上げるために散弾がたくさん飛び出す仕し組くみになっているのだ。少しぐらい狙いがそれたところでまったく問題はない。銃にもよるが、大体十二番の散弾を撃うつと、三十メートルでおよそ五十センチに広がるらしい。十メートルで二十センチ足らずというわけだ。これならよほど腕うでがヘボでも充分命中するだろう。

　さて、他に検けん討とうしておくべき問題は──そうだな、まず硝しよう煙えん反はん応のうがある。

　銃を撃つと、火薬が爆発するのだが、その燃えカスがあちこちに飛び散ちる。その火薬のカスを、何かの薬を使うことによって銃口や衣服などから検けん出しゆつすることで、銃を使用したかどうかが分かる。これがいわゆる硝煙反応というヤツだ。銃を使ったミステリードラマでは必ずといっていいほど出てくる常じよう識しきである。

　この硝煙反応をどうするか。殺した翌日、警察が来るのは分かっている。そのとき、散弾銃の方に残った硝煙反応を調べられる分には特に問題ないだろう。なにせ叔父が普ふ段だんから使用している銃だ、硝煙反応が出て当たり前だ。一応、銃身を布で拭ぬぐっておくぐらいのことはするつもりだが。

　しかし、もし俺が犯行時に着ていた服の硝煙反応を調べられるようなことがあってはおしまいだ。服だけではない。恐らく、俺の体や髪かみの毛にも火薬が付ふ着ちやくするはずだ。

　考えた末、俺は安手のＴシャツを二枚買っておくことにした。一枚は普ふ通つうに着て、もう一枚には二つ穴を空け、首を出す部分を縛って目め出だし帽ぼうのように頭にかぶるのだ。叔父を撃ち、事が終わった後でそのシャツは燃やしてトイレにでも流せばいい。シャツを買うぐらいで警察ににらまれることはないだろうし、俺は普段から寝巻きとしてＴシャツを着ているから、怪あやしまれることもないだろう。まあ頭にシャツをかぶっている光景は傍はたからみるとさぞかしマヌケに見えるだろうが、そもそもこの計画は誰かに見られた時点で失敗も同然なのだから、あまり気に病やむ必要はないだろう。

　どうしようもない最後の問題は、銃声だ。なにせ火薬が爆発するのだから、決して小さくない音が出るはずだ。ただまあ幸いなことに、この無駄に金のかかった家は、妙みように防ぼう音おんが効きいている。それに、テレビでクレー射撃の映像を何度か見たことがあるが、それほど大きな音というわけでもなさそうだった。おまけに真夜中のことだし、少しぐらい大きな音がしたところでどうということはないだろう。たとえば俺が夜中に何かパンという爆発音を聞いたとしても、どこかのバカが爆ばく竹ちくでも鳴ならしているのだろうと思うだけで、間ま違ちがっても起きて調べようなどとは考えない。それに、ようは叔父を撃ち殺し、銃をガンロッカーにしまい、薬やつ莢きようをどこかに隠かくして俺の部屋へ戻る時間さえ確かく保ほできればいいのだから。

　そうすれば警察が来たところで、どの散弾銃から発射されたかも分からない以上、捜そう査さは難航するだろうし、散弾銃を所持していない俺たち兄妹に疑うたがいがかかる恐れもない。

　決して完璧ではないかもしれない。しかし、これ以上の計画はないだろう。

　そう思っていた。

　あの日までは。
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　裁さばきの日はやってきた。

　そんな表現すらまったく恥はずかしいと思わないほどに、俺おれの気は高ぶっていた。

　十二月十四日土曜日。天気は快かい晴せいで、初しよ夏かを思わせるほどの暖あたたかい日だった。天気予報によると夜にはかなりの雨が降ふるらしい。それはむしろ好こう都つ合ごうというべきだろう、雨音に紛まぎれれば多た少しようの物もの音おとは消せる。

　家の中は普ふ段だんと何も変わらなかった。叔父おじは朝早くからさっさと出て行ったし、由ゆ美みも部活があるからと昼には家を出ていた。

　土曜日とあって、家か政せい婦ふもいない。俺は期きせずして一人家に取り残されることとなった。もちろん、その方が好都合だった。

　なにしろ俺は朝から顔がニヤつくのを必ひつ死しでこらえなければならなかったからだ。あの男を今日殺すことができる。そのことを考えるだけで、喜びに体が震ふるえそうだった。武む者しや震ぶるいというのはこういうものなのかもしれない。

　誰だれもいない間に、何度も予よ行こう演えん習しゆうをすることもできた。幸いなことにガンロッカーのカギの位い置ちは今日も変わっていない。叔父がクレー射しや撃げきのために持っていったのか、上下二連れん式しきの方はなかったが、自動式の銃じゆうはそのままだったし、残ざん弾だんもあった。安あん全ぜん装そう置ちの外し方、弾だん丸がんの装そう塡てんの方法、すべて入にゆう念ねんにチェック済みだ。

　すべての準じゆん備びは完かん璧ぺきに整った。こうなるともう夜が来るのが待ち遠しくて仕し方かたがない。叔父も、今日ぐらいはせいぜいクレー射撃でもなんでも存ぞん分ぶんに楽しんできて欲ほしいものだ。なにせ生しよう涯がい最後となるのだから。

　しかし、気が高ぶっているときの一日というのは長く感じられるらしい。充じゆう分ぶんなほどに計画を見直しても、まだ時計は四時を回った頃ころだった。仕方なくメールでもしてみたが、土曜の午後とあっては全員遊ぶのに忙しいらしく、返事は来なかった。

　仕方がないのでテレビでも見て時間を過ごすことにした。ここ数日、俺が鬼おに山やまをいかにして殺さつ害がいするかを考え込んでいるうちに、世せ間けんでは面おも白しろいニュースが出回っていた。なんでも少し遠い県で、俺も何度か名前を耳にしたことがある有ゆう名めいな弁べん護ご士しが、一度無む罪ざいにした依い頼らい人にんがまた殺人容よう疑ぎで逮たい捕ほされたので再び弁護をしているとか。またあの弁護士か。面白すぎる。あの弁護士、絶ぜつ対たいに裏うらで何かあくどいことでもやってるに違ちがいない。そうでもなければ、こんなにしょっちゅう無罪を勝ち取ることなどできるわけがない。

　そうこうしている内にようやく夕方となり、由美が帰ってきて夕食の時じ間かん帯たいになった。

　平日なら家政婦の作った夕食を食べるが、土日は外食か、もしくは兄妹で作る。

　今日は、俺が外でなにかうまいものでも食べないかと提てい案あんした。

「お兄ちゃん、なにかいいことでもあったの？」

「ああ、まあそんなところだ」

　由美の問いに、曖あい昧まいに返す。いいことはこれから起きるんだよ、由美。




　そして、ついに。

　ついに、待ち望んだ夜がやってきた。

　天気予よ報ほう通り雨あま雲ぐもが出てきたのか、空には星も月も見えない。

　午後九時。これから起こることも知らず、馬ば鹿かみたいな笑い声を上げながら叔父が帰き宅たくした。

　叔父に言われるまでもなく、顔など合わせたくなかったので、俺たち兄妹も早そう々そうに自室に引き払はらった。

　ただ一応、部屋へ戻もどるとき、叔父が連れてきた客を確かく認にんしてみた。人数は三人。でかい図ずう体たいをしてるのが一人、それからひょろりと背の高いのが一人と、小太りのが一人だ。年ねん齢れいはいずれも四十代ぐらいで、叔父と大たい差さないように見える。おぼろげだが、三人とも見覚えはあった。恐おそらく、以前にも叔父が連れてきたことがあるんだろう。

　午後十一時。

　防ぼう音おんの効きいたドアを少し開ければ、途と端たんにリビングからバカ笑いや怒ど鳴なり声が聞こえてくる。聞こえてくる大声は、ほとんどが叔父のものだった。やはり思ったとおり、あの三人はまったく叔父には逆らえない立場にあるようだ。あの叔父に今日一日つき合わされたことを思うと、いささか同情を禁きんじえない。オマケに明日になれば警けい察さつに容疑者扱あつかいされることにもなるのだ。俺個人としては彼らに恨うらみもないわけで、いささか心苦しい。もし三人のうち誰かが逮たい捕ほされたら、有罪でも無罪にしてしまうという例の弁護士にでも弁護してもらいたいものだ。まあ結けつ局きよくのところ、彼らの運が悪かったのだと割わり切るしかない。その代わり、彼らも今日を境さかいに二度と叔父に付き合わされる必要はなくなるのだから。

　そして、この頃ころから天気予報通り雨が降り出した。それもかなりのどしゃ降りだ。

　さらに驚おどろくべきことに、聞こえ出したのは雨音だけではなかった。空がピカピカと光りだし、ゴロゴロと轟ごう音おんが鳴り響ひびき始めたのだ。

　暖だん冬とうのせいだろうか、季節外れの雷かみなりだった。

　なぜこういうときには何もかもうまくいくのだろう。何度も見直した計画に唯ゆい一いつ不安な点があるとすれば、それは銃じゆう声せいだったのだ。雷というヤツは、ピカッと空が光ってから、数秒後にゴロゴロという雷音が轟とどろく。そのタイミングさえ把は握あくしていれば、銃声を簡かん単たんに誤ご魔ま化かすこともできるだろう。俺は無む神しん論ろん者しやだが、このときばかりは天までもが俺のなすことを支し持じしているかのようにさえ思えた。

　午後十一時五十分。

　雨足は一いつ層そう強くなり、雷はさらに音量を増していた。

　まさか雷を怖こわがったわけでもないだろうが、このころにはリビングからのバカ騒さわぎも聞こえなくなっていた。あの男のことだから、てっきり朝まで飲み明かすのではないかと思ったが、さすがに明日にでも備そなえているのだろう。

　とにかく、これで後は全員が眠ねむるのを待つだけだ。酒が入ってることを考えても、そう長い時間は必要あるまい。恐おそらく午前二時には全員眠りこけていることだろう。

　やがて、日付が変わった。十二月十五日午前零れい時じ。思わず忘れそうになるが、俺の二十歳はたちの誕たん生じよう日びでもある。よりにもよってこんな日に人殺しをすることになろうとは──なんと幸運なことか。俺にとっては最高のプレゼントだ。

　普段なら俺もそろそろ寝る時間だったが、気が高ぶっているためか眠気はまったく感じなかった。俺は気を落ち着けるためにも、そして普ふ段だん通りの習しゆう慣かんを崩くずして怪あやしまれないためにも、いつものように友人たちとメールのやり取りを始めた。

　しかし、午前零時二十分ごろ。一つの誤ご算さんが生じた。

　雷音が段だん々だんと小さくなってきていたのだ。

　別に考えてみれば単たん純じゆんな話だ。雷なんて雷雲が通り過ぎてしまえばそれで終わりなのだ。これ以降は時間が経たてば経つほど、せっかくの轟音は小さくなってしまうだろう。

　ここで俺は一つの決けつ断だんを迫せまられることとなった。雷が通り過ぎるのを覚かく悟ごの上で、全員が確実に眠りにつくであろう午前二時ぐらいまで待つか。

　それとも雷雨の音を利用して足音や銃声を消すために、予定より早いが今すぐにでも計画を実行に移うつすべきか。

　……にわかに判はん断だんはつかなかった。

　確かに、全員が確実に寝ねているであろう午前二時まで待った方が安全かもしれない。しかし、なにせ三人の客にとっては寝慣れない他所よその家のベッドだ。もしあの三人の内、誰か一人でも寝付けないヤツがいたら？　考えてみれば、あいつらは散さん弾だん銃じゆうの銃声も聞き慣なれているはずだ。夜中に銃声が聞こえれば、何なに事ごとかと飛び起きてくるかもしれない。俺が深く考え過ぎてるだけかもしれないが、不安要よう素そは一つでも少なくするべきだろう。

　やはりここは今すぐにでも計画を実行すべきだ。この時間ではまだ全員が眠っていない可か能のう性せいはあるが、廊ろう下かでばったりと出くわすようなことさえなければ、これだけ激はげしい雷雨の中だ、多少の物もの音おとでは気付かれないはずだ。それに、深夜二時まで待っていたところで、誰かがトイレのために起き出してくるという可能性も皆かい無むではないのだから。

　そしてなにより。この季節外れの雷は、まさに俺が鬼山を殺そうとしているこの夜に鳴り始めたのだ。これこそまさに天てん意いというものではないか。天の与あたえるものを受けとらざればその咎とがを受ける、などと中国の誰かが言っていたような気もする。やはり、この機きを逃のがすべきではないと思えた。




　午前零時半。

　買っておいたシャツに着き替がえ、手て袋ぶくろをはめると、俺はとうとう部屋を出た。

　薄うす暗ぐらい廊下を歩く。電気をつけることはできないが、勝かつ手て知ったる我わが家である。支し障しようはなかった。

　豪ごう雨うと雷のおかげで、自分の足音さえ聞こえなかった。当然人の気配もなく、俺はなんの問題もなく最初の目もく的てき地ち、叔父おじの仕事部屋へとたどり着いた。

　もし叔父がなにかの気まぐれを起こし、ガンロッカーのカギを別の場所に移していたりすればすべての計画が頓とん挫ざする。しかし、その心配は杞き憂ゆうだった。カギは相あい変かわらず同じ場所にあった。

　ガンロッカーを開ける。

　意い外がいなことに、そこには昼間と同どう様よう、自動式の散弾銃しかなかった。上下二連の方はどうしたのだろう。銃はガンロッカーに保ほ管かんしなければいけないという規き則そくはどこへいった？　まあ大方、明日のクレー射撃のために私室に持ち帰って整せい備びでもしているのだろう。あるいはしまうのが面めん倒どうだっただけなのかもしれない。この際さいどうでもいいことだが。

　俺は銃を取り、弾たまを一発拝はい借しやくすると、ロッカーを閉めて部屋を出た。いよいよ、叔父の寝しん室しつへと向かう。

　時とき折おり空が光る度たび、廊下に銃を持った俺の影かげが浮うかび上がった。

　雷が轟く真夜中、誰もいない廊下を、銃を構えた男が一人歩いているというわけだ。もし今俺が誰かに目もく撃げきされれば、言いい訳わけはできないだろう。せめて今だけは誰もトイレに行きませんようにと、今こん晩ばん雷を起こしてくれた誰かに祈いのる。

　道すがら、俺は雷の間かん隔かくを測はかった。ピカっと光ってから、何秒後に雷音が轟くか。それを把は握あくしていれば、銃声を消すのはたやすくなる。およそ五秒だった。

　そして俺は、ついに目的のドアの前にたどり着いた。

　若じやつ干かんの変へん更こうはあったが、ここまでは万ばん事じ計画通りだ。

　音を立てないようにドアノブを回し、少しずつ、少しずつ押おしてみる。叔父がカギをかけるような性格でないことは分かっている。ＯＫ。ドアは音もなく開いた。わずかな隙すき間まから、中の様子を窺うかがう。

　暗さのため、視し界かいは決して良くはなかった。しかし叔父のベッドは確かく認にんできた。部屋の右奥おく、無む駄だに豪ごう華かな羽う毛もうベッド。その上に、ヤツの姿すがたがあった。どうやら右肩かたを下にしてこちら側に背を向けるような格かつ好こうで寝ているらしい。

　その大きな体が、ピクリと動いた。

　一いつ瞬しゆん起き出してくるのではないかと息を吞のんだが、幸いなことに体を揺ゆらしただけのようだった。

　ふと、なぜだろう、林りん間かん学校の夜のことを思い出した。ああいう行事では真っ先に寝付いてしまったヤツは一ひと晩ばん中じゆうイタズラのネタにされる。しかし、突とつ然ぜん寝てるヤツの体がビクリと動いたりして今と同じようにびっくりしたものだ。こんなときだというのに、妙みようなことが思い出される。一種の走そう馬ま灯とうだろうか？

　とにかく、これでターゲットの位置は摑つかんだ。気を取り直して一いつ旦たんドアを閉しめ、いよいよ銃に弾たまを装そう塡てん──

　できなかった。なぜか、弾が薬やく室しつに入らない。

「……はぁ、はぁ」

　いつの間にか──呼こ吸きゆうがすっかり乱れていることに気付いた。

　それだけではない。ガタガタと手が震ふるえていた。

　なんてザマだ。俺はやるべき人間を殺すだけ。良心の呵か責しやくなどないし、観かん客きやくがいるわけでもない。なのになぜこんなに緊きん張ちようしているのだ？

「ふぅ……」

　大きく深しん呼こ吸きゆうする。手を握にぎっては開き、握っては開くという動作を繰くり返す。

　まだ震えは収おさまらなかったが、さっきよりはマシになった。あらためてなんとか弾を装塡し、安全装置を外す。

　そして用意していたもう一枚のＴシャツを頭にかぶる。視し界かいは少し狭せまくなったが、射撃には影えい響きようない。

　再さい度どドアをゆっくりと、少しだけ開ける。

　銃を構かまえる。左手で銃身を支ささえ、右肩に銃じゆう床しようを押し当てる。ドアの隙すき間まから銃口を差し入れる。筒つつ先さきを叔父の体の中心──背中辺りに向ける。

　後は引き金を引くだけだ。銃のずっしりとした重さに安心感でも感じたのか、筒先はそれほど震えることはなかった。

　そして深呼吸しながら次の雷を待つ。

　次に空が光ってから五秒後に引き金を引く。それだけですべてが終わるのだ。




　空が光った。




　だが、呼吸を整えることに集中していたせいで、秒数を数え始めることができなかった。まあ今のはあまり大した雷ではなかった。あの程てい度どでは音も大したことはないだろうし、次のを待つとしよう。そう、寝ている叔父が起きだす様よう子すもないし、ここまでくればじっくりやればいいのだ。

　呼吸を整えながら次の雷を待つ。緊きん張ちようしてるときは一秒が長く感じるというが、まさに今がその状じよう態たいだった。叔父が起きてくることはなさそうだが、こんな廊ろう下かでオバケのような格かつ好こうをして散弾銃を手にじっと待っている姿すがたを誰かに見られるようなことがあれば、言い訳のしようがない。

　早く、次の雷を早く落としてくれ。

　その祈いのりが通じたのかは分からない。

　一ひと際きわ大きな稲いな光びかりが辺りを照てらした。

　もう今度は見み逃のがさない。銃を構かまえ直し、秒を数える。轟ごう音おんが響ひびくまであと五秒。四、三、二……。

　だが、そのとき。

　思いもよらぬことが起こった。

　叔父の体が、またピクリと動いたのだ。

　別になんてことはない、あの男がまた変な夢でも見たのだろう、単なる寝ね返がえりだ。

　しかし、このとき俺は緊張の極きよく致ちにあり──自分でも何がなんだか分からなくなっていた。

　なぜ寝ている叔父が動いたのか？　やはり起き出す前ぜん兆ちようなのではないか？　もし雷が鳴る前に叔父が突とつ然ぜん起きてきたらどうするか、起きた拍ひよう子しに狙ねらいが逸それたらどうするか、撃ったときに悲ひ鳴めいでも上げられたらどうするか、どうするかどうするか、どうするどうするどうする！

　秒数を数えることなど忘れていた。




　俺は無む意い識しきの内に、引き金を引いていた。




　散弾銃が暗い部屋の中で火を吹ふいた。

　俺が正気を取り戻もどしたのは、ズダンという凄すさまじく大きな乾かわいた音を耳の間ま近ぢかで聞いたせいだった。

　空になった薬やつ莢きようが銃身から飛び出し、散弾銃の火薬臭なのか、卵が腐ったような匂いが立ち込めた。射しや撃げきの反動はかなり強かったらしく、銃じゆう床しようを当てていた肩に鈍にぶい痛みが走った。だがそんな痛みなど些さ細さいなことだった。

　これが散さん弾だん銃じゆうの銃声!?　大きいなんてもんじゃない。これほどの大音量だとは思わなかった。廊ろう下かはおろか家中にまで響き渡わたったんじゃないかと思うほどの大きさだった。

　と、その直後だった。俺には相そう当とうな時間が経たったように感じられたが、実じつ際さいには〇・五秒も経っていなかったと思う。

　ドドンという、本来なら銃声を覆おおい隠かくしてくれるはずの大きな雷音が、今、轟とどろいた。近所に雷が落ちたのではないかと思うほど、大きな雷音だった。

　ずれた……！

　なんてザマだ。たかが引き金を引く直前に叔父おじの体が動いたぐらいのことで、ここまで動どう揺ようしてしまうとは。

　……叔父？

　そうだ、叔父はどうなった？　俺は今何をやったと思っているんだ、叔父を撃うち殺したんだぞ。

　予定ではすぐさまこの場を出て行くことになっている。しかし、なにせ銃では手ごたえというものが感じられない。本当に俺は叔父を殺せたのか、確かく信しんが持てなかった。もし殺やり損そんじていたら？　もしまだあいつが生きているようなことがあったら？

　とにかく計画通り、まずは空になった薬莢を拾ひろい上げた。かなり熱くなっているのではないかと思ったが、手袋をしていることもあってかまったく気にならなかった。

　叔父のベッドに近づく。確かく認にんしなければならない。大だい丈じよう夫ぶ、近づくだけだ。床ゆかはフローリングだし、俺は頭まですっぽりシャツで覆おおっている。何も痕こん跡せきが残るはずがない。多少痕跡が残ったところで、ここは俺の家でもあるのだ、不自然なことは何もない。

　ベッドのすぐ傍そばまで行く。

　相あい変かわらず部屋は真っ暗。目は多少闇やみに慣なれてはきたが、それでもベッドで寝ねている叔父の輪りん郭かくが見えるだけ。色の区別はまったくつかず、ますます叔父が死んだのか分からない。

　ただ、おかしなところが一つだけあった。叔父にかけられている毛布に、黒い穴あなが開いていたのだ。

　意を決して、薬莢を持ったままの右手をその穴へと近づけてみる。

「っ！」

　触さわった瞬しゆん間かん、驚おどろいて手を離はなしてしまった。手袋越しにべっとりとした感かん触しよくがあったからだ。

　それがなんなのか──すぐに見けん当とうがついた。というか、考えられるものは一つしかない。

　血だ。

　その瞬間、辺りに血の匂においが蔓まん延えんしていることに気付く。

　そして、叔父はもう完全に動いていなかった。先ほどのようにピクリと動くこともなかったし、何より呼こ吸きゆうをしていない。




　間ま違ちがいない。叔父は死んでいる。俺が殺したのだ。ついに、やったのだ。




　むごたらしい死体が見えていないためなのかもしれないが、罪ざい悪あく感かんなどなかった。代わりに、なんともいえない達たつ成せい感かんがこみ上げてくる。

　だが今ここで感かん傷しようにひたっている暇ひまはない。銃声があれだけ大きく、しかも雷音でカモフラージュし切れなかったのは痛い。誰かが駆かけつけてくる可能性は否ひ定ていできないだろう。一応、これだけ雷がゴロゴロなってるし、その上今は誰もが寝てて当然の時間帯なわけだし、大丈夫だとは思うのだが……。

　いずれにせよこの場にいつまでも留とどまっていては都合が悪くなる一方だ。

　俺は叔父の遺い体たいに最後の一いち瞥べつをくれると、その場を後にした。
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　　　　◆




　やった。ついにやったのだ。

　俺はなんともいえぬ興こう奮ふんに包つつまれたまま、計画通りに証しよう拠こを処しよ分ぶんしていった。

　まず銃をできるかぎりシャツでぬぐった。硝しよう煙えん反はん応のうを残さないためだ。それから銃をロッカーに仕し舞まい、次に俺の部屋へ戻って薬莢を隠かくす。隠す場所はすでに決めてある。俺は月間の分ぶ厚あつい漫まん画が雑ざつ誌しを講こう読どくしている。その一いつ冊さつの中をくり抜ぬいて空くう洞どうを作っておいたのだ。そこなら、たとえ警けい察さつに家か宅たく捜そう索さくされるようなことがあってもまず見つからないだろう。それに、怪あやしまれず簡かん単たんに外へ持ち出すこともできる。後々外出できるときにでも雑誌と一いつ緒しよに持ち出して処しよ分ぶんすればいい。

　次にトイレへ駆かけ込み、血の付いた手袋と火薬が付いているであろうシャツにマッチで火をつける。ある程てい度ど灰になったところで、燃えカスごと下水に流した。

　計画通りだ。これで俺が犯人であるという証しよう拠こはもうどこにもない。

　俺は晴れ晴れとした気持ちで部屋へと戻った。

　もうこれですべて済んだのだ。後は明日、警察が来ても何食わぬ顔をしていればいい。

　ふと、携けい帯たいにメールがたまっていることに気付く。さっき雷が遠ざかっていることに気付いて慌あわてて出て行ってしまったせいだろう。

　明日からの警察の取調べのことを考えると、体力を温おん存ぞんするためにもさっさと寝るべきだろう。しかし、なにせあんなことをしでかした後である。精せい神しんは未いまだ高こう揚ようの極きよく致ちにあり、到とう底ていすぐには寝付けそうになかった。

　俺は友人達とメールのやりとりを続け、気を落ち着かせることにした。

　なんとか眠ねむ気けを感じて床とこについたのは、その三十分後のことだった。




　　　　◆




　翌よく日じつ、俺はベッドの上で目を覚さました。

　日はすでに昇のぼっていた。昨さく晩ばんの大おお荒あれの天気がウソのように快かい晴せいだった。時計を見ると、すでに午前九時を回っている。

　昨晩興こう奮ふんしすぎたせいか、いささか寝過ごしたらしい。今日が日曜で良かった。

　……と、あまりにもいつもの通りの朝に、俺は危あやうく昨晩しでかしたことを忘れそうになった。

　そう。俺は殺したのだ。両親の仇かたきであるあの男を。

　すべては計画通りだった。わずかに銃声が洩もれたのは痛かったが、昨晩の内に騒さわぎにならなかったことからも、大した問題ではないだろう。

　だがこの直後、俺は一つだけ誤ご算さんがあったことを知る。悔くやんでも悔やみきれない誤算だ。

　家中に悲鳴が響ひびき渡わたったのだ。由美の声だった。

　慌あわてて廊ろう下かに出る。由美が誰の部屋でなぜ悲鳴を上げたかなんて容よう易いに想像がついた。

　まったく、なんという見落としか。誰が最初に叔父の死体を発見することになるのか、殺す算さん段だんばかりしていてまったく気付かなかった。

　考えてみればなんということはない、この家の住人で、一番朝が活動的なのは由美なのだ。その由美が、最初の発見者となってしまったのだろう。

　果はたして、叔父の寝しん室しつの前でへたり込んでいる由美の姿があった。

「お、お兄ちゃん……！　た、大変なの、叔父さんが、叔父さんが……！」

「落ち着け由美、大丈夫だから落ち着くんだ。兄ちゃんもいる、何も怖こわがることなんてないぞ。何があったんだ？」

　由美の華きや奢しやな肩かたを摑つかみ、なんとか落ち着かせようとした。しかし、由美は完全に動どう揺ようして体を震ふるわせるだけだった。

「お、叔父さんが……死んでるの！　血まみれになって！　あそこ、あそこに！」

　由美が部屋の中を指差す。釣つられるように俺はその方向に目をやった。

　昨晩は暗かったのでまったく見えなかった。しかし、今は違ちがう。窓まどから差し込む光のおかげで、ベッドの上の惨さん状じようがよく分かった。

　それは、まさに惨状と表現する以外になかった。

　叔父が布ふ団とんをかけ、こちらに背を向けた状じよう態たいで寝ている。それは昨晩と同じだ。

　そして、昨晩布団ごと撃うったためだろう、布団に大きな穴が開き、辺りには羽う毛もうが散さん乱らんしている。

　布団に開いている穴あなの周囲は、血でドス黒く染そまっていた。そしてその穴から覗のぞく先に──叔父の背中が見えた。やはりドス黒く染まった傷口が。

　一いつ見けんしたところ、どこがどうなっているのかよく分からなかった。

　傷口がメチャメチャだったからだ。

　叔父の背中に何十、いや何百本もの錐きりを刺さし、穴を開けてからハンマーを振ふり下ろして潰つぶしたような、そんな感じだった。いや、叔父の背中を削けずり取ってミンチ肉にしてからまた引っ付けたと言った方が適てき切せつかもしれない。

　……自分でも今ひとつわけの分からない表現しかできないのは、余あまりにも強きよう烈れつな印象に脳のうが麻ま痺ひしているからだろうか。とにかくこれだけの外傷を負っていれば、間違いなく叔父は即そく死しだっただろう。

　しかし、俺は由美にこんなものを見せてしまったわけだ。恐おそらく一生トラウマとなるだろう。叔父を殺したことにはまったく罪ざい悪あく感かんなどないが、こればっかりは悔やんでも悔やみきれなかった。えぐえぐと泣き続ける妹を見ると、自分の配はい慮りよのなさを痛つう感かんさせられる。

　とりあえず俺は由美を抱だき寄せた。あの死体を視し界かいから隠かくすためだ。

「由美、お前はリビングにでも行ってろ。兄ちゃんは警察を呼んでくるから」

「いやっ、行かないでお兄ちゃん！　お願いだから私を一人にしないで、こわいの。なんで？　なんで叔父さんがあんなことになってるの!?」

　ただ一人の妹に、泣きながらそう哀あい願がんされては従したがうしかなかった。

「分かった分かった、安心しろ。兄ちゃんがずっと傍にいてやるからな」

「うん……。ありがと、お兄ちゃん……」

　由美に頼たよられるのは悪い気はしない。

　しかしこれは参った。できることなら、叔父の部屋に俺一人で先に入り、昨日何か変なものでも残していかなかったかを確かく認にんしておきたかった。

　とそのとき、

「ど、どうしたんだね一体!?」

　声の方を振り返ると、やや太り気ぎ味みの男の姿があった。見覚えがある。三人の客の一人だ。

「叔父が、死んでるんです。警察を呼んでくれませんか」

「なんだって!?　鬼山さんが!?」

　よせばいいのに、その男は叔父の寝室を覗のぞき込んだ。

「お、鬼山さん!?」

　俺が止める間もなく、部屋の中に駆かけ込む。そして叔父の首くび筋すじに手を当て、

「し、死んでる！　本当だ！」

「見りゃ分かるでしょう！　そんなことより早く警察を！」

「わ、分かった！　と、とにかく警察に通つう報ほうしてくるから！」

　慌あわてて電話のあるリビングの方へ駆けていく。

　今、あの太った男は、叔父の体に触ふれた。何か犯人扱あつかいされるような痕こん跡せきでも残さなかっただろうかと、俺はかすかに期き待たいを抱いだいた。







[image: 第三章　投資家殺人事件]







「初めまして、みなさん。私はこの事件を捜そう査さする因幡いなばと申もうします」

　その刑けい事じは、リビングに集まってる俺おれたちを前に、まずそう自じ己こ紹しよう介かいをした。

　なんといういかつい風ふう貌ぼうだろう。刑事というのはヤクザと区別がつかないという笑い話はよく聞くが、まさしくこの因幡とかいう刑事はその典てん型けいだ。

「それからもう一人……おい」

　因幡刑事は、傍そばにいたもう一人の若い刑事を呼んだ。

「羽はね田だです」

　その若い方の刑事は、短くそれだけ言って軽く会え釈しやくした。

　こっちの方は因幡刑事とは違ちがい、見た目はいわゆるホスト系だ。むしろ外がい見けんのワリにはずいぶんと大人おとなしいというか控ひかえめな挨あい拶さつだった。そういえば表情にもどこか陰かげがあるし、なにか最近ショックなことでもあったのだろうか？　まあ刑事のことなどこの際さいどうでもいいが。

　あの後──三人の客の一人が一一〇番してから間もなくやってきた警けい官かんは、すぐさま応おう援えんを頼たのみ、たちまち我わが家やはたくさんの客を迎むかえることとなった。このリビングには二人の刑事しかいないが、殺人現場となった叔父おじの寝しん室しつには大おお勢ぜいの警官が各種捜査に勤いそしんでいる。

　時計の針は午前九時四十五分をさしていた。一一〇番してからまだ一時間も経たっていない。まったく日曜日だというのにご苦労なことだ。とはいえ、これは俺が引き起こした事件であることを考えると多少は後ろめたくもなってくるが。

「さて。では早さつ速そくですが──いきなりこんなことを申し上げるのもなんですが、まずは皆みなさんの自己紹介でもしていただけませんかね？　名前ぐらい分からないと、事情を聴きくのも不ふ便べんなものですから。とりあえず……あなたからお願いできませんか？」

　と、俺たちの中で一番の年長者っぽい三人の客の一人を指ゆび差さした。一番図ずう体たいのでかいヤツだ。

「私……ですか？」

「ええ。お名前をお聞かせ頂いただけますか？」

「松まつ井い茂しげ樹きです」

「松井さんですか、分かりました。ではあなたと被ひ害がい者しやの……ええと、なんといいましたっけ？」

「鬼おに山やま和かず俊としです」と、羽田刑事が助たすけ舟ぶねを出した。

「ああ、そうだったな。その鬼山氏とあなたのご関係は？」

「彼はウチの会社の大株主なんです。それで普ふ段だんから色いろ々いろと付き合いがありまして」

　と、そんな調子で因幡刑事は俺たちに自己紹介をさせていった。

　残りの二人の客の内、ひょろひょろと背が高いのが竹たけ柴しば吉よし郎ろう、やや太ってる方が梅うめ田だ和かず夫おというらしい。

　ようするに、松のようにがっしりとした印いん象しようを受けるのが松井で、竹のようにひょろりとした竹柴、梅の実のように丸っこい梅田というわけだ。
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　…………松まつ竹たけ梅うめかよ!?　誰だれだ、こんな名前付けたのは。

　また、竹柴も梅田も立場は松井と同じで、叔父に株を握にぎられている小さな会社の社長ということだった。本当に叔父の人脈というのは一体どうなっていたのだろう。

　三人の素す性じようを聞き出すと、因幡刑事はその鋭するどい視し線せんを俺たちに向けてきた。

　隣となりに座すわっていた由ゆ美みが、怯おびえたように俺に体を寄よせてくる。

「あなた方二人は……ご兄妹きようだいですか？」

「ええ、そうですが」

　俺は妹を守ろうとする兄を演じるためにも、率そつ先せんして応こたえた。

「被害者のお子さんですか？」

「違います、甥おいです。両親は三年前に亡なくなりました。孤こ児じとなった俺たちを叔父が引き取ってくれたんです」

「なるほど。それはお気きの毒どくでした」

　因幡刑事は軽く頭を下げた。しかし、口く調ちようは全ぜん然ぜん気の毒そうじゃない。

　因幡刑事は俺たち二人の名前を聞き取ると、この場にいる六人の顔を見回した。

「さて、では早速ですが色々とお話を聞かせていただきたいんですが。えー、まず被害者は鬼山和俊さんという方で間ま違ちがいないんですよね？」

　誰も異い議ぎを唱となえなかった。

「結けつ構こうです。では、最初に被害者を発見したのはどなたですか？」

「私……です」

　おずおずと由美が手を上げる。

「ああ、それはまた大変な目に遭あわれましたな。この上、こんなことを聞くのは非常に心苦しいんですが……ちょっと教えていただけませんか。最初に遺体を見つけたのは何時ごろですか？」

　少しカッとなった。いくら質問するのが仕事とはいえ、相手は中学生の女の子だぞ。もう少し口調をやわらげるとかできないのか。

「妹が遺い体たいを見つけたのは九時ごろですよ」

　俺は少し乱らん暴ぼうな口調で言った。因幡刑事の目がわずかに細まる。

「別にあなたに聞いてるわけじゃないんですがね」

「ああそうですか、すいませんね。でも由美、見つけたのはその時刻だったよな？」

「う、うん」

　因幡刑事はやれやれと肩かたをすくめて、

「……分かりました。では、どういう経けい緯いで遺い体たいを見つけたのか教えていただけませんか」

「九時になっても叔父が起きてこないのを不ふ審しんに思って起こしに行った、そうだろ？」

　俺の言葉に、由美はコクリと頷うなずいた。そしてまた因幡刑事が肩をすくめる。

「はぁ。天あま木ぎ誠せい一いちさん……でしたね？　そりゃまあ妹さんに遺体のことを思い出させたくないというお気持ちは分かりますがね、もう少しばかり協きよう力りよく的てきになっていただけるとありがたいんですが」

「充じゆう分ぶんそのつもりですよ。質問があるならいくらでも答えます。俺がね。妹は朝九時に叔父の部屋へ行って遺体を見つけて悲ひ鳴めいを上げ、それを聞きつけてみんなが集まった、それだけです」

　因幡刑事が俺をじっと見る。いや、見るというより睨にらむと表現すべき目つきだった。しかし俺も負けずに睨み返した。俺が起こした事件でもあるのだし、これ以上由美に負ふ担たんをかけるわけにはいかない。

　辺あたりを緊きん迫ぱくした空気が包つつんだように感じられた。だが俺が一歩も引かないことに音ねをあげたのか、とうとう因幡刑事はため息と共に視線を逸そらした。

「分かりました、じゃあ今はそういうことで結構です。で、その子の悲鳴を聞きつけて、他の方も集まったということでしたね？」

「ええ、そうです。最初に駆かけつけたのは俺です」

「なるほど。じゃあそのときのことをもう少し詳くわしく教えていただけませんか？」

「別に。大たいしたことはありません、悲鳴が聞こえたんで駆けつけたら、由美が叔父の部屋の前で怯おびえてたんです。それで由美をなだめてたら……あの、梅田さん？　が来てくれたんで、警察への通報を頼たのんだんです」

　俺は三人の客の一人、やや小こ太ぶとりの梅田を指差した。

　因幡刑事は梅田の方を振ふり返り、

「そうなんですか？」

「え、ええ」

「なるほど。じゃあそれから我々が来るまでに、あの部屋に入ったりした人はいないんですね？」

「いえ、わし……はちょっと入ってしまいましたけど」梅田がおどおどと手を上げる。「その、本当に鬼山さんが亡なくなってるのか確かく認にんしたかったんです」

「そうですか。そのとき何かに触ふれたりしましたか？」

「脈みやくを確かめようと鬼山さんの首に触れましたけど」

「他ほかには何も触れてないんですね？」

「ええ」

「なるほど、結構です。ところで、まだハッキリしたことは分からないんですが、どうやら被害者は散さん弾だん銃じゆうで殺された可能性が高いようなんです。それに、あの事件現場の部屋にも散弾銃が一いつ挺ちよう置かれてましてね」

　叔父おじの寝室にも銃があったのか。それは気が付かなかった。恐おそらく、ガンロッカーに入っていなかった上下二連の散弾銃だろう。

「そこでお訊たずねしたいんですが、どなたか散弾銃について心こころ当あたりのある方はいらっしゃいませんか？」

　松・竹・梅の三人は急におどおどとし始めた。

　やがてお互たがいに顔を見合わせ、とうとう観かん念ねんしたように松井が口を開いた。

「我われ々われはその、趣しゆ味みでクレー射しや撃げきをやってるんですが」

「そうでしたか。我々というのは、被害者も含ふくまれるんですか？」

「そうです」

「つまりあなた方三人と被害者は、それぞれご自分の銃を持っておられるわけですね」

「ええ、まあ」

「ひょっとして、今もお持ちなんですか？　銃を」

「それは……昨日今日と続けてクレー射撃をやることになってましたから」

「なるほど、持ってるわけですか」

　因幡刑事の目が光ったような気がした。

　俺はほくそえんだ。狙ねらい通り、三人に容よう疑ぎがかかっている。

「安心してください、銃を持ってるだけで逮たい捕ほしたりはしませんから。ただ……一つお願いがあるんですが、皆みなさんがお持ちだという散弾銃、よろしければ提てい出しゆつしていただけませんかね。まだ令れい状じようはありませんから強きよう制せいすることはできませんが、もしよかったら自主的に提出していただけると、とってもありがたいんですが」

　松竹梅の三人は、不ふ承しよう不ぶ承しようながらも了りよう承しようした。まあこの状じよう況きようでは断ことわるわけにもいくまい。

「ご協力感かん謝しやします。あと天木さん。被害者の所持していた銃についても調べたいんですが、持っていって問題ありませんよね？」

「叔父のものなら好きなようにしてくださって結構です」

　想定内の質問である。俺はすぐさま承しよう諾だくした。

「ありがとうございます。さて、それじゃ事じ情じよう聴ちよう取しゆに戻もどるとしますか。まずお聞きしておきたいんですが、昨晩銃声らしき音を聞いた人はいませんか？」

　銃で撃たれたのならば銃声が聞こえる。警察にしてみれば当然の質問だろう。

「そういえば──」

　と、そう切り出したのは松井だった。

「昨さく晩ばん、散弾銃の銃声らしき音を聞いた覚おぼえがありますな」

（なっ、なんだって!?）

　思わず心しん臓ぞうが縮ちぢみ上がった。

　昨晩の予想以上に大きかった銃声のことを思い出し、みるみる不安が高まっていく。

　実際、銃を撃つタイミングは雷の音とズレていたのだ。多少のカモフラージュはできたと思うのだが、誰かが銃声を耳にしていたとしてもおかしくはないだろう。

「松井さん、それは何時ごろのことでしたか？」

「あれは……うーん、どうだったっけかなあ。なにせ酒が入ってた上に寝ねる前のことでしたからね、あんまりはっきりしたことは言えないんですが。確か……午前零れい時じ過ぎだったと思いますがね」

　心臓の鼓こ動どうが早まる。午前零時ごろだって？　昨晩、俺が叔父を殺すために部屋を出たのは午前零時半ごろだったはずだ。酒に酔よっていたことの誤ご差さを考えれば、零時過ぎというのはあながち間違ってるとは言えない。いや、落ち着け。昨晩、銃声を聞かれて困るのは、音に気付いて誰かに見られる恐れがあったからだ。だが事が済んだ今、銃声を聞いたという証言が出てきたところで、俺が犯人であるという証拠になるわけでもない。大だい丈じよう夫ぶ、問題はない。

「昨晩はずいぶん雷が鳴ってたと思いますが、その音と勘かん違ちがいしたわけじゃないんですね？」

「それは絶対にないですよ刑けい事じさん。散弾銃の銃声ってヤツはパンって結構甲かん高だかい音がするんです。少なくとも雷と聞き間違えるわけはありません。ただまあ、夜中に散弾銃を撃うつような輩やからがいるとも思えなかったし、そのときは雷が落ちて何かがショートでもしたんじゃないかって思ったんですがね」

「しかし、銃声だったという気もするわけですね？」

「ええ。事実、鬼山さんがあんなことになってしまいましたし。今思い出すと、やっぱりあれは散弾銃特有の銃声だったとは思いますがね」

「なるほど。ではその銃声が聞こえたという時刻について、もう少し詳くわしく思い出せませんか？　こういうのはできるだけはっきりしておかないと、後あと々あと裁判でずる賢がしこい弁護人に突つっつかれたりするもんですから」

「うーん、詳しい時刻ねえ。昨晩は鬼山さんと俺ら四人でずっと飲んでましてね。……何時ごろまでだったっけ？」

　と、松井は竹柴と梅田に振り返った。

「ああ、確か十一時半過ぎまででしたね」と、梅田。

「……だそうですよ刑事さん。俺はその後トイレへ行ってさっさと寝ね床どこに入りました。それからちょっと経たってからですね、銃声が聞こえたような気がしたのは」

「となると、やはり午前零時過ぎということですか。竹柴さんと梅田さんはどうですか？」

「わしは銃声なんて聞いた覚えはないなあ」と、梅田。「わしの寝てた部屋は、鬼山さんの寝室からも少し距きよ離りがあったしなあ。竹柴さんはどうだい？　確かあんたの部屋は松井さんの隣となりだっただろ？」

「う、うーん……。そ、そんなはずはないと思うんだがなあ」竹柴はやや困ったような口調で答えた。「私は寝付けなくて結構夜遅おそくまで起きてたんだが、銃声なんて聞いた覚えはないよ。松井さん、やっぱり落雷の音でも聞き間違えたんじゃないかい？」

「え、なんだって。竹柴さんも聞き覚えがないのかい？　そんなバカな、あんただって散弾銃の銃声は聞き慣れてるから分かるだろう、あんな甲高い銃声を雷と聞き間違えるわけがない。昨夜は確かに銃声がしたはずだ」

　松井はすこしムキになって答えた。

「そ、そうかい？　だとするとやっぱり私が聞き逃のがしただけなのかもしれないなあ。夜中まで起きていたつもりだったが、うつらうつらしてたしなあ」

「はあ、そうですか……」

　三人の証言があまりアテにならないことを悟さとってがっくりしたのか、因幡刑事が肩かたを落とした。

　俺にとっては好こう都つ合ごうだ。松井が銃声を聞いたと言い出したときはびっくりしたが、やはりあの時刻を選んで正解だったようだ。

「天木さん、あなたはどうですか？　あと、妹さんも」

　と、因幡刑事は俺たちの方を振り返った。

　よし、誤ご魔ま化かすぞ。

「いいえ。昨晩は一時ぐらいまで起きてましたけど、そんな銃声は聞いた覚えがありませんよ。由美もそうだろ？」

　由美は少し言い辛そうに、

「私はもっと前に寝ちゃったから……」

「はぁ、分かりました。ところで、昨晩皆さんは午前零時以降はご自分の部屋におられたということでいいんでしょうか？」

　全員が頷いた。

　つまり、誰だれも自分のアリバイを証明できないというわけだ。これもまた俺にとっては想定通りである。

　次に因幡刑事は、全員の指し紋もんをとらせてもらいたいと申し出た。あくまで任にん意いということだったが、こんな状況では断るわけにもいかず、結局俺たち全員の指紋が取られることになった。

　刑事のごつごつした手に指を摑つかまれ、〝捜そう査さ終了後、この指紋は破は棄きする〟という旨むねの但ただし書きが書かれた紙に押おし付けられるというのは、なかなかに珍めずらしい体験だった。

「どうも、ご協力ありがとうございます。ではとりあえず天木さん、あなたの妹さんはもう部へ屋やに戻ってもらって構かまいませんよ」

「そりゃどうも」

　俺はすぐさま由美を伴ともない、さっさとその場を去さろうとした。

　しかし、俺の背中に再び因幡刑事が声をかける。

「ああ、ちょっと申し訳ないんですが、妹さんを送ったらあなたはまた戻ってきてくれませんか。まだ皆さんには聞きたいことがありますんで」

　また心臓がドクンと大きく脈みやく打うった。なぜ俺だけ？

　いや、落ち着け。大方叔父おじの人間関係なんかについて聞きたいだけだろう。それに、聞きたいことがあるのは俺だけじゃない、あの松竹梅の三人もだ。俺を疑ってるとか、そういうわけじゃない。

「……分かりました。由美を部屋まで送ったらすぐ戻ってきます」




　　　　◆




　由美を自室まで連れて行き、とりあえずベッドに横にさせた。

「ありがとう、お兄ちゃん。ごめんね、今日は誕たん生じよう日びだっていうのに、私こんなになっちゃって……」

　その一言で、今日俺が成人になったことを思い出した。

「気にするなよ。誕生日なんてどうでもいいし、由美が責任を感じるようなことは一つもない。あんなものを見ちまった後じゃ仕し方かたないさ。とにかく今は休め。な？」

「うん……」

　由美が目を閉じる。だが、その相そう貌ぼうにみるみる涙なみだが溢あふれてきた。

「なんで……なんでこんなことになっちゃったんだろうね……。お父さんやお母さん、おばあちゃんに続いて、今度は叔父さんまで……」

　かける言葉が見つからなかった。まさかそこまで思いつめていたとは。

　そりゃまあ確かに、親おや父じとお袋ふくろ、祖母に続いて叔父まで亡なくなったとなれば、運命めいたものを感じるだろう。しかし、親父とお袋は叔父に殺されたのだし、祖母は老ろう衰すい、叔父を殺したのは俺なのだ。運命も神サマも介かい在ざいする余よ地ちはない。由美が心配するようなことは何一つないのだ。俺はそのことを知っている。
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　できれば由美に真相を教えて安心させてやりたかった。だが、そんなことはできなかった。

「ねえ、お兄ちゃんはどこかへ行っちゃったりしないよね？」

　俺が黙だまっていたせいだろう、不安に駆かられてか由美はそんなことを言った。

「……当たり前だろ。なにバカなことを言ってるんだ」

「うん。ごめん、変なこと言って。

　お兄ちゃん、あの刑けい事じさんに呼ばれてるんでしょ？　私はもう大だい丈じよう夫ぶだから、行ってきて」

「分かった。後でまた戻ってくるからな」

　俺は由美の頭を撫なでてから、部屋を出た。




　まさか由美の不安が的中することになろうとは、この時点ではまったく思いもしなかった。




　　　　◆




　リビングへ戻る途と中ちゆう、廊ろう下かで何人もの警官とすれ違ちがった。

　家の中はもう本当に警官だらけだった。

　こうなると、部屋に隠かくしたあの薬やつ莢きようのことが気になってくる。もしあんなものが警察に見つかれば俺もタダではすまないだろう。しかし警官がウロウロしているこの状じよう況きようで下手へたな動きをするわけにはいかない。なんとかうまいこと処しよ分ぶんするタイミングを見つけなければならない。

　まあとにかく今は因幡刑事の追つい及きゆうから逃のがれることが肝かん心じんだ。

　俺は呼吸を整ととのえ、想定される質問の回かい答とうを頭に思い浮うかべながら、リビングへと戻った。

　俺の姿を見つけると、早さつ速そく因幡刑事が声をかけてくる。

「妹さんは落ち着きましたか？」

「ええ、おかげさまで」

「それは何よりです。では、これで四人そろったわけですし、一つだけ皆さんに聞いておきたいことがあるんですが──」

　と、因幡刑事は鋭い視線で俺と松竹梅の四人を見回した。なんだろう、由美を除のぞいた俺たち四人に聞きたいことというのは。

「色々お話を伺うかがう限り、鬼山さんとあなた方は、かなり親しい間あいだ柄がらだったわけですよね？」

　反論する者はいなかった。

「そうなると……どうも引っかかるんですよねぇ。

　その鬼山さんがあんな無む残ざんな殺され方をしたんですよ。なのに、なぜ悲しんでいるのがあの女の子一人だけなんでしょう？」

　不ふ意い打うちだった。

　あまりにも唐とう突とつな、それでいてごく当たり前の質問。叔父が殺されたのになぜ悲しんでいないのか？　因幡刑事の疑問はもっともだった。もっともすぎて、咄とつ嗟さに何も言い返せないほどだ。この刑事、無表情な顔をしながらいきなり核心を突いてくる。

　ただ、一言も返せないでいるのは、俺だけではなかった。残りの三人もまた、俺と同じように硬こう直ちよくしていた。

「こ、心の中では泣いてるんですよ」

　わずかな沈ちん黙もくの後、ようやく竹柴がそんな答えを返した。

　しかし、そんなムリヤリな回答で、因幡刑事が納なつ得とくするわけがなかった。

「竹柴さん。今お答えするまでにずいぶんと間がありましたが、何か意味でもあるんでしょうか？」

「そ、そんな。いえ、別に深い意味なんてありませんが」

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ刑事さん」

　そのとき、梅田が上うわずった声で口を挟はさんだ。

「話から察するに、まさか我々の中に犯人がいるとでも言うつもりじゃないでしょうね？」

　因幡刑事は平然とした態たい度どを崩くずさなかった。

「いえ、そのまさかですよ。被ひ害がい者しやの部屋には荒あらされた様子はまったくありませんでした。この家に誰かが侵しん入にゆうしたという形けい跡せきも、現時点ではまったく見つかっちゃいません。状況からいって被害者を殺したのは、昨晩この家にいた誰かであると考えるのが妥だ当とうだとは思いませんか？　それだけじゃありません、天木さんを除く皆さんは、今も部屋に散さん弾だん銃じゆうを置いてるんでしょう？　その上アリバイもないとくれば、残念ですがあなた方が無実であると考えるには少々根こん拠きよが薄はく弱じやくだと言わざるを得えんでしょうな」

「ちょっと待ってください」と、俺は口を挟んだ。「そういうことなら俺には関係ないんじゃないですか。俺は散弾銃なんて持ったこともありません。叔父がクレー射しや撃げきをやってたことすら知らなかったんですよ」

「昨晩、この家には少なくとも四挺ちようの銃があったんですよ。あなたがそのどれかを拝はい借しやくして撃うったという可能性は否定できんでしょう」

「そ、それはそうですけど……」

　俺はまた言葉を失うしなった。実際、その通りなのだから。

「まだご不満そうですが……まあ勘かん弁べんしてください。我々警察は、ありとあらゆる可能性を検討しなければなりませんので。少し言いにくいんですがね、昨晩この家にいた以上、あなたの妹さんにだって疑うたがいがないわけじゃないんですよ」

「ま、待てよ！　あいつはまだ子供だ！　散弾銃で人を殺すなんて絶対に有り得ない！」

「アメリカじゃ未成年者が散弾銃で人を殺したなんて例はいくらでもありますよ。でもまあ、そんなに熱くならないでください。さっきも言いましたが私は可能性の話をしてるだけです。警察ってのは人を疑うのが仕事ですからね、一応はどんな可能性でも検けん証しようせにゃならんのです。まったく因いん果がなもんですよ」

　少し見通しが甘あまかったかもしれない。

　叔父の死を悲しまなかった──たかがそんなことで疑いの目を向けられ、由美さえも犯人扱いだ。

　やはり、もう少しアリバイ作りでもしておくべきだったかもしれない。

「ではみなさん、色々とご協力ありがとうございました。今はもう結構です。銃をお持ちの方だけは、この後すぐにでも提出していただければ幸いです。

　あと、この後も一いち応おう各自部屋にいてくださると助かるんですがね。いえ、別にみなさんを拘こう束そくする理由はまだ何もありませんがね。まあできれば、いつでも我々の質問に答えられる場所にいていただけると、色々と捜査がはかどるものですから」
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　とりあえず俺は由美の部屋へ様子を見に行ってみた。

　しかしまだ午前中とはいえ相当精神的に疲ひ労ろうしていたらしく、由美は穏おだやかな寝ね息いきを立てて寝入っていた。傍そばにいても何かしてやれるわけでもないし、起こしてしまうかもしれない。仕方なく俺は自室に戻ることにした。

　さすがに、俺のいない間に部屋を捜そう査さされた様子はなかった。今のうちにあの薬やつ莢きようをなんとかしたいところなのだが──。

　因幡刑事は、どうみても俺たちの中に犯はん人にんがいると考えているようだ。いや、事実その通りなのだが。

　仮に、俺が因幡刑事の立場だったとしよう。犯人はこの家の住人の誰かのはずだが、今のところ、その行動を束そく縛ばくすることはできないでいる。その代わり、できるだけ外出は控ひかえるようクギはさした。

　とするとだ、こんな状況で外出しようとするヤツがいれば、真まっ先さきに疑われるだろう。尾び行こうの一つもつけるかもしれない。

　結局、俺は薬莢をいつまでも処しよ理りできないことに不安を覚えつつ、無意味に時をつぶすしかできなかった。

　なに、この部屋を漁あさらない限りは警察も俺を逮たい捕ほできないだろうし、逆に俺の部屋を漁るには俺が犯人だとする証しよう拠こを探さがし出さなければならない。とにかく今は下手な行動をとらず、じっと黙だまっていればいい──。




　……そのはずだった。




　時計の針が正しよう午ごをさし、いい加か減げん腹も減へり始めたころ、コンコンとノックする音がした。

　由美が起きたのかと思い、ドアを開けてみると、

「すいません、ちょっといいですか？」

　落らく胆たんする。羽田刑事だった。それにもう一人、鑑かん識しきらしい人を連つれている。

「……今忙いそがしいって断っても俺にいいことなんてないんでしょうね？」

「まあ、率そつ直ちよくにご協力いただけると助かるんですが」

「分かりましたよ、なんですか？」

「実は事件現場なんかでいくつか髪かみの毛を採さい取しゆしましてね。念ねんのために照しよう合ごうしておきたいんで、天木さんのＤＮＡを採取させて欲ほしいんですが」

　そうきたか。

　髪の毛。別に大した問題じゃない。俺はこの家の住人なのだから、どこに髪の毛が落ちてたって不ふ思し議ぎでもなんでもない。

「いいですよ。どうすればいいんですか？」

「口を開けていただけますか？　すぐ済みますので」

　隣となりにいた鑑識が、綿めん棒ぼうを手に言った。

　口を開けると、その鑑識は右頰ほおの裏うら辺あたりに綿棒を軽くこすりつけた。なんともくすぐったいような変な感かん触しよくがあったが、すぐに終わった。

「どうも、ご協力感謝します」

「由美にも同じことをやるつもりですか？」

「ええ、できれば」

「由美は今寝てるんです。後にしてくれませんか」

「ああ、そうでしたか。分かりました、少なくとも起こさないようにはしましょう」

　気のない返事だった。

　不満はあったが、この場はそれで妥だ協きようするしかなかった。




　それからしばらくは何もなかった。

　昼になると、もう起きたのか、由美がやってきた。あの小太りの梅田が気を利きかせてとってくれたというソバの出で前まえを由美と一いつ緒しよに食べた。梅田はやはり見た目通り食べ物のことにはうるさいらしい。ただし、誰とも顔を合わす気にはなれなかったので、俺の部屋で食べた。

　昼食が終わると、由美は自室へ戻もどった。なんでも、学校の課題があるのだという。こんな状況で課題なんてやる必要などないと思ったが、それで気が紛まぎれるのならいいだろう。

　俺は大してやることもなく、だらだらとメールを交こう換かんしたりして時間を潰つぶしていた。

　再びノックの音がしたのは、午後三時ごろだった。

　またあの刑けい事じかと少し苛いら立だちながらドアを開けると、そこに立っていたのはひょろりと背の高い客の一人だった。

「ああ、竹柴さん……でしたっけ？　何か？」

「すいません突とつ然ぜん。あの刑事さんがまた事じ情じよう聴ちよう取しゆってヤツを始めたんですよ。今度は私たちを順番に一人ずつ呼んで。それで、次が天木さんということなんで呼びにきたんですが」

　刑事というのは本当にしつこい。一体どれだけ手て間まを取らせれば気が済すむんだ。

「そうですか。分かりました、すぐ行きます」

　俺はさっさと部屋を出ると、リビングへ向かった。

　そこには例によって因幡・羽田の刑事コンビが待ち構えていた。

「ああ、天木さん。すいません、もう二、三訊ききたいことがあるんですが」

　他人の迷惑なんぞまったく考慮してないような平気な顔でいう。俺はため息を一つ吐いてから、

「分かりましたよ、なんですか。もう手っ取り早く済ませてください」

「恐きよう縮しゆくです、では早さつ速そく……。ええと、あなたは昨晩の午前零れい時じごろはずっと自分の部屋にいたそうですね？」

「そうです」

「何をしてたんですか？」

「寝ようとしていたに決まってるじゃないですか」

「でも、あなたは確か午前一時ごろまで起きていたと言っていたじゃないですか。すると一時間ぐらい眠ねむれずにいたんですか？」

　しまった。そういえば確かにそんなことを言ったな。

「……すぐに寝付けなかったんで、眠くなるまで友人とメールをしてたんですよ。疑うんなら調べてみてください」

「いえいえ、別に疑ったりしてませんよ。しかし、メールのやり取りを一時間も続けておられたわけですか？」

「そうです。変ですか？」

「いえ、分かりますよ。私は見ての通り古い人間なんで携けい帯たいなんて電話にしか使ってないんですがね、こっちの羽田なんかは暇ひまさえあればしょっちゅうメールをやってますしね」

　因幡刑事は傍かたわらの羽田を睨にらんだ。だが慣なれていることなのか、羽田は肩かたをすくめただけだった。

「じゃあ次に行きましょう。被ひ害がい者しやの鬼山和俊さんのことなんですが……。彼はあなたの保護者ということになってるんですよね？」

「そうですけど」

「こうお訊たずねするのもなんですが、あなたとの仲はうまくいっていたんでしょうか？」

「……どういう意味ですか？　なんかさっきから話を聞いている限り、まるで俺を犯人扱あつかいしてるようにしか見えないんですが」

「いえいえ、そんなことはありませんよ。ああ、私の態度が不ふ遜そんに見えたのでしたら謝あやまります。言いい訳わけになるとは思えませんが、私は誰に接するときもこんな感じなものでして。それからこれも申もうし上げておきますが、確かに私からすればあなたも容疑者の一人です。ですが他の三人に比くらべれば、あなた方兄妹のことはそれほど疑ってないんですよ。状況からして、犯人は散さん弾だん銃じゆうの扱いに慣れていた人間でしょうし」

　どうもこの刑事がいうと、頭から信用することができない。

「むしろ、私も言わせてもらいたいんですけどね天木さん。あなた何か我々警察に含ふくむところでもあるんですか？　今日お会いしてからというもの、あなたの我々を見る目にはどうも警けい戒かい感かんが強すぎるような気がするんですがね」

「そ……それは、こんな状じよう況きようじゃしょうがないでしょう。朝起きたら叔父おじが死んでて、いきなり警察がやってきて、で今度は容よう疑ぎ者しや扱いです。それに叔父を殺した犯人が近くにいるかもしれないんでしょ、こんな状況で警戒するのは当然じゃないですか」

「なるほど、それはごもっともな意見ですな。確かにおっしゃる通りです、あなたには守らなければならない妹さんもおられますしね」

　鋭するどい眼がん光こうで俺をじっと見つめる。

　叔父を殺やった真犯人は俺なのだ。その負い目があるためか、そういう鋭い視線で睨にらまれるとどうも落ち着かない。

「質問、続けていいですか？」

「……どうぞ」

「殺された鬼山さんに、恨うらみを持ってるような人物について何かご存知ありませんか？」

「さあ、どうでしょうね。叔父は滅めつ多たに家にいない人でしたから。ただまあ、よく人の悪口を言ってたのを耳にはしましたから、探さがせばいくらでも出てくるんじゃないですか、恨みを持った人なんて」

「ほほう。あなたの叔父で、その上保護者でもある人のことなのに、ずいぶんな評価ですねえ」

　また俺は言葉に詰つまってしまった。

「……必ずしも全すべての保護者がいい保護者であるとは限らないでしょう」

「ほう。鬼山さんはあまり面めん倒どう見みはよくなかったということですか？」

　そしてあっさりと揚あげ足あしを取られる。

　なんてザマだ、俺はこの程度の人間だったのか。ここは涙なみだながらに叔父はいい人だったと言うべきところではないのか。これでは自分に動どう機きがあると言っているようなものだ。

　一つ二つこの刑事に痛いところを突かれたからといって、ここまで墓ぼ穴けつを掘ほることもないだろうに、まったく自分の浅はかさが嫌いやになる。

「……叔父は良く言って放ほう任にん主しゆ義ぎ者しやでしたからね。俺たちには生活費だけ渡わたしてあとは毎日好き勝かつ手てにどこかへ出かけてましたから。ただ、外で誰と何をしてたかについてはさっぱり分かりません」

　いっそここですべてをぶちまけてやりたい衝しよう動どうに駆かられる。あの男が俺の両親を殺したということを。あの男が、思い出したくもない、脱だつ衣い所じよで何をしていたかを。

「なるほどなるほど。参考になりました。結構です、ご協力感謝します」

「そうですか。で、俺はもう戻っていいんですか？」

「いえ、それがその……非常に申し上げにくいんですがね」

「……まだ何かあるんですか？」

　本当に刑けい事じというのはしつこい。一体いくつ質問をすれば気が済むんだ？　俺は半ばムキになってしまった。

　しかし因幡刑事は相変わらず平然とした態度を崩さない。

「とりあえず、我々も一通りの捜そう査さはしましてね。私は一度署しよに戻ろうと思ってるんですが」

「そうですか。それが俺と何か関係あるんですか？」

「ご同行願いたいんです、あなたに」

　一いつ瞬しゆん、呼吸することさえ忘れた。

「……どういうことです？　なんで俺が警察まで行かなきゃならないんですか」

「ご存知かもしれませんが、重要参考人には署で詳くわしい事情を伺うかがうことになってるんです」

　待て。ちょっと待ってくれ。

「回りくどい言い方をしないでくださいよ！　重要参考人ってどういうことですか！」

「言わなきゃ分かりませんか？　つまり、あなたに重大な容疑がかかっているということです」

　急に脈みやく拍はくが早くなったような気がする。あまりにも思いがけない言葉の連続に、頭がついていかない。

　俺は因幡刑事の言葉の意味を理解しようと必死で動どう揺ようを抑おさえ込んだ。

　重要参考人？　俺に重大な容よう疑ぎがかかっている？　ちょっと待てよ、それは一体どういうことだ？

　なぜ俺なのだ？　現場には何も痕こん跡せきは残していないはずだ。唯ゆい一いつの証拠はまだ俺の部屋の本の中に眠っている。俺が割り出せるはずはない。

　それとも何か、これまでの事情聴取で、俺が犯人であることを明めい示じするようなセリフを口にしてしまったのか？　いや、それもないはずだ。俺が証言したことといえば、昨晩のアリバイと叔父の人間関係ぐらいしかないのだから。

　なのに、なのになぜ今、俺に〝重大な容疑〟なるものがかかっているのだ？

　羽田刑事が、一歩俺に近づいた。

「ご同行、願えますね？」

「ふ、ふざけるな！」

　思わず叫さけんだ。

「なんで俺が警察まで行かなきゃならないんだよ！　俺に容疑がかかってるだって!?　じゃあまずその証拠を見せてみろよ！　でなけりゃ警察なんか絶対行かないぞ！」

「まあまあ、そう熱くならないでください天木さん」

　因幡刑事と同様、羽田刑事も鉄てつ面めん皮ぴを外そうとしなかった。

「あなたが潔けつ白ぱくというならそれはそれで結構じゃないですか。わざわざムキになって怒る必要なんてないでしょう。署しよに来てもらってから、あなたの潔白振りを存ぞん分ぶんに主しゆ張ちようしてくださればいい。

　しかし、現げん時じ点てんであなたに重大な容疑がかかっているのも事実なんです。もちろんあてずっぽうで言ってるわけじゃありません、ちゃんと証拠もあります。ただ、この家にはあなたの妹さんもおられますし、そういうことについて話すのはいささか不ふ適てき切せつでしょう？　ですから一度署まで来ていただきたいんですよ。大丈夫、署に来るだけで前ぜん科かが付いたりなんてことはありません。あなたが本当に潔白であるなら、署で話をするぐらいなんの支し障しようもないでしょう？」

　たくみな口調で俺の逃げ道を塞ふさいでいく。

　なぜこうなってしまったのだろう。俺が立てた計画は、そんなにもずさんだったのか？
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　そこは、小さな部屋だった。

　大小の机つくえが一つずつあり、大きな机の方には椅い子すが二つ対ついになって置かれている。俺は因幡刑事と向き合う形でその椅子に座すわらされていた。

　テレビで見たまんまの取とり調しらべ室しつだ。まさかこんなところに自分が入ることになるなんてまったく思わなかったが。

「ガンロッカーって、ご存ぞん知じですか？」

　因幡刑事の最初の第一声はそれだった。

「……銃を入れるロッカー、じゃないんですか？」

「そうです。銃を所持する場合、そのガンロッカーに保管することが法律で義ぎ務む付けられてましてね。被害者の鬼山さんの部屋にも置いてあったんですが、ご存知ありません？」

　なんと答えるべきか。知らなかったとしらばっくれるべきなのだろうか？　いや、同じ家にいてロッカーのことにすら気付かなかったという方が不ふ自し然ぜんだ。

「叔父の仕事部屋にロッカーが置いてあることは知ってましたよ。銃を入れてたなんてことは知りませんでしたが」

「そうでしたか。それでですね、昨晩、この家には少なくとも五挺ちようの散弾銃があることが分かってるんです。松井さん、竹柴さん、梅田さんの三人が持っていた銃と、それから被害者の鬼山さんは二つの銃を所持してましてね。計五つです。

　それでですね、その鬼山さんが所持していた銃のうち、片方は鬼山さんの寝しん室しつに置いてありました。整せい備びの途と中ちゆうだったのかもしれませんな。ですがもう一つの銃は、そのガンロッカーに保管されてたのを見つけましてね。ガンロッカーにはカギがかけられていたんですが、そのカギ自体は探さがせば簡かん単たんに見つかるようなところにあったんですよ。つまり、犯行はそのガンロッカーに保管されていた銃が使用された可能性が否定できないんです。ま、今のところは可能性でしかありませんがね」

　しまった。そんなことならあのカギ、事が済んだ後でもっと分かりにくい別の場所に隠しておけばよかった。後悔先に立たず。

「……それが俺となんの関係があるんですか？」

「まあ聞いてくださいよ。それでですね、私も試しに犯人になったつもりでガンロッカーを開けて銃を取り出そうとしてみたんですよ。ただ、そのロッカーというのは部屋の隅すみっこのずいぶん暗いところに置かれてましてね。

　おまけにロッカー内の上の方に、小さな棚たなが付いてましてね。私なんかそのことに気付かず銃を取ろうとしたものですから、ついついガツンと頭をぶつけてしまいまして」

「…………」

　さっきから急に寒気を感じるのはなぜだろう。

「それでですね、ふと思い出したことがあるんですよ。ご存知ですか、人間の髪かみの毛ってヤツはほっといても一日に……ええと、何本だったかな。まあいい、とにかく五十本ぐらい抜ぬけるそうなんです。でまあ、そういう抜けた髪の毛は何かのきっかけがあれば床ゆかに落ちるわけですよ。だから鑑かん識しきに調べさせたんですよ、ロッカーの中に毛が落ちてないかとね。

　もうぼちぼちご理解いただけてると思うんですがね、出たんですよ、天木さん。あなたの髪の毛が」

　……きっと今、俺の顔は凍こおりついたように硬こう直ちよくしているに違ちがいない。

　もっと平然とした態度を取るべきだとは思ったが、顔も体も動かなかった。

「天木さん。あなたさっきこう言いましたよね？　ロッカーがあることは知っていたが、その中に銃じゆうがあることなんて知らなかったと。おかしいじゃないですか、ガンロッカーの中にはあなたの毛もう髪はつが入ってたんですよ。中身だってご存知のはずです」

「……し、知りませんよ、そんなこと。俺はロッカーなんて知りません、その髪の毛だって、風か何かでロッカーの隙すき間まから入ったんじゃないんですか。大体、いつ入った毛なのかも分からないんでしょ」

「いえ、それがですねえ。髪の毛ってのは抜け落ちてしばらくすると色々と変化が出てくるそうなんですよ。まああんまり専門的なことはよく分からんのですが、抜け落ちると毛もう根こんが乾かん燥そうするとか色々あるそうですから。で、鑑識から聞いた話によると、少なくともその髪の毛は二十四時間以内に抜け落ちた髪だっていうんですよ」

　……なんてこった。

　甘あまく見ていた。そんなところから瓦が解かいするとは。警察が俺を疑うのも無む理りはない。

　だが引き下がるわけにはいかない。死んで当然の人間を殺した罪で牢ろう屋や行きなんて、あまりにも馬ば鹿かげている。

「叔父の体に俺の毛がついて、それが落ちたとか、説明のつく理由なんていくらでもあるでしょう」

「なるほど、ごもっともです。ただまあ、考え付く理由をいくら考え付いたとしても、それであなたの容疑が晴れるわけではないんですよね。それに、もう一ついいですか？　天木さん、あなた携けい帯たい電話をお持ちでしたよねえ」

「……持ってますけど、何か」

「それで、昨晩は午前一時までメールをしていたとおっしゃいましたよね？」

「そうです」

「真に失礼なことですが、電話会社に問い合わせて、あなたのメールの送信記録を色々と見せてもらったんです。そしたらね、奇き妙みようなことが見つかりまして。確かにあなたは昨晩の午前零れい時じから一時にかけて、かなりの数のメールを送受信してたことが分かりました」

「それがなんだっていうんです？」

「そのメールなんですがね、ある時刻だけ、あなたがまったく送受信してない時間帯があったんです。昨晩の零時半から四十五分までですがね。その十五分間、あなたは一いつ切さいメールのやり取りをしていない。一体なにをやっていたんですか？」

「そ、それは……。ちょっとトイレに行ってただけです」

「ほう、トイレに。別にトイレにこもっててもメールぐらいできそうですけどね」

「俺がトイレで何をしようと勝手じゃないですか！　それに、俺がメールの送受信をしてないからなんだっていうんですか！」

「ええ、そのことなんですがね。

　司法解剖の結果が出ましてね。やはり被ひ害がい者しやが亡なくなったのは昨晩の午前零時から一時の間ということになりました。

　あと、松井さんの言葉を覚おぼえてますか？　午前零時過ぎ、散さん弾だん銃じゆうの銃声を聞いたってヤツです」

「……覚えてますよ。でも、隣となりの部屋で寝ねてた竹柴さんは聞いてないっていってたじゃないですか。そんな証しよう言げんアテになりませんよ」

「いえ、それがですね。色々と事情を聴きいてたら、竹柴さんも思い出してくれたんですよ。やっぱり銃声が聞こえた、間違いないってね。時刻もほぼ零時半ごろだったと証言してくれたんです。つまり、あなたが部屋にいなかった時刻と一いつ致ちするわけです。天木さん、もう一度訊ききますが、あなたそのとき一体どこで何をしてたんですかね？」

「そ、それは……」

　思わず答えあぐねていると、突然羽田刑事が入ってきた。

「警部。許可がおりましたよ」

　手に一枚の書しよ類るいを持っていた。因幡刑事はそれを受け取ると、表情を微み塵じんも変えずに俺に向き直った。

「まあそんなわけであなたに幾いく分ぶん容疑がかかっていることは理解していただけたと思うんです。それでですね、あなたの部屋と所しよ有ゆう物ぶつ一いつ切さい合がつ財さいについてちょっと調べさせて欲ほしいんですよ。ま、家か宅たく捜そう索さくってやつですね」

　血の気が引いた。それは俺が一番恐れていた事態だった。

「じょ、冗じよう談だんじゃないですよ。そんなことで部屋を荒あらされたくなんかありません、拒きよ否ひします」

「ま、そうおっしゃられるんじゃないかとは思っていました」

　因幡刑けい事じは、さっき渡わたされた書類を俺に見せた。

「今さっき許きよ可かが下りましてね。なんだか分かります、これ？　捜そう査さ令れい状じようってやつですよ。あなたのお部屋を捜索させてもらうことはすでに決定事じ項こうになってるわけでして」

　……ああ、なんだ、所しよ詮せんこういうことか。

　家宅捜索の令状なんてものが五分やそこらで出てくるわけはないだろう。つまり、警察はとっくの昔から俺を疑っていたわけだ。わざわざヘタな抗こう弁べんなんざする必要もなかったな。

　何が完全犯罪だ。結局のところ、二十歳はたちそこそこの若造に、警察を出し抜ぬくなんて無理な話だったってわけか。




　　　　◆




　そして、ほんの一時間も経たたないうちに。

　因幡刑事は珍めずらしく勝ち誇ほこったような表情を浮うかべて、再びこの取調室へやってきた。

「申し訳ありませんね、天木さん。出ましたよ、薬やつ莢きようが。それも血の付いてるやつが、あなたの部屋からね」

「……そうですか」

　あんな場所に隠かくしておいた薬莢を見つけることなどできないはず──。

　かすかに残っていた俺の希望は、あっさりと砕くだかれた。恐おそらくその血は叔父のものだろう。昨晩、叔父の死を確かく認にんしようとしたときにでも付着したに違いない。

「私も詳くわしいことはよく分からないんですがね、散弾銃ってのは薬莢さえあればどの銃で撃うったかをある程度特定できるらしいんですよ。ま、恐らくはあなたの毛髪と一緒にガンロッカーに入っていた銃だとは思うんですけどね。今は血けつ痕こんと一いつ緒しよに鑑かん定ていに回してるんで、あとはその結果待ちなわけですが……できればその結果が出る前に、あなたの自供でもいただけると助かるんですがね」

　ため息が出た。

　なんだ、散弾銃でも撃った銃の特定はできるのか。旋せん条じよう痕こんだの硝しよう煙えん反はん応のうだのを必ひつ死しに調べてきた自分がバカバカしくなるな。

「天木さん。死人についてあれこれ言いたくはないんですがね、我々は殺された鬼山という男についても色々と調べてみたんですよ。まあたった半日ですから、あまり細かいとこまで調べたわけじゃないですがね。税金とかその辺へんです。

　まあ一言でいうと金に汚きたない男ですな。バブルのときに土地投とう機きで一ひと儲もうけ、その後の不景気でずいぶん資産を減へらして危あぶないところまでいったようですが、何年か前にどこからか資金を調達してきて、また投資に成功して今に至いたる、と。

　最近は、発展性のある中小企き業ぎようの株を大量に買い付けている……というところまではいいんですが、その後でその会社に取引先やら受注先やらを変へん更こうさせたりと、ずいぶん勝かつ手てにやっていたのは少々いただけませんな。人の話を聞く限り、乱暴な言動も多かったようですし……まあ、保護者に向いているとは到とう底てい思えませんね。

　それだけじゃないんです。我々は鬼山のパソコンも調べたんですよ。何が出てきたと思いますか？」

「……さあ。なんですか」

「ポルノ画像です。まあそれだけなら今の時代、あんまり珍しいことじゃないかもしれませんがね。問題は、その画像に写うつっていたのが、どうみても十八歳さい未満の少女だったってことです」

「…………」

　あの脱だつ衣い所じよでの奇き行こうを思い出せば、それぐらいのことでは驚おどろけなかった。

「おや、あまり驚きにならない。やっぱりね。

　天木さん。あなた実はこのことを知っていたんじゃないですか。だからあまり驚かないんじゃないですか？

　そして、あなたにはまだ中学生の、可愛かわいい妹さんがいたわけです。私はねぇ天木さん、あなたが妹さんを守るために何をやったのか、想像がつくんですよ」

　日本の警察は優ゆう秀しゆう──一昔前はそんな話をよく聞いた。もっとも、最近はそれも過去のことになりつつあると思ったが、決してそんなことはないらしい。たった半日だぞ。よくまあここまで調べ上げたものだ。

　因幡刑事の話はさらに続いた。

「いいですか天木さん。証しよう拠こはすでに上がっていると言っても過か言ごんじゃないんです。あなたの動どう機きも判はん明めいしてます。もしこのままあなたが否ひ認にんしても、逮たい捕ほ状じようを請せい求きゆうするのは決して難むずかしくない。そうすりゃあなたはダンマリのままでもブタ箱ばこ行きです。

　日本の裁さい判ばんはね、充じゆう分ぶんな動機があって、素す直なおに罪つみを認みとめて、反省する素そ振ぶりを見せればそれなりに刑けいも軽くなるもんなんです。ですが、充分な証拠があるにもかかわらず開き直ったように犯行を否認したりすると、逆に罪が重くなるんです。分かりますか、私の言ってる意味が」

　うまいものだ。俺の心はすでに揺ゆらぎかけている。畳たたみ掛かけるとはこういうことだろう。

　俺が予想していたような、怒ど鳴なりつけたり、脅きよう迫はくしたりというようなことはまったくなく、あくまで俺に同情してるように装よそおっている。

　感かん嘆たんのため息が出てしまうほど、心をゆさぶられる説得じゃないか。おかげでもう、俺もこれ以上否認する気がなくなっちまった。

「……刑事さん。俺も仮の話をしたいんですけどね」

「うかがいましょう。ええ、仮の話としてです。今からあなたが言うことについては、一いつ切さい記き録ろくもしません。おい」

　因幡刑事はそういうと、部屋の隅に置かれていた小さな机で調ちよう書しよを取っていた羽田刑事に目め配くばせした。羽田刑事は素す直なおに筆ふでを置く。

「どうぞ。お話しいただけますか」

「もしあの男に、あなた方のいうような性せい癖へきがあったとしましょう。俺がそのことを知っていて、妹を守るためにあの男を殺したとしましょう。

　でも、俺が今叔父おじを殺した動機として、あの男の性癖のことを挙あげたとしたら、世間はどう見ますかね。叔父を変へん態たいとして断だん罪ざいしてくれるかもしれません。それだけならいいんですが、そうなると今度は数年間叔父と一いつ緒しよに生活していた妹が、世間から変な目で見られることになるとは思いませんか」

「なるほど。おっしゃる通りです。中学生の少女には辛つらいでしょうな。我々警察も鬼おにじゃありません、そんなことは避さけたいものですが。しかし、殺人事件となると、必ず動機も証明しなけりゃならんのですがね」

「じゃあもし俺が叔父を殺した犯人だったとして、他に動機があったとしたらどうですか。たとえば、叔父が数年前にどこからか調ちよう達たつしてきた資金というのは、実は俺の両親の遺産で、さらに両親を殺したのが、叔父だったということが俺には分かっていたとしたら？　人を一人殺すだけの、充分な動機になると思いませんか」

　因幡刑事も、このときだけはさすがに驚いた様子だった。

「……なるほど。それなら確かに充分過ぎる動機と言えるでしょうな。

　あなたのおっしゃりたいことは分かったような気がしますよ。いいでしょう、もしあなたに被ひ害がい者しやを殺した動機が別にあるのだとしたら、あの少女に悪あく影えい響きようを及およぼすような捜査結果については、一切公表しないことをお約束しますよ。

　ただし──そうするためには、あなたがすべてを自供してくれることが前ぜん提ていとなりますがね」

　この刑事の頭の中では、すでに俺が犯人であると断定されているらしい。少し腹は立つが、いまさら抗こう議ぎする気にはなれなかった。

　完全犯罪とやらにまんまと失敗した俺でも、この状じよう況きようではもはや言い逃のがれなどできないことぐらいは分かる。こうなったら、すべてを自白して叔父の罪を白日の下もとにさらすぐらいしかできないだろう。

「分かりました。認めます、叔父を、鬼山和俊を散さん弾だん銃じゆうで撃ち殺したのは俺です」

　俺はすべてを語り始めた。

　よく犯人が泣きながら自じ供きようしているドラマを見たことがあるが、俺はそうはならなかった。

　むしろ湧わいてきた感情は、怒いかりと呼ぶべきものだった。これで俺は殺人犯の烙らく印いんを押おされてブタ箱行きだ。あんな男のせいで。あいつさえいなかったら、あいつが両親を殺さなければ、あいつが保護者にならなかったら、あいつさえいなかったら！

　怒りが俺を駆かり立てた。すべてを語り尽つくす。探たん偵ていに依い頼らいし、両親の死の真しん相そうを再調査してもらったことを。その過程で、叔父がメラトニンとかいう睡すい眠みん薬やくを購こう入にゆうしたことが判明したことを。そして、居い眠ねむり運転はおろか事故一つさえ起こしたことのない親父が、叔父に会った帰りに事故死したことを。

　すべてを語り終えたとき、俺の呼吸は興こう奮ふんのために乱れていたほどだ。だが、不ふ思し議ぎと妙みような達たつ成せい感かんがあった。

　少なくともこれで妹があの男に苦しまされることは二度とない。両親の死も、警察が洗あらい直なおしてくれるかもしれない。

　ただ一つだけ気がかりだったのは、妹に、人殺しの兄を作ってしまったということぐらいだろうか。

「……以上で、すべてですか」

「ええ、そうです」

「結構。ではあなたの自供を、調書としてまとめます。後で確かく認にんのサインを頂いただくことになりますが」

「妹の迷めい惑わくになるようなものでなければ、喜よろこんでサインでもなんでもします」

「ええ、分かってます」

　その後、出来上がった調書には、確かに叔父の性癖については一言も触ふれられていなかった。

「では逮たい捕ほ状じようを請せい求きゆうして、あなたを逮捕させていただくことになります」

「どうぞご自由に。今いま更さら逃にげも隠かくれもしませんから」

「それは助かりますな。ところで、あなたには弁べん護ご士しを頼たのむ権けん利りがあることは知ってますか？」

「……知ってますが、弁護士に知り合いなんていません」

「そうですか。じゃあ──」




　因幡刑事の次の一ひと言ことが、俺の人生を変えることになろうとは、このときは思いもよらなかった。




「──国こく選せん弁べん護ご人にんが付くことになりますな」
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　　十二月十七日午後零時　留置場




「……それが真しん相そうの全すべてか？」

「はい」

　天あま木ぎはハッキリと頷うなずいた。

「そりゃ参まいったな」

　すべての事情を聞き終えたこのとき、間ま違ちがいなく俺おれの顔は石せつ膏こうでも塗ぬりこめたようにぎこちなく硬こう直ちよくしていただろう。

　まさかここまで決定的とは思わなかった。今回ばかりはどうやら俺も年ねん貢ぐの納おさめ時ではないか。どこぞのメガネの目もく論ろ見みどおり、俺の無む罪ざい記録もこれまでか。

　寝ねている人間を撃うち殺し、その後わざわざ死んでいることまで確かく認にんし、おまけにそのことを自じ供きようしてしまっている上に、それを補ほ強きようする証しよう拠こまであるとなってはもう抗こう弁べんのしようもない。

　弁べん護ご士しには有名な格かく言げんがある。

　事実が不利なときは法ほう律りつを叩たたけ。法律が不利なときは事実を叩け。両方とも不利なときは──とりあえず机を叩け、だ。

　今回の場合、事実は圧あつ倒とう的てきに不利。となると法律面で叩くしかないのだが……。かといって正当防ぼう衛えいなんて主張は絶対に通らないだろうし、ここまで計画的とあっては「ついカッとなってやった。今は反省している」などと主張したって誰だれも信用してくれないだろう。これじゃ執しつ行こう猶ゆう予よだって危ないところだ。とてもではないが弁護どころではない。

　せめて犯行がもう一月ぐらい早ければよかったのだ。何が悲しくて二十歳はたちの誕生日に人殺しなんぞするんだ？　未成年者の犯行なら、世間の見る目も対応も色々変わってきただろうに。

　こうなったら警察の捜そう査さや検けん察さつの立証に違い法ほうな手しゆ段だんが用もちいられたと主張するぐらいしかない。つまり、裁判そのものをうやむやにしてやるのだ。

　しかしだ。どれだけ無能であっても、検察にだって多少の学習能力はあるだろう。俺が弁護をする以上、そういう捜査の不備を突ついてくるであろうことぐらい予想しているはずだ。自慢ではないが、なにせ前歴がある。そうこちらの思い通りにはいかないだろう。

　ただ一つだけ、天木の話を聞いて気になったことがある。因幡いなば刑けい事じが殺された鬼おに山やま和かず俊としの性せい癖へきについては黙だまっておくと妙みような取引をしたことだ。

　動機について黙だまっててやると警察が持ちかけるなんて話は聞いたことがない。裁判でその辺へんを指し摘てきしてやれば、多少は検察官の顔を青白くすることができるかもしれない。

　ただし、それをやると鬼山を殺してでも妹を守ろうとした天木こいつの期待を裏うら切ぎることになる。俺への信しん頼らい度どは底の底まで低下するだろう。それで無罪が取れれば俺の名めい誉よは守られるかもしれないが、万が一負けることがあれば俺に鬼き畜ちく弁護士のレッテルが貼はられることは間違いない。

　やはりこの主張はダメだ、無罪が取れるという確信がこれっぽっちもない以上、リスクが高すぎる。依い頼らい人にんを裏切ったという前歴が付けば、今後の仕事にも差さし障さわりが出てくるだろう。さすがにそれはちょっと都合が悪すぎる。

「……あの、山やま鹿しか先生。それでどうしたらいいんでしょうか」

　天木がおずおずと言った。ふと隣となりを見れば雪ゆき奈なも俺の次の言葉を待っている。いささか考えに没ぼつ頭とうし過ぎたらしい。しかし、それだけ考えても何も解かい決けつ策さくが浮うかんでこないとくればどうしようもない。

「うーむ、あー、まあその、なんだな。とりあえず天木さん、あんた他ほかに何か隠かくしてる事情なんかはないのか？」

「……どういう意味ですか？　叔父おじは俺が殺しました。これ以上、どんな事情を伏ふせる必要があるというんですか」

「んー、ああ、まあそりゃそうだな」

　大たい抵ていの依頼人なら、自分に不利になるような事情があれば、たとえ相手が弁護士であろうと伏せておくものだ。それが普ふ通つうの人間の心理だ。

　普通の事件なら、そういう伏せておきたい事情に限って検察側に知られ、後々不利な事態を招まねくことになるのだが、逆に一見すると不利な事情でも何かの拍ひよう子しに形勢を逆転する突とつ破ぱ口こうになる可能性だってあるのだ。

　しかし、確かにここまで開き直ってるヤツが今いま更さら事情を隠すことがあるとは思えん。とすると、今こいつが話したことがすべての真相というわけで、俺はここから突破口を探さなければならないというわけだが……まさに絶望的だな。

「分かった、とにかく事情は理解した。後はこっちでできる限り減げん刑けいに繫つながるよう努力はしてみる」

「よろしくお願いします」

　天木は深々と頭を下げた。いいよな、コイツは。待ってるだけで罪が軽くなるんだから。

「それで俺の方はいいんだが、問題はあんたの方だ。もし今後警察が何か取調べをしてきたら、全部黙もく秘ひで通してもらおう。いいな」

「分かりました。もっとも、警察にも全部事情は話しましたからもう取調べなんてないかもしれませんが」

　ありうる話だ。俺が弁護人になったことを知れば尚なお更さらだろう。

「まあそれならそれでいい。とにかく、これ以上警察に親身になってやる必要なんてないからな、それだけわきまえてりゃいい」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです」

「よし、じゃあ俺たちは一いつ旦たん戻もどるからな。あんたも後は裁判までゆっくり寝てりゃあいい」

「あの、そのことで聞きたいことがあるんですけど」と、天木はいくぶん声のトーンを落として言った。「保ほ釈しやくってヤツがあるんですよね？　一応、ここから出られるようになるっていう……」

「ああ、確かにあるがお前が保釈される見込みは皆かい無むだ。諦あきらめろ。計画的に殺意を持って人を殺して、しかもそのことを自じ供きようしてるような人間が保釈を受けられることはまずありえん」

「そうですか……」

　天木はかなりショックだったのか、しょんぼりと肩かたを落とした。

　はて。殺人罪に問われることさえ恐おそれてなかったヤツが、今更保釈のことでここまで落ち込んだりするものだろうか？

　その疑問に答えたのは、また雪奈であった。

「天木さん、妹さんのことが心配なんですよね？」

　すると天木は頭を上げ、

「ええ、そうなんです。俺が叔父を殺してここにいる以上、あいつはもう一人っきりなんです。刑事さんに聞いたところによると、今は児童所だかの施し設せつにいるらしいんですけど……」

　うわ、めんどくせえ。ひょっとして俺はその妹とやらの世話も見なきゃならんのだろうか。冗じよう談だんじゃない、邪じや魔まな中学生は一人で充じゆう分ぶんだというのに。

「そうですか、それは可哀かわいそうですね……」だが幸いなことに、雪奈は俺と同じ感想を抱かなかった。「ご両親も亡なくなって、お兄さんが逮たい捕ほされて、詳くわしい事情も分からないままどこかの施設に引き取られるなんていくらなんでもあんまりです。

　分かりました、天木さん。とりあえず私が様子を見に行ってみますよ」

　助かった。こういうときは本当に雪奈がいてくれて助かる。

「ええ、是ぜ非ひお願いします。俺は元気にやってるとだけでも伝えてやってください」

「はい、お安い御ご用ようです」

「すいません、何から何まで。よろしくお願いします」

　天木は安心したように深々と頭を下げた。

　一いつ瞬しゆんでも「余計な荷物背負わされるのはゴメンだ」などと思ったことは生しよう涯がいの秘密にしておこう。

「あー、じゃあま、そういうことだから。安心してくれ」

　我ながら蛇だ足そく気味に付け加えると、俺はさっさとこの会話を打ち切ることにした。でないとボロが出る。




　　十二月十七日午後一時　山鹿法律事務所




「──で、その天木の妹のことは雪奈に押おし付けてあんた一人さっさと戻ってきたワケ？」

　いつの間にやら事務所に無断侵しん入にゆうしていた上、勝手にソファを占せん有ゆうしていたそのクソガキは、シャーペンを持つ手を休めてそんなことをのたまった。

「押し付けたとは人聞きの悪い。俺おれは雪奈に厄やつ介かいごとを押し付けたりしないぞ。ただ適材適所というだけの話だ」

「なるほど～。確かにあんたの専門はなじるとかけなすとか罵ののしるとか貶おとしめるとかばっかりだしね。慰なぐさめるとか励はげますなんて無理よね、絶対に」

「分かってくれてなによりだ。ところで、お前こそ一体何をやってるんだ？　見たところ読書してるわけじゃなさそうだし、まさかとは思うが、勉強か？」

「うっ」

　クソガキこと、皐さ月つきの体が硬直した。

「この時期に勉強か。おかしいな、期末テストはもう終わったはずだろ？　冬休みの宿題するには早いし。ははーん、さてはお前──」

　俺は思わずニヤリと笑った。

「追試だな？」

「う、うっさいうっさい！　あたしだってちょっと油断することぐらいあるわよ！　数学でちょっと点が取れなかっただけじゃない！　あの石頭のハゲ教師、教え方が悪いくせに採さい点てんばっかり厳きびしいんだから！」

「で、やっぱり追試なんだな」

「うっ。あーそうよ、追試よ！　文句ある!?」

「いいえ、文句なんざございませんが、俺としちゃあこれから裁判でどうするかを決めなきゃならんわけでしてね、お勉強の邪じや魔まをしちゃ悪いんで、ガキには帰ってもらった方がご都合がよろしいのではないかと思いましてね」

「むかっ。いーわよ、出ていってやるわよ！　こんな小こ汚ぎたないところで勉強やるより、図書館にでも行った方がマシだわ！　ふん、あたしがいなくて裁判に負けそうになったって知らないから！」

　それなら問題ない。お前がいようがいまいが、どっちにしろ裁判は負けそうだ。

　ともかく、こうして俺は邪魔な虫を排はい除じよして裁判の対たい策さくに専せん念ねんできる環かん境きようを作り上げることに成功したのだった。

「でだ、影かげ野の。話は聞いてたんだろ？」

「……一応な」

　俺がそう話を振ると、これまたいつの間にか勝手にソファを占せん領りようしていたヘボ探たん偵ていが、むくりと身を起こした。

「そういうわけで、裁判対策をどうにかしなきゃならん。素す直なおに手伝え」

「別に手伝うまでもないだろ。手っ取り早く余計な苦労をせずに済すませる方法があるじゃないか」
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「聞きたくもないな。どうせ潔いさぎよく白しろ旗はた揚あげろとか、そんなことだろう」

「ああ、当たってるな。ようするに無罪だとか連勝記録だとか、そんなものにこだわらなければいいというだけの話だろ？」

「少しはマジメに考えろ。俺が天木を無罪にしてやらない限り、可哀かわい想そうなそいつの妹は今後ずっと一人で生きていかなきゃならんのだぞ。なんとかしてやろうとか思わんのか」

「似合わねえなあ、そういうセリフをお前がいうと」

「…………」

　確かに自分でも自覚がないわけではないが、少なくとも影野こいつにだけはいわれたくはない。

「まあどっちにしろ、考えるのはお前の仕事だろ」と影野は続けた。「弁護士のお前でさえいい考えが浮かばないんだろ？　そんな難しい問題に俺が助言できるわけがないだろ」

　あ、開き直りやがった。言ってることがもっともなだけにむかつく。

「ああ分かったよ、お前に変な期待をした俺が悪かった。

　ただ一つだけ聞いておきたいことがあるんだがな。天木が依い頼らいしたっつー相あい沢ざわ弘ひろ美みって探偵に面識はないか？」

「ないな。まったくない」

「ちっ。探偵なんてそうそういる人種じゃないんだから、横のつながりぐらいもっと作っとけよ」

「必要があれば作るが、いちいちすべての探偵と繫つながりなんて作ってられるかよ。煩わずらわしい」

　もっともな話である。俺だって弁護士同士の連帯なんてほとんどないし。

「じゃあ影野、その探偵に連れん絡らくを取ることはできないか？」

「それなら簡かん単たんだ。広い業界じゃないのは確かだしな。しかしな、どこの探偵社に勤つとめてるかも分かってるんだから、連絡ぐらいお前にだって簡単に取れるだろ」

「こういうのは同業者に仲ちゆう介かいしてもらった方が何かとスムーズに行くだろ？　今日中になんとか会っておきたいんだが。いや、できればもっと早く。一時間以内にでも」

「また唐とう突とつだな。まあ連絡ぐらい取ってやってもいいが、それでどうするつもりだ？　お前のことだ、どうせロクでもない企たくらみでもあるんだろうが」

「人聞きの悪いことをいうな。なに、大したことじゃない。少し遠いところに調査でも頼たのもうかと思ってな」

「調査？　遠いところに？」

　俺の意図を測はかりかねたのか、影野はいぶかしげに首をひねった。

　しかしこの男は奇き妙みようなところで頭が回る。すぐに薄うす笑わらいを浮うかべた。

「……読めたぞ。警察の目から隠かくすつもりだな？」

　俺は大げさに肩をすくめて否定した。

「とんでもない、なんてことをいうんだ。俺は善良な一市民だぞ、そんな捜そう査さを妨ぼう害がいするようなことをするわけがないだろ。ただ純じゆん粋すいに仕事を頼みたいだけさ」

「まあ口ではなんとでも言えるよな」

「ふん、どうとでも解かい釈しやくしろ」

　まあ本当の狙ねらいは影野の言うとおり、その女探偵を警察の目から隠すことにあったりする。もし彼女に召しよう喚かん令状が手て渡わたされれば、裁判で不利な証言をされてしまうことは回かい避ひできない。しかし召喚令状なんてものは、本人が受け取らなければ効こう力りよくを持たないのだ。

　俺は善良な弁護士であるからして、警察や検察の邪じや魔まをするつもりなんてこれっぽっちもない。だが、運悪くその探偵が仕事のために九州か北海道辺りに出かけているのであれば、非常に残念なことだが召喚令状を受け取ることはできず、裁判への出席義務も生じない。予備審しん問もんの開かい催さい日びも決まっていない今ならそれができるのだ。とにかく俺は何も悪くないぞ。

「そういうことだ、急いで手を回してみてくれ」

「へいへい。まあ電話かけるだけで済むなら素直にやってやろう」

　影野は携けい帯たいを取り出し、どこかへかけ始めた。とにかくこの場は影野に任まかせるとしよう。

　それから十分ぐらい経たっただろうか。影野は携帯から顔を離はなし、開口一番にこう言った。

「悪い話だ」

「け」

　こいつが悪い話だと前置きするときは、本当に悪い話なのだ。

「断られたのか？」

「そうだ。どうもこっちの意図通りにはいかないらしい。すでに警察から圧力がかかってるそうだ。お前の希望には添そえないってよ」

「げ」

　すでに俺のやろうとしていることなどお見通しというわけか？　愚ぐ鈍どんな警察にしてはやけに手が早い。これまでに俺が散さん々さん苛いじめてきたので、いい加減慣れてきたということだろうか。

「ただ、もう一つ話がある。なんでも、そのことでお前に相談したいことがあるんだとよ。もしよければこの事務所まで出向いてくれるそうだが」

　はて。どういうことだろう。

　すでに警察から圧力がかかっている状態で、俺となんの話をしたいというのだ？

　状じよう況きようは今ひとつ鮮せん明めいではなかったが、とにかくこういうときは虎こ穴けつに入いらずんば虎こ児じを得えずである。向こうから話をしにきてくれるというのなら断る理由もない。

「じゃあ来てもらってくれ。今すぐにでも」

「分かった、そう伝える」




　　　　◆




　それからさらに三十分後。

　俺の事務所を訪おとずれた探偵は、天木の話の通り、かなり若い女だった。髪かみをみつあみにして後ろで束たばね、地味な色のスーツを着ている。美人といえるかもしれないが、化け粧しようの仕方のせいか妙みように地味という印象を受ける。ただ、同じ探偵でも影野ほど神経が図太そうには見えない。まあ当然か。

　ただ、もう一つ付け加えるなら──たとえば影野は、普ふ段だんは事務所のソファでゴロゴロしてるヤツだが、どちらかというと外をウロつくことが得意な探偵だ。しかしこの女探偵は、部屋にこもって調べ物をすることの方が得意そうだ。

　とりあえず、こういうのもなんだが、困りごとの調査を任せたくなるような探偵には見えない。

「初めまして、相沢弘美と申します」

　その女はまず教本通り、名めい刺しを差し出した。

「どうも。弁護士の山鹿です」

　名刺交こう換かんなんて儀ぎ式しきは嫌きらいな部類に入る。しかし今回ばかりは俺も素直に名刺を差し出し、互たがいに交換した。この女は俺の味方となりうる存在である。多少は腰こしを低くして接せつする必要があった。

「早さつ速そくですが、なぜ私と話がしたいのか、事情をお聞かせ願えますか」

「はい。影野さんからお話は伺うかがいました。天木さんのご両親の死し因いんの調査をした私に、少し遠いところに行ってもらいたいということだそうですね。裁判へ出席しなくてすむようにと」

　影野め、そこまでストレートに話をしてやがったのか。もし俺の差し金だということがバレたら、また俺は弁護士免めん許きよ剝はく奪だつの危機に陥おちいりかねないというのに。

　俺は頰ほおがひきつりそうになるのを必死に押おさえ、営業スマイルさえ浮かべながら、

「ええ、まあ、そんなようなことだといえなくもないような気がするのにやぶさかでもないといったところでしょうか」

「誤解なさらないでください。私は警察の味方でもなんでもありません。天木さんのためになるんでしたら、喜んで山鹿先生の仰おつしやるとおり、どこか遠いとこにでも行きたいと思ってるぐらいなんです。ただ私が勤めている探たん偵てい社しやの方に、絶対に私を裁判に出すようにと警察から圧力がかかってるらしくて……」

「はあ、なるほど」

　大方予想通りだったというわけだ。

　警察か、あるいはそれを指し揮きしている検察か。とにかく、手の早いことだ。

「相沢さん。確かにそれは残念ですが、すでに警察から手が回されたとあっては仕方ありません。私がした提てい案あんのことは、もう忘れてくださって結構です」

「でも、私としてはやっぱり天木さんの不利になるような発言はしたくないんです。だからといって会社に迷めい惑わくをかけるわけにもいきませんし……」

　妙に天木の味方をしたがるな、この女は。ひょっとしてあれだろうか、なにせ天木もこの女探偵も若いのだ、Ｌ・Ｏ・Ｖ・Ｅでも芽め生ばえたのかもしれない。

「……私が初めて受け持った依い頼らい人にんだったんです、天木さんは」

　相沢はポツリポツリとそんなことを洩もらし始めた。

「数か月前に、ウチの探偵社に天木さんがやってきました。まあ彼は年ねん齢れい的てきにも若いですし、そんなにお金が払はらえるようには見えなかったものですから、新人の私があてがわれたんです。

　でも、私にとっては初めて任された仕事ですから、はりきってやったんです」

「はあ。それはそれは」

　もっともな話だ。

　たとえば弁護士に仕事を依頼するときでも、相手が弁護士歴ウン十年という大おお御ご所しよだったりすると、よほど仕事の内容か報ほう酬しゆうの面で興味を引く事件でない限り、あまり熱心に取り組んでくれなかったりする。逆に、新人の弁護士に依頼を持っていけば、どんなものでも大たい抵ていは張り切って丁てい寧ねいな仕事をしてくれる。もちろん、その熱意が空回りすることもあるが。

「私は天木さんの立場に同情してかなり調べこみました。やっぱり天木さんの両親はあの鬼山って人が殺したとしか思えませんし、心情的には天木さんの味方をしたいんです。ただ、探偵社というのは警察に睨にらまれるようなことがあると色々と大変なものですから、やはり天木さんに不利な証言をせざるを得ないという状況で……。

　それで、是ぜ非ひ弁護士である山鹿先生に相談に乗っていただきたいんです。なんとか証言を回かい避ひする方法はないものかと思いまして」

「ふーむ、なるほど」

　これはこちらにとってはありがたい話というべきだろう。検察側の証人として呼ばれることになってる探偵が、自分から証言をせずにすむ方法を聞きにきてくれたんだから。

　しかし証言を回避する方法なんて、そうあるものではない。なにせ裁判というヤツは証言があってなんぼの世界だ。その証言を拒きよ否ひする方法がそうあっては成り立たなくなる。

　その数少ない方法の一つが、召喚令状を受け取らないことなのだが──すでに警察の手が回ってるとあっては無理だろう。

　一応、他の手段もないわけではないのだ。たとえば、やむを得ない事情があった場合は、裁判所に出席する義務を免まぬがれることができる。

　だがこの〝やむを得ない事情〟というのが実に曖あい昧まいで、たとえば病気なんかがこれに該がい当とうするのだが、風邪かぜぐらいだったら多少無理してでも出て来いと言われることになる。仮に出席できないほどの病気だったとしても、日を改めてということになり、結局は証言台に立たされるのだ。

　というかそもそも、この女が弁護側にとって不利な証人であるということはすでに検察の知るところとなっているのだ。もしここで彼女が証言ができなくなるような事態になったとしたら、真っ先に俺が何か謀ぼう略りやくをめぐらせたのではないかと疑われるに違ちがいない。それこそもし今晩辺りこの女が車にでもはねられるようなことがあれば、警察は真っ先に俺の車を調べにくるだろう。

　それからもう一つ、守しゆ秘ひ義ぎ務むというものに頼たよるという方法がある。職しよく務む上知り得た秘密は人に話してはダメというあれだ。

　しかし守秘義務は、医者や弁護士辺りには厳しく規定されているが、探偵という職業についての法的な規定というのは聞いたことがない。もちろん、依頼を受ける際には守秘義務についても契けい約やくするのだろうが、裁判所命令が出ればさすがに拒きよ否ひすることはできないだろう。これが弁護士と依頼人の会話ならば、たとえ裁判所の命令があっても開示する必要はなしという秘ひ匿とく特権が保障されているのだが。その一方で探偵なんてものは、事務所でも用意して自分を探偵ですと主張すれば簡単になれるものらしいし、そんな探偵に法的な保護があるわけもないだろう。どこぞのぐーたら探偵を見ていればよく分かる。

　ふむ。どうやら結論が出てしまったようだ。お手上げという結論が。

　もはやこの探偵に証言されることを回避する手段はない。こうなったら最後の手段、できる限りこちらの味方に付けておくぐらいのことしかできないだろう。

「相沢さん。あなたのお気持ちはよく分かりました、大変ありがたいことです。しかし、すでに警察の手が回っているとあっては、もう証言を拒否する手立てはありません。裁判では普通に証言してください。私も反対尋じん問もんでできる限り天木さんのためになるような質問をしますから」

「分かりました。先生のお手並みはかねがね伺うかがっております。反対尋問のときは遠えん慮りよなくなんでも質問なさってください」

　といっても、何を反対尋問すればいいのかなんて現時点じゃまったく予想もつかないんだが。

　なにはともあれ、これで相沢との話し合いは終わりだった。あとはどーもどーもとお互いに頭を下げつつ、事務所の外まで見送るしかなかった。

「なあ、影野」

「……なんだよ？」

「この状況で、無罪を勝ち取る方法があったら教えてくれないか」

「だから、俺に聞くなと言っているだろう」

　さすがに俺はあせりを感じ始めていた。

　もう事前に打っておける手はない。まだ無罪を勝ち取れるチャンスがあるとすれば、せいぜい予よ備び審しん問もん中に警察の捜そう査さミス、あるいは違い法ほうな手順を探し出して裁判そのものをうやむやにしてしまうことだろう。

　しかし、すでにさっきの探偵に警察が圧力をかけていたことからも分かるように、検察は俺がそういう手でくることぐらい読んでいるだろう。なにせそういう手段を取ったのは一度や二度ではないのだから。はっきりいって望みは薄うすい。

　こうなったらいっそ、予備審問で無罪を勝ち取ることは諦あきらめるか。

　無罪ではなく、減げん刑けいを狙ねらうのならば、世間の同情を誘さそうという手がある。まず、予備審問で被ひ害がい者しやは殺されて当然の人物だったと主張して、世間の同情を買うのだ。世よ論ろんを味方に付ければ裁判なんぞ意外と楽になるものだ、そうすれば予備審問で負けても公判で無罪──とまではいかずとも、減刑は勝ち取れるかもしれない。

「……ふう」

　──かもしれないのだが、よく考えるとやっぱり無理そうだなあ。

　そもそも、天木が鬼山を殺した動機というのは、両親の仇かたき討うちと妹を守るためということだったらしい。

　確かに、妹の下着に顔を突つっ込んでいる場面を目もく撃げきすれば、殺意の一つも湧わいてくるだろうが、実際にぶっ殺したりしたら、そりゃまあいかんだろう。

　だがもう一つの動機──両親の仇討ちという動機も、今ひとつ説得力がない。

　問題なのは、鬼山があいつの両親を殺したと確信しうる証しよう拠こが何一つとしてないことだ。極きよく端たんにいうと、天木は単なる思いこみで鬼山を殺したともいえる。確かに、第三者である俺にしてみれば、その鬼山という男が本当に殺人を犯すほどの悪人だったのかはさっぱり分からない。

　そんな思いこみで復讐リベンジをやらかした輩やからが、世間の同情を引くことなどできるだろうか？　どうみたって無理に決まってる。裁判で鬼山が天木の両親を殺したと立証することができれば話は別だろうが、警察と私立探偵がこれでもかというほどに調査した事故を今いま更さら洗い直したところで、新しい証拠が出てくる可能性は皆かい無むに近いだろう。

　いっそ散さん弾だん銃じゆうで撃うたれた鬼山が、死んでいなければよかったのだ。たとえ死ななかったとしても殺人未み遂すいで訴うつたえられることは避さけられないだろうが、鬼山本人を証言台に立たせることはできる。そうなれば、俺の尋問で自白の一つも引き出せたかもしれないのだ。死人に口なしとはよくいったものである。

　だめだ。いくら考えても、今回の事態だけは打開しようがない。

「……よし。もう腹を決めたぞ」

「お、決めたか。で、どうするんだ？」

「まずは予備審問に出て、検察の出方を見ることにする」

　影野はかなり冷え切った視線を俺に向けた。

「いつも通りじゃねーか」

「ほっとけ」

　人が必死こいてこの窮きゆう地ちを乗り切ろうとしているのに、なんとふてぶてしい態度か。

　ここは一つ何か難しい仕事でも押し付けて、こいつもきりきり舞まいにさせてやろうと思ったが──残念ながら、今回に限っては犯人候こう補ほを捜さがす必要も、アリバイの確かく認にんを取る必要もなく、断念せざるを得なかった。つくづく、世の中は不公平にできている。




　そして結局、俺は影野と共にぼけーっとしながら時間を無む駄だに潰つぶし、そのまま裁判を迎むかえることとなったのである……。
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　　十二月十八日午前十時　地方裁さい判ばん所しよ第一法ほう廷てい




「ではこれより被ひ告こく人にん・天あま木ぎ誠せい一いちの殺人罪に関する予よ備び審しん問もんを始める」

　裁判長が宣言した。

　あれよあれよという間にもうこの展開である。今回ばかりは小こ細ざい工くのしようがない以上、どうしようもなかった。

　裁判長席に座すわっているのは、もうすっかり見み慣なれてしまった周しゆう堂どう裁判長である。そしてその隣となりには相変わらず名前もロクに知らない五人の陪ばい審しん員いん。

　そして今回、俺おれの隣には被告人たる天木の姿はあったが、雪ゆき奈なはいなかった。今回は天木の妹に付き添そうとかで、傍ぼう聴ちよう席せきからの観戦なのだ。まあ俺の活かつ躍やくを見てくれていることに代わりはないのだが、今ひとつ張り合いがないのはなぜだろう。

　唯ゆい一いつの救いは、検察側の席に座っているのが東ヶ崎ハイエナ検事ではなく、堀チ内ビ検事だったということだ。

　なにしろ東とうヶが崎さきのクソ野や郎ろうは前回の裁判で散々にのしてやったのだ。もうそう簡単には出て来られまい。それに今回の裁判は、誰だれがどう見ても被告人の有罪は確実である。すなわち、誰が検事を務つとめても俺の敗北は必ひつ須す。堀ほり内うち検事がしゃしゃり出てきたのはそんな理由だからに違ちがいない。

　それを裏付けるかのように、今度という今度こそこれまでの雪せつ辱じよくを晴らせると確信しているのか、すでに堀内検事の鼻息は荒あらく、その目には自信がみなぎっていた。くそくらえ。

「では堀内検事、最初の証人はどなたですかな」

「まず遺い体たいを発見し、警察へ通報した梅うめ田だ和かず夫おさんを尋じん問もんしたいと思います」




　こうして今回の裁判で最初の証人が証言台に立った。

　梅田和夫。事件の日、被害者の家に泊とまった松竹梅三人組の一人だ。天木いわく〝梅の実みのように小太り〟な男だそうだが、まさしくその通りの体型だった。梅の実が太ってるのかどうかは別として。

「まず、あなたと被害者との関係について証言をお願いできますか」

「私は小さな会社を一つ経営しています。鬼おに山やまさんは、その私の会社の大おお株かぶ主ぬしでした。鬼山さんはいくつもの的確な助言を与あたえてくれ、毎年のように赤字を出していた我わが社の経営を立て直す手伝いをしてくれました。その縁えんもあって、プライベートでも色々とお付き合いがあったんです」

　プライベートでお付き合い。そんな表現に奇き妙みような想像を思い浮うかべてしまう俺はひょっとして飢うえているのかもしれない。

「では次に、あなたは被告人のことを知っていましたか？」

「ええ、何度か顔を合わせたことがありますし、鬼山さんからも話は伺うかがっていました。なんでも三年前に彼のご両親が亡なくなられ、叔父おじにあたる鬼山さんが保護者になったのだとかで」

「あなたは事件のあった十二月十四日から翌日の十五日にかけて、被害者の家にいましたね？」

「はい。十四日から友人二人と一いつ緒しよに彼の家に泊まってました」

「どんな用向きだったのですか？」

「先ほども申し上げましたが、私と鬼山さんには個人的に付き合いがありまして、十四日から二日かけてクレー射しや撃げきをしようという話になっていたんです。それで、十四日は大きな家に住んでいる鬼山さんのお宅へ泊まることになったんです」

「では、事件のあった十五日日曜日の朝に、あなたが取った行動について証言してください」

「はい。十五日は朝早めに出発してどこかの店で朝食を取ろうということになっていました。それで私は朝の七時半ごろに起きて、身み支じ度たくを整えてからリビングでみんなが揃そろうのを待ってたんです。ところが私と一緒に泊まった友人たちはみんな揃ったんですが、肝かん心じんの鬼山さんが九時になっても起きてこないんです。それで私たちがどうしたものかと悩なやんでいると、鬼山さんが面めん倒どうを見ている姪めい御ごさんが様子を見に行ってくれたんです。ところがその直後、その子の叫さけび声が聞こえてきまして」

「その叫び声はどこから聞こえてきたんですか？」

「鬼山さんの部屋から聞こえました」

「異議あり」

　俺は半なかば反はん射しや的てきに立ち上がっていた。

「叫び声を聞いたというだけでその場所を特定することはできないはずです」

「……まあそれはごもっともですな」

　裁判長の声には、今一つやる気が感じられなかった。まあその気持ちも分からなくもないが。

「梅田さん、正しく言い直してもらえますか」

　堀内検事が頰ほおをひきつらせて尋たずねる。

「分かりました。ええと、叫び声は鬼山さんの部屋の方から聞こえてきました」

「結けつ構こうです」

　うーむ。我ながら、まさしく単なる嫌いやがらせ以外の何物でもない。

「それからあなたはどうしましたか？」

「何かあったのかと思い、声のした方──鬼山さんの部屋へ行ってみました」

「ではそのときの状じよう況きようについて詳くわしく証言してください」

「まず鬼山さんの部屋の前に、被告人と先ほどの姪御さんがいました。どうもその子はずいぶん取り乱していたみたいで、被告人が慰なぐさめている様子でした。

　私は何かあったのかと思って鬼山さんの部屋を覗のぞいてみたんですが……。そしたら、ベッドの上で血まみれになっている鬼山さんを見つけてしまったんです。これはどう見てもただごとではないと、私は慌あわてて鬼山さんに近寄りました」

「被害者はどういう状態でベッドの上にいたのか、もう少し補ほ足そくしていただけますか？」

「え。状態……と言いますと？」

「格かつ好こうとかです。うつぶせだったとか、横向きだったとか」

「あーはい。ええと、鬼山さんは右肩かたを下にして、部屋の入り口に背を向けるような格好で布ふ団とんをかぶって寝ねていました」

「被害者がどこに外がい傷しようを負っていたか分かりましたか？」

「はい、背中です。彼は背中辺りに、まるで……そうですね、タワシ……いえ、剣けん山ざんでえぐられたような大きな怪け我がを負っていました。とにかく傷きず口ぐちがもう、なんというかぐちゃぐちゃで、とても正せい視しに耐たえるようなものではありませんでした」

　剣山ねえ。そんなもんでえぐられたら、そりゃたまらんだろうな。

「では、それからどうしましたか？」

「私はまず鬼山さんの首くび筋すじに手を当てて脈みやくを確かめようとしました。しかしすでに鬼山さんの体は氷のように冷たくなっており、脈もまったくありませんでした」

「それから警察へ通報したというわけですね？」

「そうです」

　堀内検事は証人に「ありがとうございました」と礼を言うと、「尋問は以上です」と締しめくくった。

「弁護人、反対尋問をどうぞ」

　裁判長が俺に言う。

　さて、どうしたものか。

　今の証言には一つ突つっ込こみどころがある。いや、正確にいうと証言ではなく証人にだが。

　殺人事件の場合、まず「第一発見者を疑え」という言葉がある。第一発見者なら他の誰かが来る前に死体に細さい工くすることもできるだろうし、第一発見者になれたのはそいつが犯人だったからではないかという考え方もできる。裁判でも同様で、第一発見者の証言は非常に重要で欠かかすことはできない。

　今回の事件では、遺い体たいの第一発見者は天木の妹のはずなのだ。ここはまずその妹を証人として連れてくるべき場面のはずである。しかし、検察はそれをしていない。

　もっとも、その理由は容よう易いに想像がつく。被告人の身内だからというのもあるだろうが、まだ中学生の少女に、散さん弾だん銃じゆうで撃うち殺された死体の描びよう写しやをさせるのはあまりにも酷こくだという判断だからだろう。

　それでも不備は不備、ここは第一発見者を証言台に立たせるべき場面なのだ。だが実際にその少女を連れてこいと俺が要求すれば、俺への心証は格かく段だんに悪くなるだろう。今回の裁判では情じよう状じよう酌しやく量りようを訴うつたえることになるかもしれないのだ。傍ぼう聴ちよう人にんたちの心証を悪くするようなことは避さけなければならない。

　だがしかしだ。あからさまに突っ込みどころのあるネタを目の前に出され、それに手を出さないでいられるほど俺は忍にん耐たい強いわけではない。確かに、ここで下手へたにツッコミを入れることが事態の打開に繫つながるとはまったく思えないが……。

　えーい、うだうだ考えてても仕方がない。もうわりとどうでもよくなってきたぞ。

　まあいいじゃないか。今回は負けを覚かく悟ごしなければならない裁判なのだ、どうせ負けるのならせいぜいストレスのたまらない負け方をするとしようじゃないか。

　そう、事件解決のための尋問をするのではなく、堀内検事をおちょくるための尋問をすると思えばいいのだ。

「では梅田さん、反対尋問させていただきましょう。まずあなたは警察へ通報した証人だということでしたよね？」

「ええ」

「ところで、話を伺うかがっている限り、あなたは遺体の第一発見者ではありませんよね？」

「ええ、そうですが」

　ここでチビ検事の方に向き直る。

「堀内検事。殺人事件の場合、まずは遺体の第一発見者を証人として呼ぶことが非常に重要なことだと思うのですが、なぜ今回に限ってそうなさらないのですか？」

「謹つつしんでご回かい答とう申し上げましょう」と、堀内検事はすぐさま反論した。「確かにこの証人は遺体の第一発見者ではありません。最初の発見者は被ひ害がい者しやの姪めいであり、被告人の妹でもある十三歳さいの少女なのです。しかしその少女は無残な叔父おじの遺体を目もく撃げきしてしまい、大変なショックを受けております。いかに裁判とはいえ、そんな少女にこの場で証言させることは適切ではないと考えます」

　俺の質問を想定していたかのような、スムーズな反論である。しかしその反論もまた俺の想定内だということまでは知るまい。俺は早さつ速そく爆ばく弾だんに火をつけて放ほうり込んだ。

「つまりあなたがた検察は、温情とやらにかまけて通常行われるべき正当な手続きを省しよう略りやくすることに、なんら抵てい抗こうを持たないわけですね？」

「なっ──」

　法ほう廷ていがざわめき、堀内検事は目の色を変える。

「なんてことを！　弁護人、それはつまり叔父の遺体を見て精神的にショックを受けている十三歳の少女をこの法廷に連れ出し、そのときの惨さん状じようを思い出させろということかね！」

「いえ、私はそんなことはただの一言も言っておりません。ただ私は、検察というものは事件の内容を詳しよう細さいに立証しなければならないという立場にあるにもかかわらず、人情などというものにかまけて、真実の究きゆう明めいを阻そ害がいすることになんら躊ちゆう躇ちよしない存在であると主張したいだけです」

　先ほどよりもさらに輪をかけて法廷がざわめく。

　堀内検事はまず顔を真っ赤にしたが、すぐに気を取り直して逆に鬼おにの首でも取ったような顔になった。

「結けつ構こう。そこまでおっしゃられるのであればその少女を証人として喚かん問もんしましょう。山やま鹿しか弁護人、あなたがそこまで人でなしだとは思いませんでした。どうぞ弁護人、好きなだけその少女に尋問して、心に傷きずを負わせるなりなさるがよろしい」

　俺はニヤリと笑ってすぐさま法廷中に宣せん言げんした。

「ただいまの堀内検事の発言をふまえ、私はあらためて主張したいと思います。検けん察さつ官かんというのは自らの体面を守るためなら、いたいけな少女をこの場に連れ出し、悪夢のような光景を思い出させることになんら躊躇を抱いだかない悪逆非道な連中であると」

「なっ──！」

　三度、法廷がざわめいた。しかし今度のざわめきの半分は、笑い声で構成されていた。

　そして百面相の堀内検事は、今度こそ顔を真っ赤にし、

「こっ、このっ！　最初にその少女を喚問しろと要求したのはそっちだろうが！」

「おやおや、私はそんな要求をした覚えはまったくありませんよ。ただ私はあなた方検察の立証手順に問題があると主張しただけです。もしご不満があるようでしたら記録でも見直してみてはいかがですか？　堀内検事、いくらあなたが人に濡ぬれ衣ぎぬを着せるのが得意だからといっても、私まで巻まき込こむのは勘かん弁べんして欲ほしいところですな」

「く～っ！」

　堀内検事はわけの分からないうめき声を上げた。傍ぼう聴ちよう席せきから聞こえるくすくすという笑い声が、さらに堀内の怒ど気きに拍はく車しやをかける。

　ただそんな法廷の中で、一人だけ笑いもせず、怒いかりもせず、疲つかれたように渋じゆう面めんを浮うかべている人物がいた。

　いうまでもないだろう、裁判長である。

「それで──弁護人」

「は、なんでしょうか」

「もう満足かね？」

「ハイ」

「それは結構。検察側は再さい尋じん問もんするなり次の証人を呼ぶなりしてください。また、ただいまのやり取りは弁護人と検察官が個人的な罵ののしり合あいをしたにすぎませんから、陪ばい審しん員いんの皆みなさんは記き憶おくの彼方かなたに忘ぼう却きやくしていただいて結構です」

　裁判長、そこまでおっしゃりますか。まあ反論してこれ以上怒りを買うべきではない。俺は素す直なおに引き下がった。

　確かに、我ながら少しやりすぎたような気はしないでもない。それに、さっきから裁判長の顔がちょっぴり怖こわくなってきたというのもある。




「では、ごほん、えー、次の証人は因幡いなば刑けい事じです」

　なんとか平静さを取り戻もどした堀内検事は、これまた裁判長と同じような渋面──もとい獣じゆう面めんを顔に貼はり付けた刑事を証言台に立たせた。

「あなたは今回の殺人事件の捜そう査さを担当した刑事ですね？」

「ええ、そうです」

「ではまず、あなたが現場についてからどのような捜査をしたのかについて証言をお願いします」

「分かりました。えー、まず我われ々われ警察が現場に到とう着ちやくして捜査に取とり掛かかったのが、事件のあった十五日の午前九時半過ぎでした。被ひ害がい者しやが他殺されたことは明白でしたので、遺体を司し法ほう解かい剖ぼうに回し、鑑かん識しきと共に現場を捜そう索さくし、それから当時家にいた関係者に事じ情じよう聴ちよう取しゆするといった捜査を行いました」

「事件現場はどのような様子でしたか？」

「まず、争った形けい跡せきなどはまったくありませんでした。血けつ痕こんも被害者が寝ねていたベッドとその周辺だけに限定されており、窓まどなどから誰だれかが侵しん入にゆうした形跡や、何かモノが盗ぬすまれた様子もまったくありませんでした」

「つまり、物取りなどの犯行ではないということですね」

「そうです。また、現場にはかなりの血液が飛とび散ちっていたのですが、被害者の体の下などにはまったく血痕がありませんでした。これは被害者の体が死後まったく動かされていないことを示しており、犯人は被害者がベッドで寝ているところを撃うったと推すい測そくすることができます」

「よろしい、他に何か目を引く点はありましたか？」

「被害者の部屋には散さん弾だん銃じゆうが一いつ挺ちよう置かれていました。調べてみると被害者は二挺の散弾銃の所しよ持じ許きよ可かを得ており、その一つだと思われました。その周囲には銃の整備道具なども置かれており、どうも整備している途と中ちゆうで寝てしまったように見受けられました。とりあえず初期の捜査で分かったのはここまでです」

「それからあなたはどうしましたか？」

「辺りの捜索はひとまず鑑識に任せ、私は当時家にいた五人の関係者に集まってもらい、事情を聴きかせてもらうことにしました」

「五人というのは誰ですか？」

「まず被告人、先ほど少し話に出てきた被害者の姪めい御ごさん──つまり被告人の妹ですが。それから先ほど証言台に立った梅田さんと、あと彼と一いつ緒しよに被害者宅に泊とまっていた松まつ井いさんと竹たけ柴しばさんという計五人です」

「ではその事情聴取の結果、分かったことを証言してください」

「事件のあった日の前日──つまり十四日に、被害者とその三人の友人が、午後十一時半過ぎまで飲んでいたということが判明しました」

「つまり、被害者が殺害されたのは十四日の午後十一時半以降ということですね？」

「その通りです」

「他に何か気になった点はありますか？」

「ええ。もう一つだけ気になった点がありまして」

「どういったことですか」

「被告人と被害者は、保護者と被保護者という決して浅あさくはない関係にあり、また三年もの間同じ屋や根ねの下で暮くらしていました。しかし事情聴取の際、その被害者が無残な死体となって発見されたにもかかわらず、被告人にはまったく悲しんでいる様子がなかったんです」

　俺はまた反射的に立ち上がっていた。

「異議あり。それは単なる証人の主観、思い込みに過ぎません」

「いいえ、その異議は不ふ適てき切せつです」と堀内検事はやり返した。「因幡刑事はいくつもの殺人事件を手がけてきた経験豊ほう富ふな刑事であり、ただ今の証言はその経験にもとづいたものです」

「異議は却きやつ下かします」

　さいですか。

「以上で今日のところはこの証人に対する尋じん問もんを終えたいと思います」

「反対尋問はありますか？」

「いいえ、今日のところは特にございません」

　くそう、付け入るスキもない。これだから裁判に慣なれた証人なんて大だい嫌きらいなのだ。




「では次の証人は、遺体の司し法ほう解かい剖ぼうを行った江え星ぼし博士はかせです」

　すっかり顔なじみ──というよりむしろ体なじみとなった白い肌はだをした太り気味の中年──通つう称しよう白ブタくんが証言台に立つ。

「まず最初にお訊たずねします。被ひ害がい者しやの死因はなんですか？」

「散弾銃で撃たれたことによる外がい傷しよう性せいショック死だと思われます。被害者が撃たれたのは背中のやや左よりでした。ちょうど心しん臓ぞうの辺あたりです」

「江星博士、被害者のレントゲン写真をお持ちいただけたと思うのですが」

「あい、これです」

　と、江星博士は大きな黒い写真を取り出した。

　ここで堀内の助手の検事がガラガラとキャスターのついたボードを持ってきた。その写真を貼はり、スイッチを押おすと、ボードが明るくなってレントゲン写真が鮮せん明めいになる。

　その写真は、被害者の胸の辺りを中心に撮さつ影えいされたものだった。

　レントゲン写真というだけあって、骨ほねだけが影かげとなって白く浮うかび上がっているのだが、その丁ちよう度ど心臓の辺りにも、白くて大きな丸い影があった。

「江星博士、解説してください」

「あい、分かりました。ご覧らんいただけると分かると思いますが、この胸にある白い影が散弾銃の弾たまです。遠目からみると少し分かりにくいですが、近づけて見ると直径二ミリという小さな弾がびっしりと撃ち込まれているのが分かると思います。

　散弾は二十センチほどの範はん囲いに集中して命中しており、肺や心臓、血けつ管かん、骨、臓器など、胸きよう部ぶに存在するあらゆる部位に深しん刻こくなダメージを与あたえました。生命の維い持じに必要な臓器のほとんどがやられたわけです、被害者は瞬しゆん間かん的てきに絶命したことは間ま違ちがいありません」

　ここでなぜか堀内はレントゲン写真を手にとり、俺の方へ近づいてきた。

「弁護人、もし必要でしたらこの写真は差し上げますが、何かの足たしにでもなりますかな？」

「…………」

　俺は返答の必要を認めず、無言でその写真をチビ検事の手から奪うばい取った。

　堀内検事は大おお仰ぎようにわざとらしく肩かたをすくめ、自分の席へと戻っていく。ええい、素直に渡わたせばいいものを、しょーもないことに無む駄だな時間を使いやがって。この無能検事めが。

　写真に目を近づけて見ると、確かに小さな小さな散弾がびっしりと心臓の辺りに埋うまっているのが分かった。まあ、分かったからといってどうなるものでもないが。

　しかし散弾銃ってのは凄すごいな。写真をざっと見ただけでも、埋まっている散弾は数百発はあるだろう。こんなので撃たれたら、そりゃ即そく死しもするだろう。

「では次の質問です。被害者の死亡推すい定てい時じ刻こくは何時ごろと推測できますか？」

「十五日の午前零れい時じから一時の間とほぼ特定することができます」

「その根こん拠きよはなんですか？」

「死し斑はんと死後硬こう直ちよくです」

「ではまず、死斑とはどういうものなのか、詳くわしく解説をお願いできますか？」

「分かりました。死斑というのはその名の通り、死体に浮き出てくる斑状の模も様ようのことです。人間は死亡すると、段々と血けつ液えきが凝ぎよう固こしてきます。その重くなった血液が、重力によって体の下の方に溜たまってくると、赤黒い模様となって皮ひ膚ふに現れるんです。これが死斑です」

「では、死後硬直というのは？」

「死斑と同じく、人が死亡して一定時間経過すると現れる現象のことです。その名の通り、体が硬かたく硬直してしまう現象のことです。えー、少し専門的な話になりますが──」

　と、江星博士はわざとらしく咳せき払ばらいした。なら言わんでいいと思ったのは俺だけではないはずだ。

「人間が死ぬとアデノシン三リン酸というエネルギー源が体内に充じゆう分ぶんに行き渡らなくなります。そのため、ミオシンとアクチンという筋肉の収しゆう縮しゆくをつかさどるたんぱく質の一種が働かなくなり、その結果、体が硬直してしまうわけですな」

　ようするに、死んだら栄養が体に行き渡らなくなって筋肉が動かなくなるから硬くなるというだけの話ではないか。アクチンだかチンチクリンだか知らないが、そんな単語を持ち出してくる必要がどこにあるのだろう。知る必要のないことを頼たのんでもないのにウダウダとしゃべるのは理系人間の悪いクセだ。

「ご説明ありがとうございました。では最後に江星博士、あなたはその死後硬直と死斑から、どのようにして死亡推定時刻を割わり出だしたのですか？」

「あい。死斑というものは、死後二十分もすれば出始めるものなのですが、数時間ぐらいは圧あつ迫ぱくしたり体位を動かすことで移動したり退たい色しよくしたりします。ですが死後八時間から十時間ほどが経過すると、圧迫しても消えなくなるという特とく徴ちようがあります。これは凝固した血液が血管から漏もれ出して皮膚組織へ広がってしまうためです。

　同じく、死後硬直というのも十時間から十二時間で最高度の硬直になるんです。

　私が被害者の遺い体たいを検死したのは十五日の午前十時半ごろでした。このとき、被害者の遺体には手で圧迫しても退色しない死斑が現れており、また死後硬直の度合いは最さい高こう潮ちように達していました。

　このことから、被害者が死亡したのはおよそ十時間前、すなわち午前零時半ごろだと推測できるわけです。もっとも、そういった死後の現象にはある程度個人差がありますので、その誤差を考こう慮りよに入れた上で、被害者の死亡推定時刻は十五日の午前零時から一時の間であると判断したわけです」

「ありがとうございます。質問は以上です」

「弁護人、反対尋問を」

　くそったれ。理系人間の証言は生理的に嫌きらいだが、理性的にも好きになれん。いってることが理路整然としてるのは確かなので、こっちにも専門的な知識がないと反論の糸口がまったく見えないのだ。

　俺には死体いじりが趣しゆ味みという腐くされ公務員の知り合いがいる。そいつもやはり理系の人間で、頼んでもないことをべらべらと話すクセがあるのだが……。

　そいつの言葉をあれこれと必死に思い出す。死斑、死後硬直。どちらについても少なからず聞き覚えはあるのだ。

「……江星博士。二、三お訊たずねします。死斑というものは、被害者の体が死後に動かされるとその場所が移動してしまうため、判断の材料とならなくなることがあるそうですね？」

「ええ、そうです」

「つまり、あなたや他の誰かが見ていない内に、被害者の遺体が動かされていたのだとすれば、あなたの死亡推定時刻にもずいぶん狂くるいが生じてくるわけですよね？」

「いいえ。先ほど因幡刑事が証言していたじゃないですか、被害者はベッドの上で殺され、動かされた様子はないと。ですからそのことを考こう慮りよに入れる必要はありませんよ」

　うっ、やべえ。そういえばそんなことをいっていたな。

　俺としたことが、すでに証言された事実を忘れてしまうとはなんたるマヌケぶりか。しかしここで動揺するわけにはいかない。あくまで平静さを保ちつつ、次の質問を繰くり出だす。

「では次の質問です。被害者は心しん臓ぞうを撃うたれていたということでしたよね？」

「その通りです。まあ心臓というより左胸部といったほうが正確ですが」

「心臓を撃たれれば、激しく出血しますよね？」

「それはもちろんです」

「出血が激しい場合、死斑というのはかなり出にくくなるのではないですか？」

「確かに失血死などの場合はおっしゃるとおり、死斑は出にくくなります。しかしまったく出ないわけではありませんし、それからもう一つ、今回の被害者は心臓を撃たれはしましたが即死でした。つまり瞬間的に血の流れも止まってるわけですから、それほど出血はしなかったはずです」

「……質問は以上です」

　だめだこりゃ。打つ手ナシ。




「次の証人は、猟りよう銃じゆう所しよ持じ希望者向けの講習会で講師をしている菊きく頃ころ森もり蔵ぞうさんです」

　き、菊頃森蔵？　なんだその万博でマスコットでもやってそうな名前は。いやまあ、人の名前にどうこういえる権利はないが。

　ただ、天木の話にそんな名前のヤツが出てきた覚えはない。講師などと呼ばれていたが、一体なんのための証人だろう。

　やがて証言台に立ったその男は、年齢は五十代ぐらい因幡刑けい事じの親しん戚せきではないかと思える容よう姿しをしていた。

　ようするにヤクザ風という意味だが。

「あなたのご職業は？」

「警察官です」

　やっぱりか。

「あなたは狩しゆ猟りよう用よう、もしくは競きよう技ぎ目的のために銃を所持しようとしている人々向けに講義をしていますね？」

「ええ、そうです」

「また、あなた自身、散さん弾だん銃じゆうを所持していますね？」

「はい。狩猟とクレー射しや撃げきに使っています」

「散弾銃を所持してからどれぐらいになりますか？」

「そうですね、二十年以上にはなります」

「というわけで、お聞きになった通り──」と、チビ検事は法ほう廷ていを見回した。「この証人が散弾銃の専門家であるということはご理解いただけたと思いますが、よろしいでしょうか？」

　なるほど、そのための証人か。確かに散弾銃なんてものは身近なものではない。専門的な知識を持った証人を喚かん問もんし、解説させるのは当然だろう。

　当然、俺に異議を申し立てる理由などなく、堀内検事は満足して次の質問へと移うつった。

「ではまず、菊頃さん。散弾銃を所持するというのは簡単なことなのでしょうか？」

「いいえ、とんでもありません。散弾銃は充じゆう分ぶんな殺さつ傷しよう力りよくを持つれっきとした銃ですから、簡単に所持することはできません」

「なるほど。では次に、散弾銃を所持する方法について簡単に解説していただけますか？」

「分かりました。日本で散弾銃を所持しようとする場合、まず警察署に申しん請せいし、初心者講習会という講義に出なければなりません」

「あなたが講師を務つとめてるものですね？」

「はい、そうです。その講習会で散弾銃の基本的な構造や銃じゆう刀とう法ほうなどについて学び、最後にちゃんと理解したかを試ためすペーパーテストを行います。そのペーパーテストに合格すれば、次に実際に銃を撃つ射撃教習を受けることができ、そこで行われる実射テストに合格してようやく銃の所しよ持じ許きよ可かを得ることができます。許可さえ下りればあとは一いつ般ぱんの銃じゆう砲ほう店てんで銃を購こう入にゆうするだけですが、所持許可の申請者には我々警察が充分な身しん辺ぺん捜そう査さを行い、悪用の恐おそれのある人などには絶対に許可が下りないようになっています」

　さすがに講習会とやらで公こう衆しゆうの面前で講義しているというためか、話し方はすらすらと淀よどみがなかった。

「では次に、散弾銃の扱い方……というか管理方法について教えていただけますか？」

「分かりました。

　まず日本の場合、一銃一許可制というものがあります。これは一つの銃を持つのには必ず一つの許可申請がいるということでして、許可がなければ銃を持つことはおろか触さわることすら法ほう律りつで禁きん止しされていますし、また一つの銃に対し二つの許可が下りることもありません。ようするに自分の銃を他人に持たせたり触らせたりすることも禁止だということです。

　そのため、銃の保管についても法律で厳きびしく規定されてまして、自分以外の者が銃を触ることができないような場所に保管することが義務付けられます。また、保管場所についても、厚あつさ一ミリ以上の鋼こう板はんで作られていなければならないとか、鍵かぎのかけ忘れ防ぼう止し装そう置ちが付いてなければならないとか、とにかく厳げん密みつに規き定ていされています。

　日本の場合はまあ、専門の業者に委い託たくするか、あるいはガンロッカーという銃専門のロッカーを購入して保管するかのどちらかしかないといってもいいでしょう」

「今回の事件の被ひ害がい者しやである鬼山和かず俊とし氏も散弾銃を所持していました。つまり本来なら、そのガンロッカーを設置してその中に銃を保管し、他人の手に渡わたらぬようにしておく義務があったわけですね？」

「そうですね。特に被害者のお宅には未成年者もおられたということですから、扱あつかいには特に注意しなければならないはずです」

「結けつ構こうです。では次に散弾銃について教えていただきたいのですが、散弾銃というのはどういう構造で一度に多数の散弾を飛ばすことができるのですか？」

「それをご説明するには、散弾銃ではなく、弾だん丸がんについて解説しなければなりません。

　散弾銃用の弾丸というのは、薬やつ莢きようとたくさんの鉛なまり粒つぶ──つまり散弾、そして火薬からできているのですが、もう一つ、火薬と散弾の間にワッズというコップを二枚まい張り合わせたようなものが挟はさまっているんです。

　順を追ってご説明しましょう。まず散弾銃の引き金を引くと、撃げき針しんという針はりが弾丸の後部を突つきます。そして弾丸の火薬が燃焼、爆ばく発はつします。するとその爆発エネルギーがワッズを押おし出します。そしてさらにそのワッズに押される形で散弾が加速され、飛んでいくという仕組みです」

「発はつ射しや後、そのワッズというのはどうなるんですか？」

「ワッズは散弾より軽く、それでいて大きいわけですから、空気抵てい抗こうの関係ですぐに落ちてしまいます。まあそれでも十メートルぐらいは軽く飛びますが」

　……ちょっと待てよ。天木の話で、そんなワッズなんて単語が出てきたか？　いや、出てきてないはずだ。隣となりの天木の呆あつ気けに取られた顔を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　するとなにか、ひょっとして天木は鬼山の部屋にそのワッズとやらを残したまま立ち去ったわけか？

「では次です。普ふ通つうの拳けん銃じゆうやライフル銃には、弾丸に回転を与あたえて直進性を増すためのらせん状の溝みぞが銃身に掘ほられていますよね？」

「はい。そのために、拳銃などから発射された弾丸には旋せん条じよう痕こんというその銃特有の痕こん跡せきが残ります」

「ですが、散弾銃にはそれがありませんよね？」

「そうです」

「ということはつまり、散弾銃で射殺された場合、どの銃で撃ったのかを識しき別べつすることは不可能ということでしょうか？」

「いいえ、確かに難しいですがまったく手段がないわけではありません。たとえば先ほどのワッズですが、これがどこかに残っていれば、弾丸のメーカーなどは特定することができます。

　それからもう一つ、飛んでいく散弾には固有の痕こん跡せきなどは残りませんが、撃った後の薬やつ莢きようには二つの痕跡が残ります。一つは撃げき針しん痕こんです。先ほど、引き金を引くと撃針が弾たまを突くと言いましたが、この針の痕あとは銃によって違ちがいが出ますので、ある程度撃った銃を特定することができるのです。

　それからもう一つ、散弾銃に限らず、銃にはいわゆる自動式とかオートマチックなどといわれるタイプがあります。ようするに引き金を引いて弾を発射した際、火薬の反動を使って自動的に空になった薬莢をぽーんと飛ばし、次の弾を装そう塡てんする銃のことです。映画なんかで最も見かけるタイプですね。

　散弾銃も同じように自動式のものがあるんですが、その空の薬莢を押し飛ばす際に、薬莢に傷きずが残るのです。その傷を調べることで、旋条痕と同じように発射した散弾銃を特定することができるんです」

「つまり、自動式の散弾銃で発射された薬莢であれば、発射した銃を特定することは可能ということですね？」

「ええ、そういうことです」

「ありがとうございました、質問は以上です」

　なるほど、天木の話にも少し出ていたが、警察はそうやって使用された散弾銃を特定したわけか。ということはつまり、天木がもう少し早く薬莢を処しよ分ぶんできていれば、逮たい捕ほは免まぬかれたかもしれないというわけだ。まったくドジを踏ふみやがって。やるならもっと完かん璧ぺきにやれというものだ。

「山鹿弁護人、何か反対尋じん問もんはありますか？」

「いいえ、ございません」

　反対尋問の余地など見つけようがない。まったく、これだから専門的な知識を披ひ露ろうするためだけにやってきた検察側の証人は大っ嫌きらいなのだ。




　　　　◆




　この日の裁判はこれで終しゆう了りようだった。

　まあ専門的な証言ばかりだったということもあるが、当初の予想通り、俺はロクな反証もできぬまま、一日目を終えるハメとなった。

　かといって明日以降の裁判に希望が持てるわけでもなく、俺は暗あん澹たんたる気持ちで帰き路ろにつき、二日目の裁判を迎むかえることになったのである。







[image: 第三章　窮余の一策]










　　十二月十九日午前十時　地方裁さい判ばん所しよ第一法ほう廷てい




　裁判二日目。

　相変わらず無む駄だに自信と元気に満ち溢あふれている堀ほり内うち検けん事じは、今日も元気よく最初の証人を呼びつけた。

「本日最初の証人として、まずは松まつ井い茂しげ樹きさんを喚かん問もんいたします」

　天あま木ぎいわく〝松のようにがっしりした〟男だそうだが、これまた昨日の梅うめ田だと同じく、名が体たいを表していた。松の木がそんなにがっしりしてるものなのかどうかは別として。

「あなたは事件のあった日、昨日の証人である梅田さんと一いつ緒しよに、被ひ害がい者しやの家に泊とまっていましたね？」

「はい」

「では被害者の死亡推すい定てい時じ刻こくである十五日の午前零れい時じから一時の間に、あなたは何か物音を聞きましたか？」

「はい。午前零時半ごろだったと思うんですが、散さん弾だん銃じゆうの銃声を耳にしました」

「我々が調べたところによると、その時間帯、被害者宅周辺では激しい雨が降り、雷かみなりも鳴っていたはずです。あなたはそんな状じよう況きようでそれが散弾銃の銃声であったと断言できるんですか？」

「ええ、できます。私もクレー射しや撃げきをやるんですが、あの銃声というのはかなり凄すごいものがありましてね。音量だけならそれこそ雷並みです。それでいて雷とは音の質が違ちがいますから、たとえ雷らい雨うの中であろうと聞き分けることはできるんです。あれは間違いなく散弾銃の銃声でした」

「以上です。反対尋じん問もんをどうぞ」

　ふむ。天木の話によれば、こいつは当初、銃声が聞こえたのは午前零時過ぎだと証言していたらしい。しかし、今ははっきりと零時半に聞こえたと証言している。

　まあ銃声が聞こえたとき、この男は酒に酔よっていた上に眠ねむ気けでうつらうつらしていたらしいので、零時過ぎと零時半を間違えても無理はないかもしれない。事実、天木が鬼おに山やまを撃うったのは零時半ごろだったということを考えると、今の証言はほぼ真実といえる。

　だが、たとえ真実の証言であっても、俺おれが素す直なおに受け入れてやる道理はない。無茶な話だが、それが裁判というものだ。ちょっと苛いじめてやるとしよう。

　俺は立ち上がって反対尋問を開始した。

「では松井さん。あなたは寝ねる前までは何をしていたんでしたっけ？」

「鬼山さんや梅田さんたちと雑談をしていました」

「そのとき、お酒も飲んでいませんでしたか？」

「……まあ、多少は」

「飲んでいたんですね？」

「え、ええ」

「それで眠気を感じたのでお開きということになり、全員部屋へ戻もどって寝たということですか？」

「……そんなところです」

「なるほど、よく分かりました。ところで一つ是ぜ非ひお聞かせ願いたいのですが、あなたは酔っ払ぱらいや眠気でぼーっとしていた人の証言というのは信用に値あたいすると思いますか？」

「なっ……ど、どういう意味ですか！」

「そのまんまの意味ですよ。正直に申し上げまして、酒をかっくらって今にも寝そうだったあなたの証言に信しん憑ぴよう性せいがあるとは思えないのですが」

「いえ、私は確かに銃声を聞きました！　そりゃあ多少酒は飲みましたが、『酒は飲んでも飲まれるな』が私の性しよう分ぶんなんです！　これまでにだって酒を飲んで記き憶おくを失ったようなことはただの一度もありません！」

　傍ぼう聴ちよう席せきから苦く笑しようがもれた。確かに、そこは力説するところではないと思う。

「ああそうですか。しかし、酒に強い弱いは置いておくとしても、あなたの証言にはどうにも不ふ可か解かいなところがあるんですがね」

「な、なんですか」

「あなたは午前零時という真夜中に、散弾銃の銃声を聞いたわけですよね？」

「ええ」

「にもかかわらず、その晩ばんは警察へ通報するなり様子を見に行くといった行動をまったくせず、そのまま寝てしまったわけですよね？」

「う……。た、確かにそうですが」

「ちょっとおかしくありませんかね？　仮かりに夜中にパンという音がしたぐらいでしたら、警察へ通報するような人はいないかもしれません。しかし、それが銃声だということが分かったのなら、誰だれだって警察へ通報するでしょう。あなたはまさにその音が散弾銃の銃声だと分かったと証言なさった。にもかかわらず、その後は何事もなかったように寝ているだけ。これはどういうことでしょう？」

「それは……その、眠気に耐たえられなかったものですから」

「銃声がしたことは分かったんでしょう？　誰かが撃たれたのではないかとか、そんな疑問すら持たずにさっさと自分だけ寝てしまったということですか？」

「で、ですからその、あの晩は雷もゴロゴロ鳴ってましたし、本当にそれが銃声だったのかどうかにわかに判断が……あ、いや、ええと、なんでもありません」

　俺はニヤりと笑った。

「それが聞きたかったんですよ。つまりこういうことですね、最初に銃声を聞いたとき、あなたにはそれが本当に銃声だったかどうかの判断がつかなかったんですね？」

「その……ま、まあそういうところもなかったとは言えなくもないかな、と……」

「結けつ構こうです。ところであなたは警察から事情を聴きかれたとき、こんな風に質問されたことはありませんか？　『午前零時半ごろに銃声を聞いた覚えはないか？』とね」

「い、いえ、それはありません。銃声のことは、刑けい事じさんに聞かれるより先に自主的に言い出したことなんです。午前零時ごろ、銃声が聞こえたと」

「今あなたは午前零時ごろといいましたね？」

「……あ。え、ええ、まあ」

「先ほどあなたは銃声がしたのは午前零時半だと証言しませんでしたっけ？」

「いやまあ、た、確かにそんな感じでしたが」

「じゃあなんで今は零時ごろという証言に変わったんですか？」

「そ、それはその……いえ、大したことじゃないんです。最初は零時過ぎに聞こえたような気がしたんですが、後から思い出したら零時半ごろだったような気がしたんですよ」

「つまり、なにかあなたの記き憶おくを変えるような出来事があったわけですか？」

「……ど、どういうことでしょう？」

「あなたは自分から警察にいったそうですね。午前零時過ぎ、銃声が聞こえたと。しかしその後、あなたは警察からこう質問されたのではありませんか？　『あなたが銃声を聞いたのは、午前零時過ぎではなく午前零時半ではなかったか？』と」

「それは……ま、まあ後でそう質問されはことは確かですが」

「つまり、あなたは警察の主張に誘ゆう導どうされたというわけですね？　その結果、銃声が聞こえたのは午前零時ごろではなく、午前零時半だったという証言に変へん更こうしたわけですね？」

「い、異議を申し立てます！　こ、これは我々を陥れることを目的とした、弁護人の悪意のこもった──」

「理由はいわなくてよろしい」と、裁判長。「いずれにせよ、異議は却きやつ下かします。松井さん、質問に答えてください」

　話の分かる裁判長って最高だ。

「えーと、その、確かにそうとも言えるかもしれませんが。ですがね、あのとき私は酒に酔ってましたし、うつらうつらしていたわけですから、午前零時だと思っていたのがやっぱり零時半だったのかもしれないわけですし……」

「つまり、あなたには銃声が聞こえた時刻を特定することはできないということですね？」

「しかし、い、いや、それはまあ……。……はぁ、いえ、おっしゃるとおりです」

「反対尋問は以上です」

　ま、こんなとこだろう。

　実際に午前零時半に撃ったと自白している犯人がいる裁判で、こんなことをやって何の得になるかは分からないが、とりあえず満足感だけは得られたぞ。

　と、さっきから渋しぶい顔をしていた堀内が突とつ然ぜん立ち上がった。

「裁判長。ちょっとだけお時間をいただけますか？　次の証人として、因幡いなば刑けい事じを再さい尋じん問もんする予定だったのですが、弁護人の余計な疑念を振ふり払って差し上げるために、ただいまの松井さんの証言を補強するための証人を呼ぼうと思いまして」

「なるほど。その証人はこの場にいるのですか？」

「はい。少しばかり打ち合わせをする時間さえいただければ充じゆう分ぶんです」

「よろしい、では十分ばかり休きゆう憩けいしましょう。弁護人、問題ありませんね？」

「ヤです」

「異議はないのですね。では十分の休憩とします」

「…………」

　話の分からん裁判長なんて大だい嫌きらいだ。

　裁判長は木き槌づちを一度叩たたくと、とっとと席を後にした。途と端たんに法ほう廷ていにざわめきが戻もどる。

　さて、我らが堀内検事は次に誰だれを喚かん問もんするつもりなのだろうか。だがその疑問はすぐに氷ひよう解かいすることになる。

　堀内は傍聴席に座すわっていたひょろりと背の高い男に近寄ると、小声で何か話し始めた。

「おい天木。あれ誰か分かるか？」

　隣となりに座っている被告人に訊たずねる。

「ああ、あれが竹たけ柴しばさんですよ。三人の客の一人の」

　なるほど。あのひょろりとした体型を見たときからなんとなくそんな感じはしたが。




　　　　◆




　十分後。目もく論ろ見みどおり堀内は竹柴を証言台に立たせ、尋じん問もんを開始した。

「竹柴さん。あなたも松井さんや梅田さんと同じく、事件のあった日に被ひ害がい者しや宅に泊まっていましたね？」

「はい。松井さんの隣の部屋に泊まっていました」

「そしてあなたもクレー射撃のご経験があり、散さん弾だん銃じゆうの銃声を聞いたこともありますね？」

「ええ、何度も」

「では竹柴さん。あなたは十五日の午前零時半ごろ、散弾銃の銃声を聞きましたか？」

「はい、聞きました。もっとも、松井さんと同じく最初にその音を聞いたときは、本当に散弾銃の銃声だったのかにわかに判断できませんでした。

　だってそうでしょう？　普ふ通つうの住宅地で銃声なんてそうそう聞こえるわけがありません。せいぜい季節外れの花火か、あるいは雷で何かがショートしたんだろうとしか思ってませんでした。

　ところが翌日鬼山さんが散弾銃で殺害されたことを知りましたので、あの音が銃声だったのだと確信を抱いだくに至いたったのです」

　堀内は裁判長に向き直り、「終わります」と短く言った。

　ふーむ、松井の証言を補強する証人とはこういうことか。

　一人だけならともかく、二人がそろって同じ時間に銃声を聞いたとなればかなりの説得力を持ってくる。まあ実際のところ、その時間に天木が撃うったのは間ま違ちがいないのだから反論のしようもないのだが。いかに白を黒にしてしまうことができるのが裁判の特とく徴ちようであるとはいえ、二人分の証言を打うち崩くずすのは少々難しい。

　ただ、竹柴の証言には一つだけ疑問があった。裁判長に反対尋問するよう命じられると、俺は早さつ速そくその疑問をぶつけることにした。

「竹柴さん。我々が調べたところによると──」といっても天木から聞いた話だが。「最初に警察の事じ情じよう聴ちよう取しゆを受けたとき、松井さんは銃声を聞いたと証言していた一方で、あなたはまったくそんな音はしなかったと否ひ定ていされたそうですね？」

「ええ、はい」

「にもかかわらず、今はその証言を百八十度転てん換かんなさっている。なぜですか？」

「ですから、さっきも申し上げたように、最初はそれが銃声だとは思えなかったものですから……」

「でもあなたは何も音はしなかった、爆ばく発はつ音おんすらしなかったと言ったそうですね？　それなのに、なぜ突とつ然ぜん銃声が聞こえたという証言に変更なさったのですか？」

「け、刑事さんに聞かれたんでよーく考えたら思い出せたんです」

「ほう、刑事さんにねえ。竹柴さん、あなたはひょっとして警察にこう訊たずねられたのではありませんか？　『午前零時半ごろに天木誠せい一いちが銃を撃ったことを立証できれば逮たい捕ほできるのだが、あなたはその頃ころに銃声を聞いた覚えはないか』と」

　竹柴は長いこと逡しゆん巡じゆんしたが、最後には諦あきらめて言った。

「ええ、まあ、そんなような質問をされたことは確かです」

「そういう質問の仕方を、俗に誘ゆう導どう尋じん問もんって呼ぶんですがご存ぞん知じありません？」

「異議あ──」

「以上で終わります！」

　強引に堀内の発言を封ふうじる。

　堀内は一いつ瞬しゆん悔くやしそうに俺を睨にらんだが、この程度で被告の有罪が変わることはないと確信しているのか、すぐに気を取り直していやらしい薄うす笑わらいを浮うかべた。




「次の証人として、再び因幡刑事を」

　そしてまたあのヤクザ刑事か。あの刑事の二度目の証言ということは、そろそろこの裁判も佳か境きようというわけだ。

「因幡刑事。被告人を逮たい捕ほするに至いたった経けい緯いについて証言してください」

「分かりました。まず、事件のあった日、被害者の家には五挺ちようの散弾銃があったことが分かってました。三人のクレー射撃仲間──ここで証言をなされた松井さん、竹柴さん、梅田さんたちが持ってきたものと、被害者である鬼山氏が所有していた二つの銃です。その内、松井さんら三人は各おの々おのの銃を自室の目立たないところに保管していました。被害者である鬼山氏の所有していた散弾銃は、片方は鬼山氏の寝しん室しつに、もう片方はガンロッカーに弾薬と一いつ緒しよに保管されていました。

　しかし、調べてみるとガンロッカーのカギは簡単に見つけられるようなところに置いてあり、その気になれば誰だれでも開けることができたことが分かっています。

　我々はまず、この五挺の散弾銃の内、どれが犯行に使われたのかを調べることにしました」

「どうやって調べたのですか？」

「ワッズです。昨日、菊きく頃ころ巡じゆん査さ部長が証言なされたことを思い出していただきたいのですが、散弾銃を撃つと散弾と一緒にワッズが飛び出します。ワッズ自体には威い力りよくはありませんが、それでも十メートルぐらいは簡単に飛びます。人に当たればめり込んでいてもおかしくないのですが、被害者の骨にでもあたったんでしょう、血まみれになってベッドの上に落ちてたんです」

「そのワッズから、どのようなことが分かったんですか？」

「はい。被害者の体内に残っていたワッズは、被害者がガンロッカーに所持していた弾薬と同じメーカーのものであることが分かったんです。

　それからもう一つ、我々は仮に犯人が散弾銃の扱あつかいに長たけていた場合、ワッズなどという証しよう拠こをその場に残すだろうかという仮説を立てました。つまり、この犯行は、散弾銃に詳くわしくない者の犯行ではないかと推すい理りしたわけです。

　松井さん、竹柴さん、梅田さんの三人は講習を受けて散弾銃を所持していますから、この条件には合いません。そこで、我々は初めて疑いの目を天木氏に──被告人に向けたんです」

「なぜ被告人なのですか？　彼の妹も同じ立場なのではありませんか？」

「仰おつしやるとおりです。しかし、妹さんは被害者の死に大きなショックを受けておられた様子でしたが、その反面、被告人はまったく悲しんでいるような様子がなかったんです」

「なるほど。それで？」

「はい。まず彼が犯人であると仮定した場合、やはり使用した銃は誰でも簡単に開けることができたガンロッカーにあった散弾銃だと思われます。そこで我々はガンロッカーについて詳しく調べました。被告人の指し紋もんでも残ってないかと思いまして」

「何か出ましたか？」

「ええ。髪かみの毛が出てきました。我々は家にいた五人の住人にＤＮＡを提てい供きようしてもらい、その髪の毛が誰のものなのかを調べました。その結果、やはりそれは被告人のものであることが分かったんです。

　我々は髪の毛のことはふせておいて、天木氏にカマをかけてみました。ガンロッカーを開けたことはあるかと。しかし彼は否定したんです。髪の毛が落ちていたにもかかわらずですよ。

　そこで、やはり彼はウソをついていると思い、我々は令状をとって彼の部屋を捜そう索さくしてみたんです」

「何か出てきましたか？」

「血の付いた薬やつ莢きようです。散弾銃のね」

　例によって、法ほう廷ていがどよめいた。

「では、それからどうなりましたか？」

「私は被告人に部屋から薬莢が出てきたことを告げ、薬莢さえあればガンロッカーにあった銃が使用されたかどうかを判別することができると教えました。

　するともはや逃にげられないと思ったのか、被告人は落ちました。被害者を殺害したことを自じ供きようしたんです」

　天木から聞いた話と微び妙みように内容が違っている。いや、内容が減へっているというべきか。携けい帯たいメールうんぬんの話はどうした？　まあ天木が犯人であるという立証は充分なされているので、これ以上余計な手間をかけたくなかっただけなのかもしれないが。

「被告人が被害者を殺害した動機はなんだったのですか？」

「はい。被告人の自白したところによるとこうです。

　被告人の両親は三年前、事故で亡なくなっています。我々警察はその事故の原因を居い眠ねむり運転と断定しましたが、彼は納なつ得とくせず、独自に探たん偵ていを雇やとって調査したのだそうです。その結果、被害者である鬼山氏が、意図的に彼の両親を事故死させた疑いが出てきたとかで」

「では、それからどうなりましたか」

「はい。天木氏は犯行を自供しましたが、自供だけで人を罰ばつすることはできませんから、我々はその自供を補強するための証拠を探しました。といっても、彼の部屋から出てきた薬莢を検査してもらっただけですが。その結果、まず薬莢に付着していた血液は被害者のものであるということが分かりました。

　また、昨日菊頃巡査部長も証言していましたが、薬莢についた傷きずを調べることで、どの銃が使用されたかをある程度判別することができます。調査の結果、その薬莢は被告人の髪の毛が落ちていたガンロッカーに保管されていた散弾銃から発射されたことが分かったのです」

「その薬莢を今、お持ちですね？」

「はい」

　この質問の後、パターン通り堀内検事は、その血の付いた薬莢を検察側証拠物件Ａとして提出した。

「質問は以上です。ありがとうございました」

　堀内はこれまでにないほどに満足そうだった。

「山やま鹿しか弁護人、反対尋じん問もんを」

　細部は違うがほぼ天木の話と一いつ致ちしている。反対尋問の余地なんてほとんどない。

　だが俺は意地だけで立ち上がり、セオリーどおりの反対尋問を始めた。

「因幡刑事。ベッドに落ちていたワッズは、被害者が所持していた弾と同じメーカーのものだったと、あなたは証言しましたね？」

「ええ」

「一つ参考までに聞いておきたいのですが、この日本で散弾銃の弾を扱あつかっているメーカーというのは、そんなにたくさんあるのですか？」

「……まあ、数社ぐらいだそうですが」

「そうですか。ということはひょっとして、被害者が所持していた弾というのは、クレー射撃をやる人なら誰でもよく使うようなメジャーなものではないのですか？」

「……まあ、割とポピュラーなものらしいですが」

「となるとですよ、事件のあった家ではその日、被害者の他ほかに三人もの散弾銃所持者がいたわけです。その中に、被害者と同じメーカーの散弾を使ってる人はいなかったんですか？」

「それは……まあ確かに、いましたが」

「参考までにその方の名前をお聞かせいただけませんか」

「異議あり！　被害者と同じ種類の弾を使っていたというだけで、その人物の名前をこの場へ持ち出すことは不ふ適てき切せつだと思います！」

「いや、そういうわけにはいかないでしょうな」と裁判長。「直接尋問でワッズのメーカーうんぬんについての質問があった以上、弁護人の疑問はもっともです。今の質問には答えるべきです。異議は却きやつ下か、証人は質問に答えてください」

「……確かに、梅田さんと松井さんも同じ種類の弾を使っていることが判明しています」

　俺は傍ぼう聴ちよう席せきに座すわっている二人の方を振ふり返った。

　見るからに動どう揺ようしている。いや、動揺というよりは狼ろう狽ばいと表現すべきかもしれない。まあこんな場面で自分の名前が出てくれば当然の反応というべきか。実際、こんなことに意味があるとは俺も思えないし。

　まずい。いい加か減げん、お手上げという気になってきたぞ。

「……反対尋問は以上です」




「では、検察側最後の証人として、相あい沢ざわ弘ひろ美みさんを喚かん問もんいたします」

　やれやれ、俺のやる気も失うせてきたところで、ようやく最後か。もういっそさっさと終わらせて楽にしてくれた方がいいかもしれない。

　検察が次に呼んだ証人は、見覚えのある若い女だった。数日前俺の事務所にやってきた女探偵だ。

「あなたのご職業は？」

「探偵です。藤ふじ実み探偵社に所しよ属ぞくしています」

「あなたは被ひ告こく人にんから、調査を依い頼らいされたことがありますね？」

「はい。正確にいうと、彼がウチの探偵事務所に依頼をもってきて、所属していた私にその仕事が回ってきたということですが」

「それはいつごろのことでしたか？」

「秋ごろでしたから……二、三か月前のことです」

「依頼の内容はどのようなものでしたか？」

「彼は三年前にご両親を亡なくされたそうでして、その死因について詳くわしく調べて欲ほしいということでした」

「被告人は両親の死因に疑問を持っていたというわけですね？」

「ええ、それはまあ。あんな依頼を持ってくるぐらいでしたし……」

「ではまず、被告人の両親の死因というのはなんだったんですか？」

「交通事故だそうです。夫ふう婦ふで車でどこかへ出かけた帰りに、事故を起こしてしまったそうです。警察は居い眠ねむり運転が原因であると判断されたそうですが、天木さんはその判断に納なつ得とくできなかったようです。安全運転主義者だった父親がそんな事故を起こすはずがないと」

「それであなたは依頼を引き受け、調査を開始したわけですね？」

「はい」

「ではその調査の結果、判明したことについて証言してもらえますか？」

「はい。結論から申し上げますと、私も警察と同じ判断をするに至いたったんです。やはりその事故の原因は、運転ミスというか、不注意運転であると。

　ただ、一つだけ気になることがあったんです。私は事故を調べるにあたって、彼のご両親がどこへ行っていたのかを調べたんです。するとご両親はその日、鬼山和かず俊としという人物に会っていたことが判明したんです」

　わずかに法ほう廷ていがざわめいた。

「つまり、今回の事件の被害者ですね？」

「そうです」

「その三人は会って何をしていたんでしょうか？」

「そこまでは分かりません。ハッキリしていることは、その事故があった日、彼のご両親が鬼山さんの所有する別べつ荘そうへ行ったことと、その日、別荘には確実に鬼山さんがいたという管理人の証言があることだけです」

「では、それからあなたはどのような調査をしましたか？」

「私はその交通事故と、ご両親が最後に出会った鬼山さんという人物にはなんらかの関かかわりがあるのではないかと思いました。そこでまず鬼山さんのことについて詳しく調べてみましょうかと、天木さんに提てい案あんしたんです」

「被告人は了りよう承しようしたんですね？」

「はい」

「その結果は？」

「一層疑惑を増す結果が出ました。鬼山さんは事故の起こるほんの数日前に、メラトニンという薬品を海外から個人輸入していることを突つき止めたんです」

「それはどういった薬品なのですか？」

「……あ。えーと、すいません。メラトニンというのは成分の名前でした。薬品名は違ちがう名前でした」

　堀内は少し苛いら立だたしげに、

「そんなことはどうでもよろしい。とにかく、メラトニンという成分を多量に含ふくんだ薬品ということですよね？」

「え、ええ、そうです」

「では、そのメラトニンとはどのようなものなのですか？」

「ええとですね……。暗くら闇やみを認にん識しきすると、人間の脳のう内ないで自然に分ぶん泌ぴつされる成分なのだそうです。ようするにこれが分泌されることによって、私たちは夜眠気を感じるようになるのだそうです。ただ、このメラトニンは歳としを取るごとにその分泌量が減へっていくそうで、幼児が一日十時間は寝ねるのに、歳を追うごとに睡すい眠みん時間が減っていくのはそのせいだとかで──」

「ちょ、ちょっと待ってください」

　と、ここで堀内検事が証言を中断させた。

「相沢さん。メラトニンがどういうものなのかは分かりましたから、具体的な効果について証言していただけますか」

「あ、はい、分かりました」と相沢は少し照れたように顔を赤らめ、「ようするに睡眠薬です。人間の脳内でも分泌されるものなのですが、外部から補ほ給きゆうすることでより快かい適てきに寝付けるようになるとか、そんな感じの薬です。また、副ふく作さ用ようが限りなく少なく、吸きゆう収しゆうも早いのが特とく徴ちようだそうでして」

「その薬品を、被害者は事故の数日前に個人輸入していたわけですね？」

「はい。その薬品自体は日本ではまだ認にん可かされてはいないものの、海外から輸入する分には何の規き制せいもかかっていないそうでして」

「他にもなにか判明した事実はありますか？」

「鬼山さんは、ちょうどその事故があったころ、お金に困っていたことが分かりました。当時全国的に問題になっていた貸かし渋しぶりの影えい響きようをモロに受けたんですね。それでまあ、いろんな人にお金を貸してくれないかと頼み回っていたようです。今まとまったお金があれば、すぐにでも倍にして返してやれると、そんなことを言っていたという彼の知人の証言を得ています。

　ところがです。金きん策さくに困っていたはずの鬼山さんは、その事故が起こったほんの三か月後に、どこからか資金を調ちよう達たつしていたんです」

「その調達先は判明したんですか？」

「はい。天木さんのご両親が残した遺い産さんだったんです」

　また法廷がどよめいた。

「なぜ鬼山氏にそのようなことができたんですか？」

「鬼山さんは、ご両親が亡なくなって孤こ児じとなった天木さんたちの保護者になったんです。

　ご両親が残された遺産を引き継つぐ権利は当然天木さんたちご兄妹きようだいにあるのですが、そのときは未成年でしたから、それらの遺産は保護者である鬼山さんの管理するところとなりました。つまり鬼山さんは、いつでもその遺産に手を出せる立場にあったんです」

「鬼山氏は、その立場を利用して遺産を横おう領りようしていたということでしょうか？」

「ええ、そういうことです。ただ、結果的に鬼山さんはその遺産を一円も減らしていないんです。遺産から勝手にお金を拝はい借しやくし、それを投資してお金を稼かせぐことができたために、勝手に使った分の遺産は後で返せたんです」

「それでも、遺産に手を出していたことは間違いないわけですね？」

「ええ、そうです。銀行の記録にちゃんと残ってましたから」

「ですが、もしその投資に失敗していたとしたら、遺産は減っていたわけですよね？」

「はい。投資はたまたまうまくいったに過ぎません」

「結構です。あなたは今証言なさった調査結果を、被告人にも報告したわけですね？」

「はい」

「そのときの被告人の様子はどんな感じでしたか」

「じっと唇くちびるを嚙かみしめていました」

「もしも被害者である鬼山氏が本当に悪意を持って被告人の両親に薬を飲ませ、殺害し、かつその遺産を自分のために使ったのだとすれば──被告人が被害者に殺意を抱いだくことは当然のことと言えますよね？」

　俺は立ち上がって机をぶん殴った。「異議あり、仮定に基もとづきまくった質問です。答える必要性を見み出いだせません」

「認めます」

「以上で質問を終わります」

　ふーむ。今日の堀内検事はやたらと被害者の方をおとしめるな。普ふ通つうの刑けい事じ裁判ならそんなことはしないはずなのに。被害者が悪人だったと主張すれば主張するほど、誰だって被告人の方に同情したくなるのだから。

　しかし逆に、被害者が悪人であると主張すれば主張するほど、「ああ、そりゃ殺されて当然だな」と陪ばい審しん員いんも思うようになってくる。つまり、殺人罪ざいについては議論の余よ地ちが無くなってしまうわけである。もちろんそうなると「じゃあ少しぐらい刑は軽くしてやろうか」と思うのが人情なのだが、実際に刑罰の重さを決めるのは陪審員ではなく、「殺されて当然の人間を殺しただけだから」といって罪を軽くするようなことは絶対にない裁判官なのだから、この検察の戦法は正しい。

「弁護人、反対尋問はありますか？」

「いいえ、特にありません」

「よろしい。ではこれで検察側の証人尋問はすべて終わったということですね。明日からは弁護側の立証となります。弁護人、問題ありませんね？」

「ハイ」

　そりゃもう、問題にするようなことなんてまったくありませんとも。というか明日の裁判、何もしなくてもいいですかね？

「では、今日の法廷はここまでとします」

　こうして、俺を含めた法廷中の誰もが被告人の有罪を確信したまま、裁判の前半戦は終わったのだった。




　　十二月十九日午後一時　山鹿法律事務所




　裁判が終わり、事務所へ戻もどった午後。

「どうなんでしょう善ぜん行こうさん。天木さんの無む罪ざいは勝ち取れるんでしょうか？」

　不安を隠かくせない様子で、雪ゆき奈なが痛いところを突ついてくる。

「な、なーに、ちょっと苦戦してるが別に予よ備び審しん問もんでの決着だけを念頭に置いてるわけじゃない。これからいくらでも挽ばん回かいの余地はあるさ」

「そ、そうですよね。大だい丈じよう夫ぶ……ですよね？　きっと天木さんを由ゆ美みちゃんのところへ返してあげられますよね？」

「ああ、大丈夫だ。任まかせろ、これまでもそうやってきただろう？」

　我ながらハッタリだけはうまくなったものだ。それでも雪奈はようやく安心したようで、じゃあ善行さんのためにお茶でも入れてきますねと、隣となりの給きゆう湯とう室しつへ行ってしまった。

　しかし──どうでもいいが、由美って誰のことだっけ？　まあどうでもいいが。

　そんなわけで、あーでもないこーでもないと俺が悪あがきしていた一時半ごろ。

　俺の事務所に、意外な来客があった。

「よぉ」

「……てめえか」

　氏うじ神がみ功く徳どく。あまり詳くわしくは語りたくないが、とりあえず知り合いの一人で、毎日死体をいじくることで飯めしを食ってる一いち児じの父親である。

「呼んでもないのに何しにきやがった氏神？」

「いやなに、家内からお前が裁判で苦戦してると聞いてな。せっかくの昼休みを潰つぶして様子を見に来てやったってわけさ」

「ふん、あんたのことだ。笑いにでもきやがったんだろう」

「ああ、その通りだ。わっはっは、ざまーみやがれ負け犬山鹿」

「雪奈、塩もってきてくれ」

「冗じよう談だんだ冗談。今回の事件の被ひ害がい者しやは散さん弾だん銃じゆうで撃うち殺されたんだろ？　俺はまだそんな死体は扱あつかったことがなくてな。弁護人ってのは死体の写真とかもらえるんだろ、参考のために是ぜ非ひ一度見せてもらおうと思ってな」

　最低最悪だ。そんな理由で法律事務所へのこのこやってくる輩やからなんざ、きっと日本中を探してもこいつしかいないだろう。

　……しかしまあ、この際だからそれは置いておこう。利用すべきものはなんでも利用すべきだ。死体の専門家が向こうからやってきて死体の写真を見せろと言っているのだから、利用してやらない理由はない。

「いいだろう、勝手に見ろ」

　堀内検事から奪うばい取ったレントゲン写真の入った封ふう筒とうをくれてやる。

　氏神は口くち笛ぶえを吹ふきながら心底嬉うれしそうにそれを開け、そしてすぐにがっかりしたような顔になった。

「なんだよ、写真っつってもこれだけしかないのか？」

「ああ、それだけだ。お前は一体何を期待していたんだ？」

「もっとこう、ぐちゃぐちゃな死体のカラー写真に決まってるだろ。こんな骨しか写ってない写真なんか見てどこが楽しい？　以前、教科書で散弾銃の銃殺死体を見たことがあるんだが、あれは凄すごかったぜ。人間の上半身が見事に千ち切ぎれ飛んでるんだ。もう肉なんか、血管と区別がつかないほどに細かく千切れててな、なかなか壮そう絶ぜつな画が像ぞうだったぜ。俺はそういうのを期待してたんだが」

　そんなことを嬉うれしそうに語るコイツの子供には心から同情したい。

　と、同情心を抱いだく一方で、ふと俺は疑問を抱いた。

「ちょっと待てよ氏神。それは本当に同じ散弾銃か？　その写真を見ても分かるだろ、弾たまは全部体内で止まってるし、いくら散弾銃でも上半身が千切れ飛ぶほどの威い力りよくはないんじゃないのか？」

「いや、それは散弾が小さいからだろ。もっと大きな散弾なら簡単に人間なんて吹っ飛ぶらしいぜ？」
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「大きいって……口こう径けいのことか？」

「いや、口径の差も多少はあるだろうが、むしろ重要なのは散弾の粒つぶの大きさだな。散弾銃ってのはな、同じ口径であっても散弾の大きさによって威力が変わるんだ。この死体はクレー射しや撃げき用の弾で撃ち殺されたんだろ？　散弾がムチャクチャ小さいヤツ」

「ああ、そういえば直径二ミリとかいってたな」

「だろうな。対人用とかだと直径九ミリぐらいの散弾を使うんだ。こいつは強力だぜ、いってみりゃ拳けん銃じゆうの弾丸を同時に何発も食らうようなもんだからな。人間の体なんざ紙人形同然だ」

　九ミリの散弾で人間の体が吹っ飛ぶ？　今ひとつイメージが湧わかん。

「ちょっと待てよ。散弾の直径が大きいってことは、それだけ入ってる散弾の数も少なくなるってことだろ？」

「そうなるな。クレー射撃用の弾には数百発ぐらい散弾が入ってるらしいが、直径の大きいものだと十数発ぐらいしかないらしい」

「そうだろ？　たとえ散弾の直径が小さいとしても、数だけはたくさん入ってるってわけだ。それでもそんなに威力に差が出てくるのか？」

「ああ、そうだ。そんなこと当たり前だろう。おまえ、物理に詳くわしくないのか？」

「……詳しいように見えるのか？」

「いや、俺が悪かった。そうだよな、そもそも、なんでお前が弁護士になれたのか誰もが不ふ思し議ぎがってるぐらいだしな」

　俺だってなんであんたが医大に入れたのか不思議でしょうがねーよ。

「よし、じゃあ簡単に説明してやろう。まあ簡単な話さ、空気抵てい抗こうってヤツは飛んでいく物体の直径の二じ乗じように比ひ例れいするんだが、飛んでいくエネルギーは直径の三乗に比例するんだ。だから直径が大きくなって一発あたりの重さが重くなるほど、空気抵抗も受けにくい。だから威力も増える。どうだ、分かりやすいだろう？」

「ああ、よく分かった」

　と、俺はウソの証言をした。

　ようするに散弾の直径は大きければ大きいほど威力があるってことだろう。なんで理系人間ってのはこう、単純な話をこう難しくしてしまうんだ。

「まあそんな豆まめ知ち識しきは置いといてだ。それより氏神、その写真を見て何か不ふ審しんに思ったことでもないのか？」

　氏神はあらためて写真を見返し、

「うーん、こんなレントゲン写真を見ただけじゃさっぱりだな。そもそも、こんなに散弾がビッシリ埋うまってるレントゲン写真なんて目にしたのはこれが初めてだ。これはこれで教材にでも使えそうだな、うん」

　本当にどうでもいいことをいう。

「なんだよちくしょうめ、それじゃ何の役にも立たねえじゃねーか。本当に何しに来たんだ、あんたは」

「おいおい、無茶いうなよ。そりゃ確かに俺はあらゆる死因の死体を見てはいるがな、日本じゃそうそう銃殺された死体なんざ出てこないんだ、仕方ないだろ。北ほつ海かい道どう辺りならともかく」

「北海道？　なんで北海道が出てくるんだ？」

「あっちは猟りようが盛さかんらしいからな。その分誤ご射しやも多いって話だ」

「ああそうかい」

　そういえば、鹿が増えたから狩かるだのオオワシが鉛なまりの散弾を飲み込んだだの、散弾銃絡がらみのニュースといえば北海道産が多いような気がする。まさしくどうでもいい話だが。

　氏神は再度レントゲン写真を蛍けい光こう灯とうにさらして覗のぞき込こみ、

「しかしホントに凄いなクレー射撃用の散弾ってのは。これ一体何発あるんだ？」

「知るかよ。直径二ミリの散弾が二十四グラム分だとよ、勝手に計算してくれ」

「ふーん。しっかしそんなので撃たれた患かん者じやが来たらイヤだろうなあ。これ全部ほじくり出さなきゃならねーんだぜ？」

　ロクな感想をいわない。

「あーそうかい。その点お前はいいよな、どんな患者が来たってわざわざ治ち療りようしてやる必要なんてないんだからな」

「何をいう。ちゃんと葬そう式しきに出せるよう、大きな傷きずを縫ぬい合わせるぐらいのことはしてやることもあるんだぞ」

「あーそうかい」

　……結局その後、昼休みが終わるからと、氏神はとっとと帰っていってしまった。本当に何しにきやがったんだ、あいつは。

　困ったときの氏神頼だのみもダメ。こりゃあいよいよお先真っ暗である。

　と思った矢先のことであった。

「うーん」

　雪奈が例のレントゲン写真を見ながら何か必死に考え込んでいた。

　うーんうーんと考え込んでいる雪奈も新しん鮮せんで可愛かわいい。……などと考えていられるだけの余よ裕ゆうもない。

「どうした雪奈？　何か気になるのか？」

「あ、はい。どうしても一つだけ気になることがあるんです。さっき氏神さんがいってたじゃないですか、お医者さんならともかく、遺体を調べる人は散弾の弾を全部摘てき出しゆつしたりしないって」

「ああ、言ってたな」

「ひょっとしたら善行さんのお力になれるかもしれません。ちょっと事件現場まで連れて行ってもらえないでしょうか」

　断ことわる理由？　そんなものはないない。異性と二人で連れ立ってどこかへ行くことをデートと定義するという話を聞いたことがある。すると、今俺は雪奈にデートに誘さそわれたということでもあるわけで──。

　……いや、なんか悲しくなってきたのでこれ以上考えるのはやめとこう。




　　十二月十九日午後一時五十分　鬼山家




　ここに足を踏ふみ入いれるのは初めてである。事件の現場となったところなので、裁判が始まる前に一度ぐらいは見にきておくべきだったのかもしれない。だが、なにしろ弁護方針が情じよう状じよう酌しやく量りように訴えるぐらいしかないという状況では見学する価値もない。結局そのまま放置してしまった。その判断自体は別に誤あやまってはいなかったと思うのだが……。

　現場は事件から何日も経たっているのに、まだ警官が玄げん関かんで警備していた。

　その制服警官は、俺を見み咎とがめるなりまずつかつかと近寄ってきて、

「何か御ご用ようですか？……あっ、お前は！」

　まるで指名手配書に書いてあった顔を思い出したかのような驚おどろきの声を上げた。……どういう意味だ？

「弁護士の山鹿だ。弁護に必要なんで、現場を少し見せてもらいにきた」

「……分かりました。どうぞご自由にご覧らんください。ただし、この家にいる間は、あなたの行動を逐ちく一いち監かん視しさせていただくことになります」

「それは堀内検事の指示か？」

「そうです。とにかく、あなたが見て回る分には自由ですから。ささ、どうぞ」

　と、その警官は本当に俺に付いてきた。

　まさかとは思うが、俺が証しよう拠このでっち上げでもすると思っているのだろうか？　そうだとしたら、人をみくびるにもほどがある。この品行方正を地じで行く俺が、現場を荒あらしたり証拠をでっち上げたり改かい変へんしたりするわけがないというのに。

　しかしその警官はよほど堀内検事に強く命じられているのか、本当に逐一俺の行動を監視し続けた。決して何か邪じや魔まをするというわけではなかったこともあり、我が慢まんするしかなかったのはシャクである。

　警備をしている警官を除いては、家の中には誰もいなかった。まあ当然だ、天木は留置場、妹は施し設せつ、元の持ち主はあの世行きなんだから。

「で、雪奈。どこを見たいんだ？」

「はい、事件現場の寝しん室しつです」

　ということは血ち染ぞめのベッドが置かれている部屋か。そういうところを雪奈に見せるのは少々気が引けたが、本人がここまで強く希望しているとあっては仕方がなかった。

　ところがいざその事件現場とやらへ行ってみると、警察が持っていったのか、ベッドはあったがシーツが外されていたため、それほど大きな血けつ痕こんはなかった。もっとも、壁かべや床ゆかには飛ひ沫まつ血痕が残っていたが。

　やはり見ていて気持ちのいいものではないためか、雪奈の顔色はすぐれなかった。しかしよほど気になることがあるのか、壁やベッドなんかを念入りに調べている。

　やがて満足いくまで調べたのか、雪奈は決意を込めた顔を俺に向けた。

「やっぱり、思ったとおりです」

　何か見つけたんだろうか？　もしそうならありがたい話だが……。

　と、今度は俺たちを監かん視ししている警官の方をちらっと見て、

「とりあえず外に出ませんか？　ここではちょっと、その……」

「ああ、そうだな」




　天木の家を出て、車に戻もどる。

　助手席に座すわった雪奈は、いきなり俺の意表を突つくセリフを口にした。

「善行さん、ひょっとしたら天木さんは無罪なのかもしれません」

「な、何？　どういうことだ？」

　まさに予想外の言葉だった。

　天木を無罪にできる──ではなく、天木は無罪だと、雪奈は言っているのだ。いくらなんでもそんなはずはない。あらゆる証拠と証言、それに自じ供きようが、天木の有罪を物語っているのに。

「これを見てください」

　そう言って雪奈が差し出したのは、例のレントゲン写真だった。被ひ害がい者しやの体内に散さん弾だんが埋うまってるヤツだ。

「こ、これがどうかしたのか？」

「はい、実は──」




　　　　◆




「う、うそだろおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　雪奈の考えを聞かされた瞬しゆん間かん──俺は思わず叫さけんでいた。

　そんなバカな。そんな、そんな単たん純じゆんな、バカげた話があるか。

　天木は鬼山を撃うって殺した。本人も認めていたし、それを補強する証拠もあるのだ。疑うたがう余地はない。誰がどうみたって天木は殺人罪で有罪確定だ。

　しかし──。

　俺は慌あわててレントゲン写真を見た。長い時間をかけて、雪奈に指し摘てきされたことを自分でも確かく認にんする。

　……その通りだった。

　こんなことが本当にありうるのだろうか？　この新たな事実と今までの裁判内容を照らし合わせてみる。

　すると、矛盾がないどころか、これですべてのつじつまさえ合ってくるではないか。いや、それどころか、なぜあの男があんな証言をしたのか、その本当の理由が浮かび上がってくるではないか。

　ここに至いたって、俺も雪奈と同じ結論を下すしかなかった。

　すなわち、鬼山和俊殺人容疑で起訴された天木誠一は、無罪なのではないかと。

「雪奈、すげえよ。こりゃお手て柄がらだ」

「あ、ありがとうございます」

　雪奈は嬉うれしそうにニコッと笑った。まさしく天使の笑えみである。

　これで俺の連勝記録は守れる──もとい、天木誠一を妹のところへ戻してやれるかもしれないわけだ。

　俺は車を発進させた。次に俺がやること、それは留置所にいる天木に確認をとることだ。

　堀内に竹たけ田だめ、見てろよ。やはり俺が弁護する依い頼らい人にんは、無罪となることが運命付けられているのだ。
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　　十二月二十日午前十時　地方裁さい判ばん所しよ第一法ほう廷てい




「弁べん護ご人にん、準じゆん備びはよろしいですね？」

「はい、問題ありません」

　裁判長の問いかけに、俺おれは胸を張はって威い風ふう堂どう々どうと答えた。

「では、最初の証しよう人にんはどなたですか？」

　俺はニヤリと笑って堀ほり内うち検けん事じの顔を見た。あまりにも俺が余よ裕ゆう綽しやく々しやくなのが気にかかるのか、堀内は不ふ思し議ぎそうにしている。

　鬼山和俊殺人容疑で起訴された天木誠一は、無罪である。

　それを証明するためには、まずあの男に事じ情じようを聞かなければならない。

「まず、因幡いなば刑けい事じを」




　因幡刑事は、いつもの渋じゆう面めんに警けい戒かい感かんをたっぷりとにじませて証言台に立った。俺が何か小こ細ざい工くでも弄ろうするつもりなのではないかと疑うたがっているのだろう。

「因幡刑事。一つだけ確かく認にんさせてください。あなたは被ひ告こく人にんの部屋から薬やつ莢きようが出てきたことを被告人本人に告げたとき、具体的になんといいましたか？」

「は？」

　因幡刑事は不ふ可か思し議ぎそうに聞き返した。

「ええと、質問の意味がよく分からないのですが」

「そのまんまです。あなたは薬莢が出てきたことを被告人に告げましたよね？」

「ええ、まあ」

「具ぐ体たい的てきにどのように告げたんですか？」

「……あなたの部屋から薬莢が出た、と。それだけです」

「あなたの部屋から出たと、そういったんですね？」

「そうです」

「部屋のどこから出たとは言ってないわけですか？」

「……ええ、まあ」

「では、今この場で具ぐ体たい的てきに言ってください。薬莢が出てきたのは、被告人の部屋のどこですか？」

　因幡刑事は小首を傾かしげながら淡たん々たんと答えた。

「ゴミ箱の中です」

「そ、そんなバカなっ!!」

　法ほう廷ていに響ひびき渡わたる声で叫さけんだのは、天木誠一だった。

　天木はまったく信じられないといった顔で立ち上がり、わなわなと口元を震ふるわせていた。

「被告人、なんですか突とつ然ぜん。静かになさい」

　裁判長にたしなめられ、渋しぶ々しぶ席に戻もどる。

「因幡刑事。ありがとう、質問は以上です」

「……反対尋じん問もんは特にありません」

　そういった堀内検事の顔色は、ようやくいつも通り青ざめてきていた。




「弁べん護ご側がわ次の証人として、被告人本人を尋問したいと思います」

　法廷がどよめいた。

　被告人の証人尋問は、検察にも反対尋問のチャンスを与あたえてしまう諸もろ刃はの剣つるぎである。

　しかしその危き険けんを回かい避ひする手しゆ段だんはいくつかある。

　その手段の一つが、〝反対尋問で質問できるのは、直接尋問で触ふれられた事こと柄がらに限る〟という決まりごとを利り用ようすることだ。

「天木さん。あなたは被ひ害がい者しやを撃うった後、薬莢を自分の部屋に隠かくしましたか？」

「え、ええ」

「どこに隠したんですか？　ゴミ箱の中ですか？」

「いいえ、違ちがいます。俺が隠したのは、中をくりぬいた分ぶ厚あつい漫まん画が雑ざつ誌しの中です。ゴミ箱みたいな分かりやすいところに隠したりしません」

　法廷が沈ちん黙もくに包まれた。

　誰だれもが呆あつ気けにとられたように、天木の証言を反はん芻すうしている。

　しかし、その証言の意味を悟さとると、わずかなざわめきが生しようじた。なぜさっきの刑事と言っていることが違うのか？　被告人がウソをついているのか？　そうだとしても、なぜそんなウソをつく必要があるのか──？

「質問を終わります」

「堀内検事、反対尋問はありますか？」

「え、あ、はい」

　堀内検事は慌あわてて立ち上がった。さすがにこんな疑ぎ問もんを残したまま裁判を進行するのは都つ合ごうが悪いと悟さとったのだろう。

　もっとも、ここで反対尋問できる事柄は、俺がさっき触れた薬莢についてのことだけだ。どんな質問がきても怖こわくはない。

「えー、あー、天木さん。あなたは被害者を撃った後、薬莢を雑誌の中に隠したといいましたね？」

「はい」

「しかし、因幡刑事はそれをゴミ箱の中から見つけたと証言しました。まあ一見すると奇き妙みような話ですが……。ちょっと質問を変えますが、あなたは殺人という罪を犯した後、ずいぶんと動どう揺ようしていたのではありませんか？」

「それは……まあ」

「ですよね。つまり、その動揺があったために、その証拠物ぶつ件けんＡ──薬莢をゴミ箱に捨てたにもかかわらず、本の中に隠したのだと思い込んでしまったのではないですか？」

「いや、そんなことは絶ぜつ対たいにありません。俺は叔父おじを殺すために綿めん密みつな計画を立てたつもりです。使用済みの薬莢は本に隠すと決めていましたから、あらかじめ雑誌の中を切り取って用意までしてたんです。それなのに、わざわざ見つかりやすいゴミ箱に捨てるなんてことは絶対にありません」

　堀内検事は言葉に詰つまった。

「で、でも、動揺していたことは認みとめるんですね？」

「それは、まあ」

「い、以上で終わります」

　法ほう廷てい中じゆうにクエスチョンマークが飛び交かう。そう、俺の裁判はこうでなくてはならない。

　俺は次の証人を呼ぶために再び立ち上がった。

「さて、少々順じゆん序じよがややこしくなって申もうし訳わけないのですが、今一度因幡刑事に証言台に立ってもらいたいと思います」

　証言台に、動揺を隠せないでいる因幡刑事が立つ。

「因幡刑事、あらためてあなたにいくつか質問したいことがあります。

　まず一つ。あなたは被告人の部屋にあったゴミ箱の中から薬莢を見つけた、それは間違いないんですね？」

「……え、ええ。それは確かに、間違いありません」

「しかし先ほどの被告人の証言はお聞きになられたと思います。被告人は、そんなところには隠さなかったと証言しました。なぜでしょうか？」

「私には分かりかねます。私に言えることは、薬莢はゴミ箱から出てきたこと、それだけです」

「そうですか。では次に。現在、事件があった天木さんの自宅は警察の管かん理り下かにありますね？」

「ええ、そうですが」

「昨日、私も現場を見てきたのですが、あの家にいる間はずっと警察の監かん視しを受けていました。どうも警察は現場を荒あらされることにずいぶんと神しん経けい質しつになっているようですね？」

「確かにそうです。普ふ段だんならそこまで厳きびしくはやらないのですが、今回はあなたが弁護人を務つとめると聞いたので急いでそのように配はい置ちしました」

　クスクスと笑いがもれた。そこは笑うところじゃないっつーに。

「つまり、今回の現場確かく保ほは完かん璧ぺきということですね？」

「ええ、その点についてはおっしゃる通りです」

「その現場というのには、被告人の部屋も含ふくまれていますか？」

「……少なくとも、被告人に警察署まで同行してもらうまではノータッチでしたが、それ以い降こうは、我われ々われ警察の完璧な監視下にあったといえます」

「より正確にいうと、被告人の部屋のゴミ箱から薬莢を見つけてから、完全な警察の監視下にあったということですか？」

「そういうことです」

「結けつ構こう。充じゆう分ぶんです」

　俺は裁判長に向き直った。

「裁判長。現在湧わき上がっている疑問をここで解かい決けつしたいと思います。

　直ただちに裁判長みずから人を一人ばかり事件現場に派は遣けんしていただき、現場で警けい備びをしている警官と共に、被告人の部屋を捜そう索さくすることを要よう求きゆうしたいと思います。いうまでもなく、捜索する先は──」

「本の中──ですね？」

　と、裁判長は俺のセリフを奪うばい取った。まあそれぐらいのことは見み逃のがしてやろう。

「はい、仰おつしやるとおりです」

「さ、裁判長」と、堀内検事が立ち上がる。「我々検察は異い議ぎを申し立てたいと思います。これは完全に弁護人お得意の一人ひとり芝しば居いとでもいうべきもので、単なる時間稼かせぎ以外の何物でもなく、また裁判をうやむやにしてしまおうという弁護人の意い図とは明めい白はくであり──」

　以下うんぬんかんぬんと堀内検事は続けたが、やがて裁判長がそれを中ちゆう断だんさせた。

「堀内検事。あなたのおっしゃりたいことは分からなくもありません。しかし、こうも明らかに矛む盾じゆんしている証言があり、それが人を派遣するだけで解かい決けつできるというのなら、我々が弁護側の提てい案あんを拒こばむ理由などはどこにもないはずです。たとえその提案をしたのが山やま鹿しか弁護人であったとしてもです」

　……そりゃどういう意味ですか裁判長。

「う、ああ、いえ、まあその、裁判長のおっしゃることも確かに分からなくはないのですが、しかし……」

「ではもうその辺にしておいてください。ここから現場までは車で三十分とかからんでしょう。しばらく休きゆう憩けいとしましょう」




　　　　◆




　そして三十分後。

　かつてない緊きん張ちよう感かんに包つつまれた法廷で、裁判長は重おも々おもしく結果を報ほう告こくすることになった。

「えー、みなさん。落ち着いて聞いてください。先ほど現場に派遣した者から連れん絡らくがありました。現場で警備していた警官立会いの元、被告人が証言した本の中を調べたところ……」

　裁判長はそこでなぜかため息を一つ入れた。

「見つかったそうです。散さん弾だん銃じゆうの薬やつ莢きようが。また、その薬莢には血液らしき液体が付ふ着ちやくしていたことも確かく認にんされています」

　その瞬しゆん間かん──法廷はどこか重々しい沈ちん黙もくに包まれた。

　堀内検事はまるで好きなオモチャを取り上げられた子供のように、今にも泣き出しそうだった。

「さて、弁護人」

　と、裁判長は俺を見た。というより、睨にらんだ。

「先ほどからのあなたの言げん動どうを思い出しますと、どうもあなたにはこの事じ態たいが予よ測そくできていたようですな」

「その通りです。念ねんのため申し上げますが、少なくとも今回に限っては決して私が何か小こ細ざい工くを仕し掛かけたわけじゃありませんよ。私が現場にいったときは、四し六ろく時じ中ちゆう警官に見み張はられていたんですから」

「今回に限っては──というセリフが妙みように気になりますが、確かに私も今回に限ってはあなたを疑うたがっているわけではありません。ですが、説明はしていただけるのでしょうな？　なぜ二つもの薬莢が出てきたのかを」

「おやすいご用です。ではその説明のために証人を一人呼びたいと思います」

「分かりました。誰を尋問するのですか？」

　俺はニヤリと笑って一人の専せん門もん家かの名を挙あげた。

「江え星ぼし博士はかせを」




　忙せわしく白ブタ博士が証言台に立つと、すぐさま俺は料理に取りかかった。

「江星博士。まず伺うかがいますが、この県では散弾銃による死亡事故というのは非ひ常じように数が少ないんだそうですね？」

「……確かに、私も滅めつ多たに見かけませんが」

「では次に。あなたは散弾銃を撃うったことはありますか？」

「いいえ、ありません」

「では、散弾銃についてはどれぐらいの知ち識しきがありますか？」

「……たくさんの散弾を飛ばす銃だというぐらいの知識はありますが」

　それは知識とは言わない。

「つまり、あなたは遺い体たいを検けん死しする知識には長たけていますが、散弾銃についてはそれほど詳くわしくないというわけですね？」

「……そういう風に仰りたいのであれば、そういうことで結けつ構こうです」

　まさにその通りじゃないか。

「あなたはこれまでに、今回の事件のような、何百発もの散弾を撃ち込まれた遺体というのを検死したことはありますか？」

「いいえ」

「ではもう一つ質問。今回の事件で使われた散弾銃の弾たまには、一体何発の散弾が含ふくまれていたかご存ぞん知じですか？」

「いえ、知りませんが」

「そうですか。実はあなたが提てい出しゆつされたレントゲン写真を見て、私の秘ひ書しよが少し疑ぎ問もんに思ったことがあるんです。この写真──」

　と、俺はレントゲン写真を取り上げた。

「あまりにも散弾の数が多すぎるんじゃないかと思いましてね。それで一つ調べてみたんですよ。それによると、直ちよつ径けい二ミリで重さが二十四グラムの弾の場合、散弾の数は五百発近くもあるんだそうです。

　さて、そこで──」

　俺は写真を片手に検察側の机つくえに近寄り、置いてあったペンを一本、堀内検事に許きよ可かをとることなく拝はい借しやくした。自分のを使わなかったのはもちろん単なる嫌いやがらせのためだ。

　そして証言台に近寄り、江星博士に写真とペンを手て渡わたす。

「お手数ですが江星博士。そのレントゲン写真に、何発の散弾が写っているかを調べていただけますか」

「え！　こ、これ全部ですか!?」

「ええ、それ全部です」

「い、いえ、数えろと言われれば数えますけどね。少し時間がかかりますよ？」

「ご心配なく。ここは法廷です。正義を実行し、真実を探たん求きゆうするためでしたら、いくらでも時間を用意してくれるでしょう。ねえ、裁判長？」

　突とつ然ぜん話を振ふられた裁判長は、

「……まあそのとおりですな」

　と曖あい昧まいに返事をした。

　江星博士は仕し方かたなくペンのキャップを取ると、１、２、３、と地じ道みちな作業を始めた。




「そ、そんなバカなことが……」

　五分ぐらい経たっただろうか。

　江星がうめき声とともにペンを置いたので、俺はすかさず尋たずねた。

「何個ありましたか？」

　江星博士は二、三回ばかり堀内検事の方を窺うかがってから、おずおずと言った。
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「……九百五十個以上です」

　再び法廷は重苦しい沈黙に包まれた。

　堀内検事などはもうあごの骨が外れたのではないかと思うほどに、ぼけーっと口を開けて呆ほうけている。

「べ、弁護人」と、今度ばかりは裁判長も驚おどろきを隠かくせないでいた。「ど、どういうことか説明をお願いできますか？」

「お安い御ご用ようです裁判長」

　俺はぴしっと人差し指を立て、法廷全体に向けて語り始めた。

「なぜ被ひ害がい者しやの体内には、通つう常じようの二倍もの数の散弾があったのか？　なぜ薬莢が二つも出てきたのか？　事ことはそう難むずかしいことではありません。単たん純じゆん明めい快かい、明めい白はくです。つまり、被ひ害がい者しやである鬼山和俊氏は、同じ場所を二度散弾銃で撃うたれていたのです。

　すなわち、被告人に撃たれるよりも前に、すでに別の誰かの手によって散弾銃で撃ち殺されていたんですよ」

　わずかな沈黙の後──。

「な、なんだってえぇぇぇ!!!!」

　法廷は驚きよう愕がくの叫さけびで満たされた。

　そう、これこそがすべての真しん相そう。

　殺人罪で起き訴そされた天木誠一は、無む罪ざいなのだ。なぜなら、死体を撃っても殺人罪にはならないのだから。罪があるとすれば、それは死体損そん壊かい罪ざいということになる。

「静せい粛しゆくに！　静粛にしてください！」

　裁判長はお決まりのセリフと木き槌づちで法廷に秩ちつ序じよを取り戻もどし、俺に向き直った。

「弁護人、あなたの主しゆ張ちようは分かりました。しかし、まだまだ疑問があります。まず、被告人の部屋から出てきた血の付いた二つの薬やつ莢きようについてはどう説明するのですか？　それに二発散弾銃で撃たれたのなら、ワッズも二つ出てくるはずですし、そもそも銃声だって二度聞こえたはずでしょう」

「ええ、疑問はいくらでもあるでしょう。一つずつご説明します。

　まず薬莢ですが、それは簡かん単たんなことです。真しん犯はん人にんが自分の罪つみをなすりつけるために、容疑のかかっていた被告人の部屋にこっそり隠したんです。だから被告人の部屋には二つの薬莢があったんです。

　次にワッズの問題ですが、因幡刑事の証言を思い出してください。彼は昨日なんと証言しましたか？　被害者の遺体のそばにワッズがあったのは、犯人が散弾銃に詳くわしくなかったため、忘れていったのではないか。そう証言しました。これは逆にいうと、真の犯人は散弾銃の扱あつかいに長たけていたため、被告人と違ちがってワッズを持っていくことを忘れなかったということです。だからこれまでのところ、ワッズは一つしか確かく認にんされていないのです。

　そして本来なら二度聞こえたはずの銃声のことですが、思い出してください。まず事件のあった晩ばんは季節外れの雷かみなりが鳴っていました。さらに、なにせ真夜中のことです。眠ねむ気けのために銃声を聞き逃のがしたってまったくおかしくはありません。

　事実、銃声について証言した松まつ井いさんなどは、まさしく自分が眠気とアルコールで朦もう朧ろうとしていたと証言していましたし、銃声を聞いた時じ刻こくについても午前零れい時じ過ぎと曖昧な証言しかできていません」

「ちょ、ちょっと待ってください弁護人。ということはですよ、つまり、真犯人が別にいるということですか？」

「当たり前です。被告人の前に被害者を撃った人がいるんですから、当然他に犯人がいるに決まってるじゃないですか」

「だ、誰なんですかそれは」

「もしお許しが出るのでしたら、弁護側最後の証人として喚かん問もんしたいと思います」

　法廷がどよめく。

「す、すでに判はん明めいしているのですか!?」

「ええまあ。見けん当とうはついてます」

「よ、よろしい。どうぞ喚問してください」

「ありがとうございます。では──」

　犯人の見当はついている。天木から聞いた事件の経けい過か、これまでの裁判での証言。

　それらを総そう合ごう的てきに考えると、事件のあったあの日、鬼山を殺したのではないかという疑ぎ惑わくが湧わいてくる人物が、たった一人だけ出てくるのだ。

　俺はニヤリと笑って傍ぼう聴ちよう席せきに座すわっているある一人の人物を見た。

　そして、そいつが動どう揺ようしている様よう子すを見て、一いつ層そう確かく信しんを強める。

「どうぞこちらへ来ていただけますか、竹たけ柴しばさん」

　カモンカモンと手を振ふる。とうとうこの時が来たのだ。真の悪人を公の場で苛め抜くことができるこの時が。

　竹柴は心しん臓ぞう麻ま痺ひでも起こしたのではないかと心配になるほど顔を青ざめさせた。だが周囲から集まる視し線せんに押おし出されるように、フラフラと証言台に立った。

「では竹柴さん。質問させていただきます」

「ちょ、ちょっと待ってください。な、なぜ私がこのタイミングでここへ呼ばれたのか、まったく理解できないんですが」

「またまた、ご冗じよう談だんがお上手で。まあそんなことはどうでもいいのです、証言台に立った以上、あなたには質問に答える義ぎ務むはありますが、質問する権利などないのですからね。

　ですから早さつ速そく質問させていただきましょう。まず、あなたと被害者の関係ですが、被害者はあなたの会社の大おお株かぶ主ぬしなんだそうですね？」

「ええ。そうですが」

「つまり、あなたは被害者からあれやこれやと偉えらそうに色々と命令され、嫌いや気けがさしていた。違いますか？」

「いえ、そんなことありません」

「そこであなたは考えた。もし彼が死ねば、彼が所しよ有ゆうしていた株は別の誰かに引き継つがれる。そうすれば少なくとも今よりはやりやすくなると。そうですね？」

「ち、違います！　なんの証しよう拠こがあってそんなことをいうんです!?」

　無む視しする。

「さらにあなたはこう考えた。事件のあった日の夜、被害者宅には何なん挺ちようもの散弾銃と、自分と同じ動機を持った人々が集まります。そのときに被害者を撃ち殺せば、旋条痕などがなく、撃った銃を特定できないという散弾銃の特性上、自分が捕まることは決してないのではないかと、被告人と同じ考えを抱くにいたった。念のため、自分のではなく管理にルーズな被害者の銃を使えばさらに自分にかかる疑うたがいは減るに違いない、とね。そうでしょう？」

「違う違う！　そんなこと考えたりした覚えはありません！」

「現在、我々は二つの薬莢と、一つのワッズの存在について知っています。また、被害者の体内には二発分の散さん弾だんが残っていますが、もう一つのワッズの行方はようとして知れません。恐おそらく、それは痕こん跡せきを残すことを嫌きらった犯人が持ち去ったんでしょう。しかし、被告人がそうだったように、普ふ通つうの人はワッズなんてもののことは知りません。それはつまり、散弾銃に詳くわしい人物が犯人ということになるとは思いませんか？」

「し、知りませんよ、そんなことは」

「さて。ここで一つ思い出して欲ほしいことがあります。あなたは最初、事件のあった十五日の午前零時ごろに、銃声など聞こえなかったと証言していましたよね？」

「そ、それは……ええ、そうですが」

「ところが、あるときを境さかいに──正確にいうと、警察が容疑の目を被告人に向けたことを知ったときから、あなたは急に午前零時半ごろに銃声がしたと証言を変えた。それはなぜか？　簡単なことです、あなたは松井さんが証言した午前零時ごろに、雷の轟ごう音おんに紛まぎれて被害者を散弾銃で撃ち殺したからですよ。そう、被告人と同じように計画を立て、誰もが簡単に開けられるガンロッカーから銃を取り出してね。

　だからあなたは最初、その時じ刻こくに銃声を聞いたという松井さんの証言を否ひ定ていした。それは自分が撃ったときの銃声を聞かれたのだと思いこんだからです。

　しかし警察の話を聞くうちに、どうもその銃声は自分が撃ったものではないということが分かってきた。だからあなたは証言を変えたんです。すべての罪を被告人一人に着せるために。違いますか？」

「ちが、違います！　そんなことはしていません！」

「では次の質問。これは被告人本人から聞いたことなんですが、あなたは警察が呼んでいるからと、被告人を部屋まで呼びにいったことがあったんだそうですね？」

「そ、それが何だというんですか」

「あなたに呼ばれて出て行くまで、被告人はずっと自分の部屋にいました。そして被告人はあなたの目の前で、自分の部屋を留る守すにした。

　つまりあなたは被告人が部屋を留守にしたタイミングを知っていた唯ゆい一いつの人物で、使用済みの薬莢を被告人の部屋のゴミ箱に捨てることができた人物ということにもなります。薬莢に付いていたという血は、恐らく被害者の体から血まみれのワッズをとる時に付着したものでしょう。違いますか？」

「も、もうたくさんだ！　口だけではどうとでも言える、私を犯人扱あつかいするなら、その証拠を見せてください！」

　俺は竹柴を無視し、裁判長に向き直った。

「裁判長。以上で弁護側の立証はすべて終しゆう了りよういたしました。これ以上尋じん問もんする証人も提出する物ぶつ証しようもありません。

　ただ、これまでの我々の主しゆ張ちようで、少なくとも殺人罪として提てい起きされたこの裁判には、大きな問題があったことが明るみになったと考えております。つきましてはここで審しん理りを一いつ旦たん中ちゆう断だんし、検察の手による更さらなる調査を要よう求きゆうしたいと考えますが」

　法廷は沈黙に包まれた。

　やがて堀内検事はギギギっと俺に顔を向け、小さな声で言った。

「……まじで？」

「ええ、まじで」

　正直なところ、竹柴を犯人とする証拠なんて今言った状じよう況きよう証拠しかないのだ。しかし、新たな犯人候こう補ほを示してはやった。あとは俺が楽をするためにも、堀内に名めい誉よ挽ばん回かいのチャンスをくれてやるとしよう。

「堀内検事、どうしますか？」

　裁判長が言った。

「とととととりあえず、審理を三日ばかり延えん期きしてもらって……構わんでしょうか？」

　さすがにショックだったのか、堀内検事はネジが一本抜ぬけたロボットのようなぎこちない口調でそんな提てい案あんをした。

「よ、よろしい。では審理を三日ばかり延期します」

　裁判長が一ひと際きわ強く木き槌づちを叩たたいた。

　途と端たんに、法ほう廷ていは蜂はちの巣すを突ついたような騒さわぎになる。

「や、山鹿さん、本当ですか、今のは!?」

　隣となりに座っていた天木までもが興こう奮ふんを隠しきれない様子で俺に尋たずねた。

「ああ、まさしくさっきの俺の主張が真実だろうよ。あんたは無罪だ。殺人罪についてはな。なんだ、嬉うれしくないのか？」

「そ、そりゃあ嬉しくないといったらウソになりますけど、そんなこと信じられませんよ！　だって俺は叔父おじを撃つ前に、叔父の体が動いたところも見たんですよ！」

「死んだからってまったく体が動かないわけじゃない。白ブタ博士も証言してただろ、人間は死亡すると色いろ々いろな変化が起こるってな。筋きん肉にくだって硬こう直ちよくしていくんだ、その過か程ていで体が動くことぐらいそんなに珍めずらしいことじゃない」

「そ、そんな……だからって、こんな偶然……」

　よほどショックだったのか、天木は呆ぼう然ぜんとなってしまった。こんな偶然？　ふん、この程度の偶然、俺にとってはいつものことなんだがな。そう、俺の依頼人は、こうでなくてはならないのだから。

　と、そのとき、

「すいません、被告人を連れて行きたいのですが、よろしいですか」

　警備員が俺たちのところへ来てそんなことを言った。

　まあ無む罪ざい放ほう免めんとなったわけではないのだから、その要求はまっとうである。

　だがしかし。ふと傍聴席を見た俺は、こう答えることにした。

「だめだ。その要よう請せいは十分ばかり拒きよ否ひする」

「なっ──。なんですと!?」

　さすがに拒否されるとは思わなかったのか、その警備員は目を丸くした。

「拒否できる権利なんてないはずです、公こう務む執しつ行こう妨ぼう害がいになりますよ！」

「いや、不ふ当とうな拘こう束そくは断だん固ことして拒否するね。さっきの裁判、あんたも聞いてただろ？　こいつは無罪だ。無罪なんだから、拘束されるいわれはない」

「そ、それは──し、しかしその、捜そう査さはまだ続いてるはずですし、無罪判決が出たわけでもありませんし──」

「ごちゃごちゃいうなよ、そんなこと分かってるさ。十分だけ拒否すると言っただろ？　ちょっと肉親と話させてやりたいだけさ」

　その言葉に、天木はハッとなった。傍聴席に顔を向ける。

　そして、見つけることになる。雪ゆき奈なに伴ともなわれた妹の姿すがたを。




　さてと。この後のメロドラマなんざに興きよう味みはない。俺の仕事は終わりだ、さっさと帰るとしようか。




　　　　◆




　後ご日じつ談だん。

　審理が再開されることは、二度となかった。

　あの後、警察は被ひ害がい者しやが二度撃うたれたという前ぜん提ていで事件を洗い直した。

　素す直なおに竹柴のことだけ調べてりゃいいものを、そこはそれメンツというものがあるらしく、あの晩鬼山の家にいた全員について洗い直したそうだ。もちろん、その中にはカモフラージュのために二度撃った可か能のう性せいがあるということで、天木も含ふくまれた。

　で──そこまで手て間まをかけておいて、結けつ局きよく警察が逮たい捕ほしたのは竹柴だった。

　警察は竹柴の近辺を捜査し、燃えないゴミの日に竹柴が出したゴミ袋ぶくろを執しゆう念ねんの捜査で見つけ出し、その中から鬼山の血にまみれたワッズを発見したんだそうな。これが決め手となって、竹柴は自じ供きよう、逮捕というわけである。

　数え切れないほどのゴミ袋から竹柴の出したものを探し出すとは、まさしく執念である。今回ばかりは俺も警察を見直した。

　実は警察は、竹柴が撃ったときはまだ被害者は生きていて、そこを天木が撃ったことがとどめとなったのではないかと、懲りずに、殺人罪を適てき用ようしようとも企たくらんでいたらしい。

　が、なにせ心臓を散弾銃で撃たれていたわけである。被害者の即そく死しは疑うたがいないということで、逆に天木が鬼山を殺してないことが証明されてしまった。

　怒いかりの収おさまらない検察は、死体損そん壊かい罪ざいで天木を牢ろう屋やにぶち込もうとしたが、無む実じつの人間に殺人容疑をかけた責せき任にんを誰が取るのかと俺が脅きよう迫はく──もとい交渉した結果、執しつ行こう猶ゆう予よで済ませられるという取引が成立した。

　かくして、各新聞は俺の勝利と検察の敗北をデカデカと報ほうじることになったのである。

　そう、誰がなんといおうと、俺が担たん当とうする裁判はこうでなくてはならない。今いま頃ごろ竹たけ田だのヤツがどんな顔をして俺の活かつ躍やくを見ているのかと想そう像ぞうすると、それだけで愉ゆ快かいになってくる。

　ちなみにこれはどうでもいい話だが、天木は妹と一いつ緒しよに鬼山の家を出て新たな生活を始めたそうだ。もうあんな金にもならなかった依頼人のことなど知ったこっちゃないが。

　俺にもようやくすべての雑ざつ務むを終え、再び事じ務む所しよで雪奈の入れてくれた茶をゆっくりとすすることのできる平へい穏おんが戻った。

「しかしまあ、今回はとにかく雪奈のおかげだよ、ありがとな」

「いえ、いいんですよ。お役に立ててよかったです」

「いや、今回は雪奈がいなきゃ到とう底てい勝ち目はなかった。何か礼をさせてくれ。欲ほしいものとか、ないのか？」

「そんな、お礼なんていりませんよ。善ぜん行こうさんのお役に立てたなら、それで充じゆう分ぶんです」

「そう遠えん慮りよするなよ。雪奈には普ふ段だんから世せ話わになってるし、たまには何かさせてくれ。じゃないと俺の気がすまん」

　雪奈はしばらく戸と惑まどっていたが、やがて少しもじもじとしながら言った。

「じゃ、じゃあ、あの善行さん。一つお願いがあるんですけど」

「おう、なんでもいってくれ」

「その……来週の火曜日って、なにか予定ありますか？」

　来週の火曜日──。

　十二月二十四日だった。

　予定？　あるわけがない。あってもムリヤリ空けてやる。




　だがこのとき、余あまりにも嬉うれしい雪奈の申し出に、俺はある事じ実じつを完全に忘れていた。

　そう、あの横よこヤリの呪のろいのことを。そしてもう一つ、前回に引き続いてロクな出番がなかったため、半ばその存在を忘れかけていた疫病神のクソガキのことを──。
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　あとがき







　最近、世せ間けんではゴールデンウィークなるイベントがあったそうです。

　もう毎日引きこもりも同どう然ぜんの生活を送っていると曜よう日びとか季節といった概がい念ねんが段だん々だん失われてしまうのですが、やはり世間が長い連れん休きゆうに入るとなんとなくこっちまで浮うかれてくるような気がいたします。

　しかし気分が変わっただけで他に何かが変わるわけでもなく、結けつ局きよく筆ひつ者しやはこのイベント中もずっと家に引きこもり、ひたすらデステニィストーン集めと、ついでに仕事にあけくれておりました。

　こう書くと本当に単なる引きこもりと誤ご解かいされそうなのでこれだけは強きよう調ちようしておきたいのですが、筆者は出かける余よ裕ゆうはあったけど、あえて、あえてどこにも出かけなかったのです。そうです、ゴールデンウィークなんてどこへ行っても人が一いつ杯ぱいで、疲れるだけなのです。それゆえに、重ねて申し上げますが、あえてどこにも出かけなかったのです。

　けっして筆者が出で不ぶ精しようでめんどくさがり屋で彼女もいないからとか、そんなことはまったくないのです。

　ですから、独どく身しんの某ぼう先生などに「ＧＷは女の子と二人っきりで温泉に行ってきました～」なんて話を聞かされても、うらやましいとかなんてまったくこれっぽっちも全然思っていないのです。

　いやマジで。




　……さて。

　すっかり暖あたたかくなってまいりましたが、読者の皆みな様さまにおかれましてはいかがお過ごしでしょうか。

　この度も拙せつ書しよを手に取っていただいた上、ここまで読んでいただき、まことにありがとうございます。

　それはそれといたしまして、今回はまずお詫わびを申もうし上げなければなりません。

　前巻のあとがきで散さん々ざん書く書くといっておりました民みん事じ訴そ訟しよう編へんですが、残ざん念ねんながら色々と検けん討とうを重ねた結けつ果か、タクティカルのシリーズという形で展開していくには色々と都つ合ごうが悪いという結けつ論ろんに至いたり、もうしばらくはこのまま刑けい事じ訴訟編を続けることとなりました。期き待たいの声をくださった皆様には大変申し訳ございません。

　とはいえ、民事訴訟編の方も決して企き画かく倒だおれになったというわけではなく、色々と取材をしたりと目もつ下かのところ着々と準じゆん備び中ちゆうです。近い将来には必ずなんらかの形でお見せすることができると思いますので、どうか今しばらくのご猶予をいただければ幸いです。

　ちなみに今後のタクティカルシリーズですが、幸いまだネタは少々ありますし、次の話を書いてる内にまたネタが浮かぶこともありますので、もうしばらくは続けられそうです。

　そんなわけでして、もしよろしければ山やま鹿しかくんが最大のピンチに追い立てられてしまう予定の次巻にて、またお会いできましたら幸いです。

それでは。
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